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プロローグ
















　大きなガラス窓から差し込む夕陽が、彼の整った顔を照らし出す。

　さっきまで上司と部下だった私たちの間に流れる空気が、一瞬にして変わる。

「業務時間は終わりだ、梓あずさ」

「い、いきなりなにをおっしゃってるんですか？」

　椅子から立ち上がり、一歩また一歩と私に近づいてくる。

「なにって……社長と秘書の時間は終わりだ」

　手をグイッと引っ張られて、あっと言う間に距離が近づく。石鹸のような甘いムスクの香りが鼻先をかすめると、胸の鼓動がさらに速くなった。

「ちょっと、待ってください」

「待たない。待つのは俺の主義じゃない」

　どんどん近づいてくる社長の顔。数センチの距離で目が合う。

　いつもはクールなその瞳に熱がこもる時――。

　私は彼に逆らえなくなる。その視線にとらわれて、溶かされて、理性を失いそうになってしまう。

　夕陽で彩いろどられた社長室で、私は静かに目を閉じた。
















第一章













邪魔だ







　私の心と同じくらいどんよりとした空を見上げて、大きなため息をついた。

　なにも六月の梅雨空だけが、ため息の原因ではない。

「はぁ……今日も見つからなかった……」

　ハローワークからの帰り道、ぽそっとひとりつぶやいた。

　世の中が不景気なのだから、そう簡単に仕事が見つかるとは思っていない。

　けれど毎回『不採用』と告げられると、今までの自分が全部否定されたような気になってしまう。

「はぁ……」

　止まらないため息をつきながら駅のホームへ到着すると、すぐに電車が滑り込んできた。

　平日の午後一時。大学を卒業してからというもの、四年間ほぼ毎日同じ満員電車に揺られていた。駅に到着するまで身動きが取れず、人の波に押し戻されて下車するのもやっとだった。

　それが嫌で仕方がなかったはずなのに、今となってはそれすらも懐かしく思える。

　開いた扉から乗り込んで、車内を見回し空いている席に座る。バッグからクリアファイルを取り出すと、中に挟んだ履歴書を手に取り改めて眺めてみた。

　清せい家け梓、二十六歳と書かれた下には、生年月日、学歴、職歴、資格……そこには私自身が努力してきた〝履歴〟が自筆で書かれている。

　必死で勉強した大学時代。経済的な事情から奨学金を受けていたので、勉強の時間以外はバイトに明け暮れる日々だった。サークル活動や、合コンなんてもっての外ほかだ。

　けれどそれを後悔したことはない。早くに父を亡くした私を、母親はひとりで育てあげてくれた。だから早いうちに少しでも金銭的に楽をさせてあげたかったし、きちんと働く姿を見せて安心させたかったのだ。

　それに、ずっと続けていた結婚式場でのバイトのおかげで、社会人としてのマナーや身のこなしを学生時代に身につけることができた。常にお客さまの様子を窺うことで、自分がなにを求められているのかを考えて行動できるようになっていったのだ。

　新卒で採用された大手上場企業では、学生時代のがんばりが実を結び、それなりの実績を積んできたつもりだ。

　それなのに『明日から来なくていい』のひと言で、私の社会人としての四年間のキャリアがあっと言う間に崩れ落ちた。

　有休を消化する形でひと月ほどの休みを取らされ、その後自己都合退職の扱いで、私は職を失った。

「はぁ……」

　思ったよりも大きなため息をついていたらしく、向かいに座っていた大学生らしき男の子が、眺めていたスマートフォンから顔を上げて、チラッと私を見た。

　視線はすぐに外はずれたけれど、気まずさにもう一度ため息をつきそうになって、慌てて呑み込む。

　ため息をつくと幸せが逃げていくって、きっと本当だ。

　ふとそんなことを考えながら、手元の履歴書をもう一度見る。

　確か、これで十二枚目。つまり十二社から『要らない』と言われたことになる。

　いや、転職エージェントから紹介された案件も含めると、もっとだろう。何社も連続して落ち続ける私に、エージェントはあてが外れたと思ったのだろうか。最近では紹介自体してもらえなくなった。

　前の仕事を辞めて三カ月。いいかげんそろそろ次の仕事を見つけなければ……。

　前職と同じ秘書の求人は、ほとんど大手の企業からのものだった。前職にこだわっていては、いつまでも仕事が見つからない。規模も職種も考え直して、もっと色々な会社に目を向けたほうがいいだろう。

　失業手当をもらうことも考えたが、できれば仕事の勘が鈍にぶらないうちに新しい仕事に就つきたかった。

　まさかこの歳でもう一度、就職活動の苦しみを味わうことになろうとは……。

　またため息をつきそうになったが、私の中の幸せを逃がすまいと、ため息を呑み込んで顔を上げる。

　すると、週刊誌の中なか吊づり広告が目に入った。

　〝急成長企業！　クレアシオンの秘密に迫る〟という大きな見出しと、長い足を組んで座る男性の写真が掲載されている。

　私よりも年上には違いないけれど、ずいぶん若く見える。向こうは気鋭の会社の社長、こっちはプー太郎か……。情けない。

　そんな単語が頭をかすめたが、すぐに追い出した。

　自分を卑下しても、しょうがない。これ以上ため息をつかなくて済むように、私は姿勢を正すと自分に気合を入れた。




「本当ですかっ！」

「来週から出社してもらいたいんだけど、どうかな？」

「はい！　是非よろしくお願いします！　なんでもやりますので！」

　目を輝かせて前のめりに食らいつく私に、目の前の男性は声を上げて笑っている。

「あはは、うちは人数が少ないから、そう言ってもらえると助かるよ」

　少し古ぼけた五階建ての雑居ビルにオフィスを構える会社に、私は面接に来ていた。企業に向けて会計ソフトの開発をする小さなＩＴベンダーだ。

　そこでなんと、その場で採用されることが決まった。十五社目でやっと私を必要としてくれる会社に巡りあえた。

　ちょうど先月、就職試験の合間に簿ぼ記きの資格を取得したから、会計ソフトを扱う会社の事務ならば、きっと役に立てるだろう。

　うれしくて顔が緩んでしまう。

「でも、本当にうちみたいな小さな会社でいいの？　君ならどこに行っても雇ってもらえそうなのに」

　部屋に入ってすぐの、衝つい立たてで仕切られた打ち合わせスペース。そこで私の向かいに座る、この会社『メトロ』の社長が、目の前で履歴書と職務経歴書をもう一度眺めながら不思議そうにつぶやいた。

「私は、ここでがんばりたいんです」

　せっかく採用が決まったのに取り消されては大変だと思い、必死にやる気をアピールした。

「そんなに必死にならなくても大丈夫。僕は君と働きたいと思っているから」

　にっこりと笑ったその顔を見て、私は胸を撫なで下ろす。

「僕は砂すな田だです、三十七歳。これでも社長です。よろしくね」

　セルフレームの眼鏡を持ち上げて、にっこりと笑う砂田さんは、見るからに優しそうで確かに社長っぽくはない。

「それと……おーい」

　砂田さんが声を上げると、衝立の向こうから目がくりっとしたショートカットの小柄な女性が現れた。シマリスを連想させるかわいらしい人で、目が合うとニコッと微笑みかけてくれる。

「こっちも砂田さん――僕の奥さんね。僕と同じ年だよ」

「よろしくお願いします」

　私が頭を下げると、自己紹介をしてくれた。

「砂田希望のぞみです。会社ではややこしいから、みんな苗字ではなく名前で呼んでくれるの。あなたもそうしてくれるとうれしいです」

「はい、そうさせていただきます。清家梓です。来週からよろしくお願いします」

　私は姿勢を正して、もう一度頭を下げた。

「うちの事務仕事はすべて希望がやっているから、清家さんは彼女に色々と教わって」

「はい」

　砂田さんの横でニコニコと笑う希望さんを見ていると、喜びとともに抱いていた不安が少しずつ薄まっていく。

「他にはプログラムを担当している男性社員がふたりいるんだけど……今朝、徹夜明けで納品したから、みんなまだ出社してないんだ」

　苦笑いの砂田さんが申し訳なさそうに頭を掻かいた。

「いえ、来週出社した時に改めてご挨拶させていただきます」

「じゃあ始業は九時からになってるから、少し前にここに来て」

「はい。本当にありがとうございます！」

　砂田夫妻は深く頭を下げた私を見て、ふたりよく似た笑顔を向けてくれた。




　オフィスを出ると、スキップしそうなほど軽い足取りでエレベーターホールに向かう。ニヤニヤしながらエレベーターを待っていた私は、扉が開いた途端に中に入ろうとして、出てきた人とぶつかってしまった。

「わっ……ごめんなさいっ」

　相手のスーツの胸元に正面衝突する。きっと気持ちが浮ついていて、注意力散さん漫まんになっていたせいだ。

　まずは状況を把は握あくしなくては……と、顔を上げて相手の姿を確認する。そこにははっと息を呑むほど整った顔の男性が立っていた。

　失礼だとわかっているけれど、思わず目が釘づけになってしまう。

　年齢は私よりも十歳ほど上に見える。恐らく三十五歳は過ぎているだろう。

　見上げるほど高い身長。きちんと整えられた清潔感のあるスタイリッシュなツーブロック。身に着けているスーツも恐らくオーダメイドのものだろう。彼の体にぴったりだ。意志の強そうな整った眉に、まっすぐ伸びた鼻び梁りょう。そしてなによりも印象的だったのが、切れ長でクールな目元だった。

　その形のいい瞳に睨にらまれて、私はやっと我に返った。

　ぶつかったまま顔を凝視するなんて、無礼にもほどがある。とにかく謝らなければ。

「きちんと前を見てなくて、本当にすみませんでした」

　頭を下げて謝るが、相手の反応が返ってこない。ゆっくりと顔を上げると、感情の読み取れない顔が、冷たい言葉を投げつけてきた。

「いつまでもそこに立っていられると、邪魔だ」

「へ？」

　思ってもみなかった言葉に、間抜けな声が出る。

「だから、邪魔だ」

　そう言うと、彼はきょとんとしている私の腕の辺りを強引に押して横にどかすと、先に進んだ。

　その不ぶ躾しつけな態度にあっけに取られた私は、しばし呆ぼう然ぜんと立ちつくしてしまう。

　前をよく見ていなかったこちらが悪いとはいえ、謝っているのに『邪魔だ』なんて、いくらなんでも非礼な振る舞いだ。

　思わず後ろを振り返って相手を見たが、ポケットに手を突っ込んだまま歩み去る背中しか見えなかった。

　堂々と歩く姿は立派なのに、あんな振る舞いをするだなんてもったいない。

　――でも……どこかで見たことがある気がするんだけど、どこでだったっけ？

　なかなか思い出せず、すっきりとしない。

　しばし考え込んでからふと腕時計を見ると、時刻は既に十四時を過ぎている。私は慌てて歩きだした。

　あんな不躾な人のことに時間を使うより、早くお母さんに報告しなきゃ。

　閉まってしまったエレベーターの扉を再度開けて乗り込む。

　――きっとお母さん、喜ぶだろうな。

　母の喜ぶ顔を想像しながら、私は第二の社会人人生の始まりに胸を躍らせていた。

　面接を終えたその足で、母が同居する伯母の家まで向かう。

　会社からは電車で二時間。仕事が始まると、頻繁に通うことは難しい距離だ。

　スーツ姿のままだったけれど、そんなことよりも母の顔を見て、新しい仕事が決まったことを伝えたかった。

　私は駅前で母と伯母の好物であるプリンを買うと、電車に飛び乗った。













人生の谷底







「こんにちは～」

　私が伯母の家を訪ねたのは、ちょうど時計の針が十七時を指したころだった。

「いらっしゃい。ほら、早く上がって」

　前もって連絡を入れておいたので、笑顔で伯母が迎え入れてくれる。

「お母さんは？」

　いつもならふたりで玄関に迎えに出てくれるのに、今日は顔が見えない。

　私は靴を脱ぎ、上がり框かまちに足をかけるやいなや伯母に尋ねた。

「そんな心配そうな顔をしないでも大丈夫よ。あなたが来るって言うから、肉じゃが作ってるの」

　そう言えば台所からいい匂いが漂ただよっている。大好きな母の料理の匂いだ。

　私は引き寄せられるように、台所へと向かった。

「お母さん、調子はどう？」

「もう、病人扱いしないでよ。このとおり元気よ」

　鍋から顔を上げて私を見た母の顔は、この間会った時よりも幾分元気そうだった。頬にも赤みが戻ってきた気がする。ただし、油断は禁物だ。

「れっきとした病人が、なに言ってるの」

　私が厳しい目を向けると、母は肩をすくめてごまかした。

「まぁまぁ、そんなに怖い顔しなくても。きちんと病院にも行ってるから、心配しないのよ」

　伯母が背後から私の肩をポンっと叩くと、ダイニングに座るようにと促うながす。

　素直にテーブルに座り、料理をする母の背中を見つめた。お馴な染じみの深緑のエプロンには、母が切り盛りしていた店の名前『清せい』が刺し繍しゅうされている。

　この間までは毎日見ている光景だったのに、今ではひどく懐かしい。




　この三カ月、私の人生は大きく変化した。というよりも……こうもツイてないことが立て続けに起こって転落するだなんて、思ってもみなかった。

　今日やっと、大変だった日々を振り返ることができるような気がする。

　三カ月前、私は理り不ふ尽じんな理由で会社を辞めさせられた。自己都合退職という扱いにはなっていたが、実際はクビになったのだ。

　到底納得がいかずに人事にかけあってみたけれど、私のような一いっ介かいの社員の言うことなど相手にしてもらえなかった。

　労働基準監督署に訴え出ることもできたが、それをしてしまうと次の就職先を探す時に不利になるような気がしてやめた。理不尽なことをする会社に嫌気がさし、こんな会社とは一刻も早く縁を切りたいと思ったのもある。いつまでも不条理な会社にしがみついていないで新しい仕事を探そうと、前向きに考えを改めて動きだすことにしたのだ。

　大手上場企業だったその会社では、秘書として第一線で働いていた。他の同僚秘書たちと比べても、知識もマナーも引けを取ってはいなかったはずだ。

　しかしやっとの思いで面接までこぎつけても、前職を辞めた理由にこだわるところも多かった。噂はすぐに広がるもので、恐らく転職斡あっ旋せんのエージェントにもよくない噂が回っていたに違いない。

　大好きだった秘書の仕事を諦めて他の職種に手を広げても、この不況の中ではなかなか希望の条件を満たす仕事は見つからなかった。

　貯金を食い潰してなんとかしのぐしかない……そう思っていた矢先、母が倒れた。

　幸い私が自宅にいた時だったので、すぐに病院へと搬送されたが、そこで心臓の病気が発覚し、今までどおりの生活は無理だと医師から宣告された。

　私が小学生の時に父が亡くなり、それから母は自分でもできる仕事をと、弁当屋を始めた。だがその店も、続けていくことはできなくなってしまった。

　私が跡あとを継げばよかったのかもしれない。でも手伝いをしていたとはいえ、母ほど料理の腕が確かではない私が、ひとりで店を切り盛りするのは難しい。

　それに母はよくお客さんに、私が外でバリバリと働いていることを自慢していた。店を継いで苦労する姿は、きっと母も見たくなかっただろう。

　だけど手塩にかけた店を閉めることは、母にとってつらい決断には変わりなく、落ち込んだ母の病状は思わしくなかった。退院後も私が求職活動で外に出ている時間、ひとりにしておくのが心配で仕方がなかった。そんな時、母の唯一の肉親である伯母が面倒を見てくれると名乗りを上げ、私はその話に飛びついたのだった。

　アパート経営で生計を立てている伯母は、在宅率が高い。ちょうどひとり暮らしが寂しく思っていたのだと、母を快こころよく受け入れてくれた。こんな時、ふたりの姉妹仲がよくてよかったと思う。ひとりっ子の私には羨うらやましいかぎりだ。

　伯母が淹いれてくれたお茶をすすりながら、ぼんやりと怒ど涛とうの日々を振り返っていた。人生の谷底を見たと言っても、過言ではないかもしれない。

「そうだ、三み村むらさんには連絡してくれた？」

　母が菜さい箸ばしを持ったまま、こちらを振り返る。

「うん。こっちのことは気にしないで」

「そう、よかった」

　安心してニッコリと笑う母に、苦笑いがばれないかとヒヤヒヤする。

『清』は、父の遺産で開店した、小さな弁当屋だった。近所の人にも愛された評判の店で、私たちはそのおかげで今日まで暮らしてこられたのだ。

　三村さんはパートとして、週に二日ほど手伝いに来ていたおばさんだ。経理にも長たけているということで、事務仕事の苦手な母を手伝ってくれていた。

　しかし母がこうなってしまった以上、店を続けることはできない。私は三村さんに連絡をして、これからのことを相談することにしたのだが……。

　何度電話をしても連絡が取れず、仕方なく自分で店の経営関係の書類を目にして驚いた。決して多くの利益が出ているとは思っていなかったが、ここまで赤字続きだったとは。借かり入いれ金きんも私が想像していたよりもはるかにあった。

　そしてこの時にやっと、なぜ三村さんと連絡が取れないのかその理由がわかった。

　金庫の中にあるはずの現金や、通帳、実印がごっそりなくなっていたのだ。母と私が持ち出していない以上、金庫の中身を持ち出すことができるのは三村さんしかいないということになる。

　――まさかお金を持ち逃げされたなんて、言えるわけない。

　ただでさえ弱っている母の心臓に、これ以上の負担をかけたくない。

　機嫌よくキッチンに立つ母を見て、私は自分の判断が間違っていなかったのだと言い聞かせた。




「そうだ、今日はいい知らせがあって来たの」

　危うく今日ここに来た目的を忘れるところだった。私の声に、母と伯母が視線を向ける。早く内容を知りたくてもどかしいような顔をしている母に、私は笑顔で告げる。

「なんと本日、就職が決まりました！」

　少しおどけて大おお袈げ裟さに声を上げた私だったけれど、「よかったわねー！」とはしゃぐ母と伯母の声のほうがよっぽど大きかった。

「本当によかったわね。大丈夫だとは思ってたけど、なかなか決まらなくて、やきもきしてたのよ」

　母がポロッと本音を漏もらす。

　それもそうだろう。娘の就職活動がうまくいかないのを目まの当たりにしていたのだから。それに母は、私がキャリアアップのために自ら前職を辞めたのだと思っている。

　嘘をつくのは気が引けたが、あんな最低な出来事を母親に話すことはできなかった。

「ありがとう。基本は事務的な仕事をするんだけど、前とは違って人数の少ない会社だから、なんでも任せてもらえるみたい。でも、社長さんも奥さんもいい人そうだから、楽しみにしてるんだ」

「よかったわね。これであとは、いい人でも見つかればいいのに」

　伯母の言葉に苦笑する。最近なにかにつけてこれだ。

「そうね、でもゆっくりでいいわよ。本当に好きな人と一緒になれる日が、きっとくるわ」

　母の温かいまなざしを受けて、私も笑顔を返した。

　その日は、そのままお祝いの席になり、母の手料理を味わって伯母の家に泊まった。こうして女三人の夜はにぎやかにゆっくりと過ぎていった。













ふたたびの出会い







　メトロの初出社の日には、全員に会うことができた。

「こっちの背の低くてうるさいほうが〝大おお木き〟で、背のひょろりと高くて寡か黙もくなほうが〝小林こばやし〟だ」

　そう砂田さんに紹介され、見た目と逆に名前を覚えるといい、とアドバイスを加えてもらったおかげで、ばっちり記憶に残った。

　社長の砂田さんと、奥さまの希望さん。大木さんと小林さんというふたりの男性プログラマー、それに私を加えると、全部で五人の小さな会社だ。

「清家梓です。よろしくお願いします」

　頭を下げた私に、それぞれ声をかけてくれた。

「大木です。女の子が来てくれてうれしい～！　彼女募集中なんで、誰かいい人がいたら紹介してください」

　明るい大木さんに対して、小林さんがぼそっと鋭いツッコミを入れる。

「いつも言ってるけど、実を結んだことはなさそうだな……」

「ひどい！」

　イジケている大木さんをほったらかして、自己紹介をしてくれた。

「小林です。忙しいと不機嫌に見えるかもしれないけど、そんなことないから気軽に話しかけて」

「はい。慣れるまではご迷惑をおかけするかと思いますが、がんばります」

　砂田夫妻をはじめ、全員が笑顔で私を迎え入れてくれた。




　メトロで働き始めて、早三カ月――。私は順調に仕事を覚えていき、先日二七歳になった。

「清家さん、この契約書なんだけど、チェックして先方さんに送ってくれる？」

　大木さんが、徹夜明けの青白い顔で私に封筒を手渡した。

「はい。書留にしますか？」

「なんでもいいよ」

　いや、なんでもいいわけがない。重要な書類なんだから。

　私は「送っておきます」とだけ返事をすると、頭の中の予定表に郵便局という文字を書き込んだ。ちょうど今日は銀行に行く用もある。

　私に書類を渡し終えた大木さんは、「お疲れさまでした」と言って、部屋から出ていった。三日ぶりに家に帰るのだろう。

　私もねぎらいの言葉を返すと、自分の仕事を再開した。働き始めた当初は以前の会社とのギャップに驚いてあたふたしていたが、今ではだいぶ慣れた。

　前の会社は大手だったので、なにもかも細部にわたってマニュアルがあった。〝こういう時は、こうする。ここまでは自分の仕事だけど、ここからは違う〟そんな感じで決められたことを手順どおりにやればよかった。

　けれどメトロでそれは通用しない。

　何事も自分で考えて処理を進めていかなければ、会社が回らなくなる。

　小さなことでも自分の判断が生きてきた。入社する時は、仕事さえできればなんでもいいと思っていたけれど、今ではそこにやりがいを感じて、ふたたび働く喜びを得られていた。

「梓ちゃん、おやつ買って来たんだけど食べる？」

「はい、あっ！　それ駅前に新しくできたお店のドーナツですよね!?　今、お茶淹れてきます」

　部屋を出て給湯室でコーヒーサーバーをセットすると、さっき帰宅した大木さん以外の四人分のマグカップを準備する。

　砂田さんはブラックで、小林さんは大の甘党だからスティックシュガーを三本。希望さんと私はミルクだけ。

　飲み物の好みも、なんなら食べ物の好みも把握している。元秘書ならではの性さがと言うと大袈裟だけど、すべてを把握しないと気がすまないので、コーヒーの好みはもちろんのこと、家族構成から誕生日まで、耳にした情報はすべてインプットしている。

　コーヒーを淹れて部屋に戻ると全員に配る。

　私は希望さんとミーティングデスクに座り、ドーナツの箱を覗き見た。チョコに、苺、ナッツ……どれも私の食欲を刺激する。

　やっぱり、チョコかな。でもプレーンも捨てがたい。

「失礼する。砂田はいるか？」

　突然の背後からの声に驚いて振り向くと、そこには長身の男性が立っていた。一度見たお客さまの名前は覚えているが、彼を見るのは初めて……いや、見覚えがあるからどこかで会ったことがあるはずだ。

　記憶の糸をたどって思い出す。

　――面接の帰りにエレベーターの前でぶつかった人だ！　まさかうちのクライアントだったなんて……。

「あら、進しん藤どうくん。太た一いちなら今ちょっと出てるわ。もう少ししたら帰ってくるから待っててもらってもいい？」

「あぁ、構わない」

　私は彼の返事を確認すると、来客用の応接ブースに案内した。

　もしかしたらあの日の非礼を覚えているかもしれないと思ったけれど、その様子からどうやら杞き憂ゆうに終わったとわかる。

　希望さんの親しそうな様子を見ると、クライアントではないのかもしれない。

　進藤さんにお茶をお出しした時、電話が鳴った。希望さんも私も電話から距離があったので、小林さんが取ってくれる。

「はい、メトロ……っと、あー、えーっと、ソーリーソーリー」

　いつも冷静な小林さんが、焦あせった顔で受話器を押さえてこちらに助けを求めてきた。

「悪い、誰か英語話せる？」

　希望さんは隣で大きく手を振って、完全に拒否している。

「あの、私代わります。多分大丈夫です」

　以前の職場では英語の電話を受けることもしばしばあった。私は小林さんから受話器を受け取る。

「Hello. This is METRO company. May I help you?」

　私が話を始めると、相手も気を遣つかって聞き取りやすいようにゆっくりと話をしてくれる。難しい話ではなかったので、私も落ち着いて対応することができた。

　久しぶりの英会話だったけれど、まだ英語力が鈍っていなくて安心した。英語は母がこれからの時代には必要だろうと、続けさせてくれた習い事で、社会人になった今こうして役に立っている。

　通話を終え受話器を置いた私を、希望さんが感心した様子で褒ほめてくれた。

「すごいわね、梓ちゃん。私、英語はからっきしダメで」

「俺も。助かったよ」

　小林さんにまで感謝されてしまう。

「いえ英語でよかったです。さすがにドイツ語とかだと挨拶で精一杯なので」

　砂田さんに伝言を残そうとメモを取っていると、いきなり来客ブースから出てきた進藤さんに声をかけられた。

「その英語はどこで？」

「はい？　あの……」

　もしかしてうるさかったのだろうか？　いきなりの質問に戸と惑まどう私を見て、彼が少し苛いらついたのがわかる。

「だから、その正確なクイーンズ・イングリッシュはどこで習ったと聞いている」

　いきなりの質問で訳がわからなかったが、その威圧感に圧倒されながらも答える。

「あの、小さいころ近くにネイティブ・スピーカーの英会話教室があって、ずっと通っていたんです。それとビジネス英会話は前の職場で社内の特別研修を受けて身につけました」

「以前はなんの仕事を？」

　答えないのはきっと許されないだろう。それくらい真剣な眼差しが向けられていた。

「秘書を……しておりました」

「そうか」

　無表情でそう言うと、元の席に戻っていく。なんとか私の答えに満足してくれたみたいだ。お客さまに不快な思いをさせたのではないとわかり、安心した。

「せっかくのコーヒーが冷めちゃったね。とりあえず食べて仕事しよう」

　希望さんの言葉に、改めてミーティングテーブルの上のドーナツの箱を見る。

　チョコにしよう、と心に決めた時、背後から伸びてきた手がチョコドーナツをさらっていった。

「あっ」

「あれ、もしかしてこれ狙ってた？」

　バツが悪そうな砂田さんが聞いてきたが、それどころではない。

「いつの間に戻ってらしたんですか？　進藤さまという方があちらでお待ちです」

「あれ、今日約束してたっけ？」

　首をかしげているけれど、これ以上お客さまを待たせるわけにはいかない。

「先ほどからお待ちですので、お願いします」

「あぁ、ありがとう。ところでもうすぐ三時だけど、銀行は大丈夫？」

「あっ！　忘れてた！　すぐに行ってきます」

　仕事の予定がすっかり頭から抜け落ちていた。

「いってらっしゃい。ちゃんとドーナツは残しておくから」

　希望さんがクスクスと笑いながら、私に手を振ってくれる。

　バッグを手に取り、勢いよく飛び出そうとして思いとどまった。慌ててデスクに戻ると、先ほど大木さんに手渡された封筒を手に持つ。

「銀行と郵便局に行ってきます」

　腕時計で時間を確認すると、時刻は十四時四十分。銀行が閉まるまであと少しだ。

　エレベーターから降りたら、急がなければ。

　出先で済ませる予定を脳内でパッと組み、外へ出ると走り始めた。

　爽やかな秋風の中を、人混みを避けながら必死に目的地へ急ぐ。

　忙しいけれど充実した毎日。私はこの生活を楽しんでいた。

　そして、これから先もずっとこんな日々が続くと、この時の私は思っていたのだ。













支配者側の人間







　空がうっすらと明るくなり始めたころ、私は枕元に置いてあったスマートフォンを手に取りアラームを止める。

　暦の上では春の三月だったが、まだまだ布団の温もりが名残惜しい。私は眠い目をこすりながら、ゆっくりとベッドから降りた。

　六畳一間のワンルーム。築十五年のアパートが今の私の住処すみかだった。

　築十五年といえど、きちんとリフォームされた真っ白な壁が気に入っていた。小さいけど使い勝手のいいキッチンもある。バス、トイレ別という点も高ポイントだ。

　母と私が住んでいた店舗兼住宅は、運のいいことに私の就職が決まってすぐに買い手がついた。そう高い金額ではなかったが、そのお金に私の退職金と貯金を合わせると、銀行からの借入金の返済と取引先への買かい掛かけ金きんの支払いをすませることができた。

　私は残り少なくなった貯金から引っ越し費用を捻ねん出しゅつし、自分のアパートも借りた。

　生まれて初めてのひとり暮らし。不安がなかったわけではないけれど、自分だけの空間で過ごす時間は思っていたよりも気楽で、なにをしていても誰に叱しかられるわけではない生活を安あん穏のんと満喫していた。

　今日も今日とて、朝はギリギリまでベッドで過ごし、最短で身支度を整えると電車に飛び乗ったのだった。




「おはようございまーす」

　いつもどおり控えめな声で挨拶をしながら部屋に入る。

　毎日比較的早めに出社しているが、社長や大木さん、小林さんは徹夜で作業することも多い。朝は仮眠を取っている可能性もあるので、小さな声での挨拶が常だった。

　今日も疲れ切った「おはよう」という声が返ってくるかと思っていたのに、誰からも返答がない。

　不思議に思った矢先、私以外の全員がミーティングデスクに集まっていることに気がついた。

「すみません、今日打ち合わせでしたか？」

「いや、ミーティングじゃない。だけど、僕からみんなに話があるんだ」

　慌ててコートを脱いで自分の椅子に引っかけると、メモ帳を持って急いだ。

　――話ってなんだろう。

　いつもとは違う雰囲気に、なにか重大な知らせがあるのだと感じた。

　椅子に座ってから改めて砂田さんを見ると、その表情から明るい話ではないことがわかる。希望さんの顔を見ると、砂田さんと同じように緊張した顔をしていた。

　小林さんも大木さんも、いつもとは違い真剣な様子だった。

　ただごとではない雰囲気に、緊張で唾をゴクリと飲み込む。張りつめた空気に、心臓が締めつけられるようだ。

　きつく目をつむっていた砂田さんが、決心したように目を開き、社員ひとりひとりの顔を見つめていく。そして一呼吸置いた後、口を開いた。

「この会社……メトロを売却しようと思う」

　驚きのあまり、一瞬呼吸を忘れてしまった。誰もなにも言葉を発さないまま、静せい寂じゃくがフロアを包む。

「すまない」

　絞り出すような砂田さんの声に苦悩が感じられて、胸が痛む。自分で一から作り上げた会社だ。手放すことはそう簡単な決断ではないだろう。

「……どうしてですか？」

　大木さんが静かな声で砂田さんに問う。このまま黙っていても仕方がない。理由と今後の話をするべきだろう。

「実は、実家の家業を手伝うことにした。今まで自由にしてきたけど、色々考えて家業を継いだ兄を支えることにしたんだ」

　みんなの顔を順番に見ながら、話を進める。

「みんなも知っているように、僕の実家は造り酒屋だ。実質的な酒造りは兄がやっているんだが、前々からできれば経営面を手伝ってほしいと言われていたんだ。のらりくらりとかわしていたけれど、ここに来て父親が体調を崩した。それで決めたんだ」

　みんな口を挟まずに、静かに聞いていた。

「勝手言って、すまない」

　砂田さんが頭を下げるのを、私はただジッと見つめることしかできなかった。

　大木さんが頭を抱える様子が目に入る。私はまだ、なにも言えないままだ。

「社長、さっき売却って言いましたよね？」

　それまで黙って聞いていた小林さんが、急に口を開いた。確かに『売却』という言葉を使っていた。

「あぁ、そうだ」

「売却先は？」

　小林さんは短い言葉で先を促す。

「『クレアシオン』だ」

「クレアシオン……って、あのクレアシオンですか!?」

　それまで難しい顔をしていた小林さんが驚きの声を上げる。

　無理はない。こう言ってはなんだが、メトロとは雲うん泥でいの差と言っていい大会社だ。

「嘘……」

　それまで声ひとつ出すこともできずにいた私の言葉に、砂田さんが反応する。

「嘘じゃない。本当だ」

　はっきりと砂田さんが言い切る。しかし納得できないのか、小林さんが冷静だけれど責めるような口ぶりで問う。

「そんな大手に売却って、これまでの仕事や顧客はどうなるんですか？」

　小林さんが責めるのにも訳がある。これまでメトロを信頼して仕事を依頼してくれたお客さんたちがいるのだ。売却された後、その事業を不安に思うのも当然だろう。

「心配しなくてもいい。みんなも知ってのとおり、クレアシオンはＩＴベンダーの最大手企業だ。そこが今までのうちの業務をまるまる引き受けると言っている。従業員ごと、まるまるな」

「えっ？　っていうことは俺たちも？」

　大木さんの驚きの言葉に、砂田さんは「あぁ」と短く返事をした。

「僕にとってもメトロで築いてきたものは、大切な宝だ。それは僕がメトロから離れることになっても変わりない。その大切なものを預けるなら、クレアシオンしかないと僕は思っている」

　砂田さんは会社はもちろんのこと、いつも私たち社員のこともちゃんと大切にしてくれていた。お客さまの声に耳を傾けて真摯に対応し、社員ひとりひとりに向き合い、誰よりも長い時間働いていたのだ。一年未満のつきあいでしかない私でも、そのことはよく知っている。

　大手へと売却されようが、そのまま業務も社員も引き継がれるなら、そこまで悲観的にならなくてもいいのかもしれない。

　しかし、小林さんはまだ納得できないようだった。

「確かに、クレアシオンならＩＴ業界の中でも経営が安定しています。けど、逆に言えば、どうしてそんな大手がうちみたいな小さな会社を欲しがるんですか？」

　歯に衣着せぬ言い方に、砂田さんは苦笑した。

「小林は、はっきり言ってくれるな」

　しかし、砂田さんは気分を害した様子もなく、その理由を告げた。

「実は、クレアシオンを経営しているのは、僕の大学時代の友人なんだ。だから今回、会社を手放すと決めた時、一番に相談した」

　砂田さんの同級生ということは、希望さんもその人を知っているということになる。

　――なんだ、砂田さんの友達なら安心だ。

　それまで感じていた不安が和らぎ、私と大木さんの緊張でこわばっていた顔が緩んだ。けれど、小林さんは違った。

　難しい顔のまま、砂田さんに重ねて質問する。

「そうですか……でも、そんなお情けで身売りしたところで、この先今までと同じように信念を持った仕事ができるとは思えません」

　確かに小林さんの意見にも一理ある。母体が大きくなってしまうと、今までのように細やかなサービスは難しくなるかもしれない。

　それに今は必要だと言ってくれていても、この先私たちの待遇だって変わってくるかもしれないのだ。クレアシオンの正規採用試験を受けたわけでもない私たちは、そこでどういう扱いを受けることになるのだろうか。

　あまりにも自分の考えが楽観的すぎたことに気づく。大木さんも唇くちびるを噛んでなにか考えているようだ。

　砂田さんがため息をついて口を開こうとした時、背後から男の人の声がした。

「俺はお情けでビジネスをするような男じゃない」

　低くよく通る声に振り向くと、そこには高級そうなスーツを身に着けた男が、不機嫌そうにポケットに手を入れたままこちらに歩いて来る姿があった。

　――えっ、この人は……。

「進藤、来たか！」

　砂田さんは白い歯をこぼして席を立ち、進藤さんの前に立つと彼の二の腕辺りをポンっと叩いた。

　砂田さんのうれしそうな顔とは違い、進藤さんは不機嫌なままだ。その温度差に強い違和感を覚える。

　その時、小林さんが驚きの声を上げた。

「どうして気がつかなかったんだ……。進藤って、あなたがあのクレアシオンの進藤岳たけ人とさんだったんですね」

　クレアシオン……進藤……。私の中でその単語が結びついた時、フッとある日の電車内の光景が思い浮かぶ。そして徐々に中吊り広告が脳内でクローズアップされた。

　そこにはクレアシオンの文字と、目の前の男性の写真があった。

　頭の中の霞かすみがパッと晴れた瞬間、砂田さんの声が耳に届く。

「紹介する。さっき小林が言ったけど、コイツがクレアシオンの社長、進藤岳人だ」

　大木さんも小林さんも黙ったまま、今紹介されたばかりの――これから自分たちのボスになるかもしれない――相手を品定めするように見つめていた。

　そんな様子の私たちをよそに、砂田さんが明るい声を上げる。

「お前、来るのちょっと早すぎないか？　まだ話をしてる最中だったんだ」

「別に続けてもらっても、俺は一向に構わないが」

　そう言うと、仕立てのいいネイビーのピンストライプのスーツに包まれた長い足を組み、応接セットのソファにどっかと座った。

　そこでこちらの話が終わるのを、待つつもりのようだ。

「お前がそんなところで話を聞いてると思うと、話しづらいだろ。それに僕からの話はひととおり終えた。みんなも色々と疑問があるようだから、お前から詳しい話をしてもらえないか？」

「だったらそれを早く言え」

　低い声でそう言うと、チラリとこちらを見た。その視線に背筋がピンと伸びる。

　こんなに威圧感のある人だなんて……思ってもみなかった。砂田さんの友達だと言うから、もっと柔らかい感じの接しやすい人を想像してたのに……。

　どうやら〝類は友を呼ぶ〟という諺ことわざは、彼らには当てはまらないらしい。

　――重苦しい空気を少し変えたほうがいいかもしれない。

　お茶を飲んでひと息ついたほうが、落ち着いて相手の話を聞けるような気がした。

「……あの、お茶淹れてきます」

　隣の希望さんに小さな声で伝えると、その場を離れようと立ち上がりかけた。

「どこに行くんだ？　これから俺が話をする。聞くつもりがあるなら座れ」

　顎あごで椅子を示す。そのあまりにも尊大な態度に戸惑ったが、それは私だけではないようだ。大木さんと小林さんが顔を見合わせている。

「ほら、梓ちゃん……お茶は私が淹れるから座って」

「あ……はい」

　希望さんに促されて座り直すと、ゆっくりとソファから進藤社長が立ち上がった。それだけでもすごい威圧感だ。失礼な話だが、砂田さんと同い年だとは到底思えない。

　私たちの前に立った進藤社長は、ひとりひとりの顔を見つめてから話し始めた。

「砂田がどこまで話をしたのかわからないが、これからメトロの事業を引き継ぐことになった、クレアシオンの進藤だ」

　私は軽く頭を下げると、改めて彼をジッと見た。

　相変わらず、見とれてしまうほどの端整な顔立ちだ。そしてやはり印象的なのは彼の瞳だった。切れ長のその目には、上品や穏やかという言葉は当てはまらず、どこか猛もう禽きん類るいを思わせるような鋭さがあった。そこには意志の強さと、他人を屈くっ服ぷくさせるような強いなにかが備わっているように感じる。

　――完璧な支配者側の人間。

　私は彼に対してそんなイメージを持った。そしてそれが間違いでないことをすぐに思い知らされることになる。

「クレアシオン……いや、俺の元で働くのが嫌だというなら、他の仕事を探してもらってもけっこうだ。しかし俺は今この会社がやっている仕事を、よりよいものにする自信がある。そしてその成功の道を最短距離で歩くためには、今ここにいるメンバーが必要だということも理解している」

　その言葉から、彼自身もメトロの仕事と社員に一定の評価を与えていることがわかった。一緒に聞いていた砂田さんが、満足そうにうなずく。

「ただ、やる気のないヤツに来てもらっては困る。これまでとは比べ物にならない規模のマーケットがターゲットだ。今までと同じ心づもりで来られては、こちらも迷惑だからな」

　辛しん辣らつな言葉を投げかけられて、隣の大木さんがごくりと唾を飲んだのがわかった。

「そうおっしゃいますが、そんな試算ができるほど、うちの仕事のことを理解されているんでしょうか？」

　小林さんが進藤社長に挑むような質問を投げかけた。

「もちろんだ。俺は勝算のないビジネスはしない主義だ。メトロで開発している会計業務ソフトについては、早くから注目していた。今は限られた顧客向けになっているが、資金さえあれば応用はいくらでもできる。つぎ込んだ資金も、すぐに回収できるだろう。そしてそれが実現できるのは、日本ではクレアシオンだけだ」

　進藤社長は自信に満ち溢あふれた様子で言い切った。ここまで揺るぎない自信を突きつけられたら、疑う余地などもうどこにもなかった。

　他の誰かが同じように言ったところで、ここまでの説得力はなかっただろう。なぜか傲ごう岸がん不ふ遜そんな彼が発する言葉だからこそ、心の不安をぬぐい、その発言が信じるに値あたいすると思わせてくれた。

　その自信に満ち溢れた態度に、多くの人が憧れと信頼を寄せるのもわかる気がした。

「この好条件を蹴るバカは、ここにはいないはずだが？」

　その冗談めかした尊大な態度に、なぜか惹きつけられてしまう。

　大木さんと小林さんも同じ思いみたいだ。

　思慮深い小林さんは、ゆっくりとうなずいて同意を示し、大木さんはクレアシオンでの未来を思い描き、その可能性に興奮しているかのように、少し頬を赤らめていた。

　大の大人に一瞬にして夢を見せることができる、そのカリスマ性に感服する。

　しかしふと冷静になって考えてみると、私はどうなるのだろうか？

　大木さんや小林さんはメトロでも、システムエンジニアとして立派な実績を上げている。進藤社長の話から、クレアシオンが彼らを欲しがっていることはわかった。

　しかし、私は違う。希望さんのお手伝いとして、事務仕事を一手に引き受けてきた。けれどそれは言うなれば、誰にでもできる仕事だ。ましてやクレアシオンのような大企業であれば、そんな人材は山ほどいるに違いない。

　あぁ、また就職活動か。やっとの思いで砂田さんに拾ってもらったのに、一年足らずでまた職探しをするとは思ってもみなかった……。

　それでも、私は働かないわけにはいかない。なにしろ生活がかかっているのだ。残り少ないメトロでの時間をしっかり勤め上げ、再スタートを切らなくては。でもまずは、メトロのみんなで作ってきたものが、これから先もっと大きなプロジェクトとして展開できることを喜ぶべきだろう。

「よかったですね、おふたりとも。私も陰ながら応援します」

　私はにっこりと微笑んだ。私自身は大変な窮きゅう地ちに立たされたけれど、仲間の門出を祝えないほど心が狭くなりたくはない。

　しかし私の言葉に、それまで黙っていた砂田さんが初めて口を挟んだ。

「おいおい、清家さん。僕の話、ちゃんと聞いてた？」

「はい？」

　きちんと聞いていたつもりだったが、もしかしたら私が来るまでになにか重要な話をしていたのかもしれない。

「さっき言ったよね？　『従業員ごとまるまる』って」

　確かにそう言っていた。

「……私も、クレアシオンで働けるんですか？」

「もちろん、そうだよ」

　砂田さんの言葉に、不安だった前途がぱあっと明るくなった気がした。ほっと安あん堵どの小さなため息をついた時、頭上から声が落とされた。

「怖おじ気けづいたなら、話は別だけどな」

　顔を上げると、どこか人を小こ馬ば鹿かにしたような、冷たい視線にぶつかった。

　挑発するようなその態度に一瞬ムッとしたけれど、これから彼が私の雇い主になるのだ。無礼な態度を取るわけにはいくまい。

「いえ、私にできることなら、精一杯がんばらせていただきます」

　頭を下げて、大人の対応をする。

「そうか。その言葉、忘れるなよ」

　進藤社長は片方の口角だけ上げてニヤリと笑っている。初めて見た彼の笑顔は、心温まるものとは程遠く……ゾクリと悪お寒かんが走るほど、悪い予感を与えるものだった。

　――大丈夫。彼は社長だもの。クレアシオンで働いていたとしても、接触することなんてほとんどないはず。

　一介の平社員が何度も社長と接触できるほど、クレアシオンは小さな会社ではない。

　今だけ、今だけやり過ごせばいい。

　私は「よろしくお願いします」とできる限りの作り笑いでニッコリと笑って言った。

　しかし私はその考えが甘かったのだと、それから一カ月後、クレアシオンへの初出勤の日に、思い知らされることになる。
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こっちに来い







「いや～しかし、まさかあの人が本当にクレアシオンの社長だなんてなぁ。まだ信じられないよ。小林さん、よく気づきましたね」

「砂田さんの友達だって紹介されてたから、最初はまさかと思ったけどな」

　ここはクレアシオンの本社五階にある会議室だ。今日からここで働くことになった私たちは、受付の女性から案内されたこの部屋で総務部長を待っていた。

　今日は中途入社の手続きや、配属先などの説明がなされる予定だ。

「いや、しっかしスゲーな。会議室がガラス張りだなんて、テレビの中の話だけだと思ってたよ」

　先ほどから大木さんは落ち着きのない様子で、周囲をキョロキョロとしていた。

　無理もない。メトロが入居していたのは年代物の雑居ビルだ。このなにもかもが真新しく開放的なクレアシオンの建物と比べると、大木さんの驚きもうなずける。

　そして私も彼と同じように、施設の素晴らしさに驚いていた。

　以前の会社も大企業だったが、クレアシオンの設備はそれとも比較にならないほど立派だった。

　十五階建ての自社ビルのエントランスはピカピカに輝いており、ロビーには小こ洒じゃ落れたカフェが入っていた。会社案内によると、営業時間内であれば、社員は飲み物や軽食を無料で食べられるようだ。社外の人とも打ち合わせできるように、ブースもいくつか作られている。

　エレベーターホールから見える中庭には、木々が生い茂っている。天気のいい日には外のベンチでお昼を食べても気持ちよさそうだ。

　今いる五階のフロアは見渡す限り会議室のようだし、十二階には社員全員を収容できるホールもあるという。

　社員食堂のある十三階には、ビリヤードやダーツなど、仕事の合間にリフレッシュできる場所もあり、すべてにおいて働きやすい環境が整っている。

　もちろんＩＴ企業らしく、入館システムも最新式だ。開発部には虹こう彩さい認証が採用されており、事前に登録された人間しか中に入れないようになっているらしい。また重役フロア直通のエレベーターも、ＩＤカードをかざさなければ開かない仕様になっていた。

　まさにドラマに出てくる会社そのものだった。

「受付嬢と恋に落ちたらどうしよう～」

　隣でなにやら楽しそうな妄想をしている大木さんは、今日という日を楽しみにしていたようだ。小林さんはもともとなにがあっても落ち着いているタイプの人なので、服装以外はいつもとなんら変わらない様子だ。

　普段はラフな恰好ばかりしているふたりが、まるで新卒社員のように着慣れぬスーツを着ているのが少しおかしかった。

　私も今日は初出社ということで、メトロで働いている間は着る機会がほとんどなかったスーツを引っ張り出して身に着けている。

　なんだか気持ちが引き締まる思いがしていた。

　ノックの音が聞こえきて、それまで浮わついていた大木さんが背筋をピンッと伸ばした。私もそれに倣ならうように、姿勢を正してドアのほうへ視線を向ける。

　開いた扉から、柔らかい雰囲気をまとった四十代後半くらいの眼鏡の男性が現れた。

「総務部長の金かね子こです。これからよろしくお願いします」

　私たちの前に立った男性はそう自己紹介をした。ここに来るまでにすれ違った人は、カジュアルな恰好をした人が多かったが、彼はシルバーの品のいいネクタイをして、きちんとスーツを着ていた。

「こちらこそよろしくお願いします」と頭を下げた私たちに、彼は笑顔でひとりずつ封筒を手渡していく。

「この中に入社に必要な書類が入っています。あ、一番大事なのは辞令ですね。きちんと確認してくださ――」

「ちょっといいか？」

　会議室のドアがいきなり開いた。中にいた全員の視線がドアに注そそがれる。そこには進藤社長が相も変わらず不機嫌そうな顔で立っていた。

　その場の空気が一瞬にして張りつめる。

　会社に入ればめったに会うこともないだろうと思っていたのに、しょっぱなから顔を見ることになるなんて。

　総務部長に急な用事だろうか。私はふたりの話が終わるのを待ちながら、先ほど配られた書類に目を通していた。

「……け、おい、清家っ！」

「はいっ！」

　突然大声で名前を呼ばれ、飛び上がるほど驚いた。間違いなく、私を呼んだのは不機嫌な顔の進藤社長だ。

　驚きで目を見開いたまま、立ち上がって恐る恐る彼の顔を見る。

「聞こえたなら、早くこっちに来い」

「え……でもまだ説明が途中――」

　無言のまま鋭い視線で睨まれて、それ以上言葉を続けることができない。

「清家さん……社長がお呼びだから」

　金子部長が憐あわれみの目で私を見ている気がする。これからどうなるのかという戸惑いで、なかなかうまく歩きだすことができない。久しぶりに履いたヒールのせいだと思いたい。けれど現実には、心の中に社長の元へ向かうのを恐れる気持ちがあるからだろう。

　なんとか入口で待つ社長の元へと到着すると、「遅い」と冷たいひと言が投げかけられた。

「申し訳ございません」

　訳がわからぬまま、とりあえず頭を下げた。すると進藤社長は部屋の外に出るよう、私を急き立ててくる。

　――どこに連れていかれるんだろう。

　会議室のドアがバタンと閉まる直前に後ろを振り返ると、中にいた三人の男性が、売られていく仔牛を見つめるかのような目で私を見ていた。その姿が頭にこびりついてしばらく離れなかった。




　最初に乗ったエレベーターとは違う、奥まったところにあるエレベーターに乗せられる。セキュリティカードをかざしたところから見るに、これが例の役員用エレベーターに違いない。ボタンは最上階となる十五階を示していた。

　エレベーターのドアが開くと、そこには重役用と思われる受付があり、品のいいベージュのスーツを着た女性が働いていた。

　私と進藤社長がエレベーターから降りると、女性はすぐに立ち上がり頭を下げる。それは私たちが通り過ぎるまで続いていた。

　辺りは明らかに先ほどまでのフロアとは違う造りだ。ふかふかの絨毯に、そこかしこに飾られたオブジェ。一つひとつの部屋の扉がどれも重厚な造りになっていることからも、ここが役員フロアだということがわかる。

　進藤社長が向かっている一番奥の扉の向こうには、きっとこの会社で一番贅沢な造りを施した社長室が広がっているのだろう。

　社長は扉を開くと「入れ」と私を中へ促した。

　部屋の中に入ると、大きなデスクの背後にある一面書棚となった壁が目に飛び込んでくる。そこにはたくさんの難しそうなビジネス本とよくわからないオブジェが飾られていた。

　白を基調とした室内は、一部だけスモーキーブルーのアクセントクロスが施されており、若い社長らしく現代的なインテリアだ。

　次に目を引いたのは大きな応接セットだ。ありがちな黒革のソファではなく、アクセントクロスに合わせた珍しいブルーのソファが置かれていた。その前にはティアドロップ型をしたガラス製のローテーブルがあり、この部屋のモダンなインテリアにマッチしている。

　でも……しかめ面の社長には、マフィアが座りそうな無骨な黒革のソファのほうが似合いそうだ。

「一件電話をかける。その間にそこでコーヒーを淹れてくれ」

　デスクの上の書類を見ながら彼が指さしたところには扉があり、中に入ると簡易キッチンが備えつけられていた。

　まさかコーヒーが飲みたいがためにわざわざ社長室まで連れてきた、なんてことはないよね？　入口に女性秘書のような人もいたし……。

　連れてこられた理由がわからないまま、戸惑いながらもキッチンへ向かい仰せつかったコーヒーを淹れることにした。

　シンプルなカウンターの上には、海外製のコーヒーメーカーが置かれている。使い方は日本製と変わらないようで、戸惑うことなく準備に取りかかる。

　えーっと、水は……っと。

　備えつけの冷蔵庫を開けると、ミネラルウォーターのペットボトルがあったので、コーヒーメーカーにその水をセットしてコーヒーが落ちるのを待つ。

　その間にカウンターの上の棚からカップを探した。

　何客かカップ＆ソーサーがあったので、ちょっと悩んで一番手の届きやすい場所に置かれたものを一客取り出す。私でも知っている、北欧系の高級ブランドのものだった。カップの中にはビンテージらしきものもいくつか見受けられる。

　そうこうしているうちに、辺りにコーヒーの香ばしい匂いが漂ってきた。コーヒーをカップに注ぐと、私はそれをトレイに載せて社長の元へ運ぶ。

　キッチンから室内に戻ると、社長は既に電話を終えてソファに座っていた。

「こっちだ」

　私は彼の前にコーヒーを置くと、まずトレイをキッチンへと片付けてから改めて社長の元へ向かう。

「そこに座れ」

　そう言われた私は「失礼します」と声をかけてから彼の正面に座る。

　できれば社長とふたりきりで話をすることは避けたかった。最初の印象が悪すぎたせいで、今でも彼のことはちょっと苦手だ。しかし不本意とはいえ、こうなってしまったからには話を聞かないことには解放されないだろう。

　私はしっかりと背筋を伸ばして社長へ向き合った。

　緊張で膝の上に置いた手に汗がにじむ。なんだか目を合わせづらいので、目の前のピシっと結ばれたえんじ色のネクタイに視線を集中させていた。

「ここに来てもらったのは他でもない。今日から君は俺の秘書として働いてもらう」

　なんだ、そんなこ……えっ？

　思わず社長の顔をまじまじと見る。その瞳はまっすぐに私を見つめ返していた。

「い、いったいどうして……。私はメトロでは事務担当でしたし、社長秘書だなんてとても……」

　本音を言えば、女性にぶつかって謝罪の言葉もなければ、『邪魔だ』と言い捨てるような男の秘書だなんて、御ご免めんこうむりたい。

「それは〝メトロでは〟の話だろう。君の履歴書と職務経歴書を見た。メトロの前に勤めていた『峰みねコーポレーション』では、常務秘書をしていたそうじゃないか。ならば、なぜこの経歴を生かそうと思わない？」

　確かにクレアシオンに就職するにあたって、履歴書を提出していた。しかし……。

「私は……、私は社長秘書の重じゅう責せきを務めるには力不足です」

　峰コーポレーションでの秘書時代に受けた屈辱が頭に浮かび、ギュッと手に力が入る。あれから一年以上時間が経ったのに、まだこんなにも胸が痛む。

「力不足かどうかは、俺が決めることだ」

「そんな……」

　高圧的な口調に頭が真っ白になり、返す言葉も浮かばない。必死に次の言葉を探していると、社長が目の前のコーヒーを指さした。

「このコーヒーはなぜ、こちら側に持ち手を向けてあるんだ？　マナーを知らないわけじゃないだろう？」

　諸説あるが、スプーンの柄とカップのハンドルを右向きに置くのが一般的だ。

　しかし、私が準備したコーヒーは逆さまになっている。

「社長は、お見受けしたところ左利きのようでしたので、そのようにセットしました」

　やっぱり右利きだったのだろうか？　まぁでも間違いならばそれはそれで、秘書にならないで済む口実になるかもしれない。

「なぜ私が左利きだと思った？」

「エレベーターのボタンを押す際も左手をお使いでしたし、デスクの上の電話も左手で使いやすい位置に置かれていたので、そう判断しました」

　どうしていちいちこんな細かいことを聞くんだろう……。

　社長の質問の意図するところがわからなくて混乱する。

「ご明めい察さつだな。君の見たとおり、俺は左利きだ」

　揶や揄ゆするように言ってから、社長はニヤリと笑った。

　褒められてこんなにうれしくなかったのは、初めてのことだ。

　そもそも正解ならば、どうしてこんなふうに問いつめられなければいけないのだろう？　ますます理解できずに呆然としてしまう。

「君は、この短い間に俺という人間を観察して最善の行動を取った。誰に言われることなく自発的にだ。それこそ秘書として重要な能力じゃないのか？」

「それは……」

　常務秘書として仕事をしてきたことが体に染みついていたのだと、自分でもハッと気づかされた。

「それに、この部屋に来るまでの間、君はずっと一定の距離を保って私の後を歩いていた。俺が足を速めれば自然と速め、ゆっくりになればゆっくりと。俺の行動の一つひとつをつぶさに見て動いていた。違うか？」

「そんなつもりは、なかったのですが……」

　言われるまで、そんなこと考えてもみなかったというのが事実だ。

「そういった行動を無意識に取れるほど、秘書としてのあり方が身についているということだろう。俺は上に立つ人間として、人材を無駄にしようとは思わない。君がこのクレアシオンで働く場所は、ここだ」

　まっすぐに投げかけられたその言葉に、突如アドレナリンが放出するような気がした。私の体の中のどこかでまだくすぶっていた、秘書の仕事に対する情熱に彼がまた火をつけたのだ。

　――この人は、私の能力を認めてくれている……。

　いつからか大好きだった秘書という仕事を自分から避けるようになっていた。あの事件と不採用通知の山が私にそうさせたのだ。

　しかし目の前にいる進藤社長は、自分の目で私自身を見て判断してくれている。思わずコクリとうなずきそうになったところで、ハッとする。

　さっきまで一刻も早く逃げ出したいと思っていた相手と、本当に四六時中一緒にいてその仕事をサポートすることができるだろうか？

　目の前の男は、私の煮え切らない態度に苛立ちを募つのらせているように見える。

「大変ありがたいお話なのですが……」

　やはりどうにか回避できないかと、最後の悪あがきをしてみる。

「これは正式な辞令だ。断るならば、クレアシオンに君の居場所はない」

　腕を組んだまま、冷れい酷こくな最さい後ご通つう牒ちょうの言葉が言い放たれた。

　――今ここで職を失うわけにはいかない。

　退職金も貯金も、店の片付けと引っ越しでほとんど使ってしまった。それに奨学金のローン返済もある。再度あの不毛な就職活動をする余裕など、今の私にはなかった。

　退路はとっくに断たれていたのだ。

「……よろしくお願いします」

「あぁ、君がその能力を遺憾なく発揮してくれることを期待している」

　やっと自分の思いどおりになったせいか、満足そうに片方の口角をキュッと上げて笑う。その好感度〇パーセントの笑顔を見て、体に震えが走る。

　でも、これは武者震いなんだと自分に信じ込ませた。逃げ出したいという思いを胸の奥にしまって、顎を上げて去勢を張る。

「ご期待に添えるよう、がんばります」

　私の精一杯の強がりを、社長は鼻で笑う。

「まぁ、俺は期待どおりの仕事なんて求めてないがな。……君には、それ以上してもらわなくては困る」

　〝期待以上の仕事〟とは……？　私にそれができるのだろうか？

　不安ばかりが脳のう裏りをよぎるけれど、やるしかない。怖気づいているだなんて、悟られたくなかった。

「承知しました」

　これ以上はなにも言わないほうがいい。私は素早く秘書の仮面をつけると微笑んだ。

　そんな私を見て、目の前の男はゆったりとソファにもたれながらうなずく。

　こうして私は、クレアシオン代表取締役社長――進藤岳人の秘書となったのだ。













独裁者のあだ名







　出社初日は、仕事内容の説明や研修程度で早く帰れるだろうと、たかをくくっていた私だったが、見事その期待は裏切られた。

　社長室でのやりとりの後、すぐに秘書課で社内システムの使い方を説明されると、社内の課長以上の名前と顔、それと主要取り引き先のデータを頭に入れるようにと言われた。

　そうこうしているうちに、社長に呼び出されてアレコレと業務を言い渡される。

　がむしゃらに働いていると、とっくに終業時刻は過ぎ、気がつけば二十時――初日から残業になってしまった。

　退社時刻が遅くなってしまったけれど、私はその足で今や元勤務先となってしまったメトロへ向かう。

　遅い時間だったが、どうしても砂田さんに会って話を聞きたかったのだ。

　この時間ならまだ会社にいるはず。私は急いで改札を抜けると、メトロの入る雑居ビルを目指した。

「梓ちゃんっ！」

　廊下で希望さんとすれ違う。昨日までは一緒に働いていたはずなのに、妙に懐かしい気がするのはなぜだろう。

　きっと、今日は色々なことが起こりすぎたからに違いない。

「砂田さんにお伺いしたいことがあって来たんですが、いらっしゃいますか？」

「うん。今ちょうどコーヒー淹れに行くところなの。中に入って」

　私は希望さんに促されて、扉を開いた。

「こんばんは」

　私が声をかけると、パソコンの画面を見つめていた砂田さんが顔を上げた。

「あれ、どうした？　今日は初出勤の日だろ？」

　驚くのも無理はない。昨日の今日で顔を出すとは、思ってもみなかったのだろう。

「そうです。そのことで少し、お伺いしたいことがあるんですが……」

　私の表情を見て話の内容に思い当たるフシがあるのか、砂田さんは決まりが悪そうな顔をする。

「いつか話を聞きに来るとは思っていたけど、まさかこんな早くとはね」

　砂田さんは頭を掻きながら席を立ち、ミーティングデスクに移動した。

「まぁ、座って」

　早く話をしたくて仕方なかったけれど、促されるまま席に座る。

　ちょうど見計らったかのように、希望さんが三人分のコーヒーを載せたトレイを持って部屋に入ってきた。私たちの前へとコーヒーを置くと、すぐさま空いている席に腰をかける。

「梓ちゃん、クレアシオンはどうだった？」

　前のめりで感想を聞かれた私は、ここぞとばかりに思いの丈をぶちまける。

「どうもこうもないですよ！　私、メトロと同じような事務の仕事だと思って行ったのに、会社に着くなり進藤社長に拉ら致ちされて、こわーい顔で『今日から君は俺の秘書として働いてもらう』なんて言われたんですよ!?」

　食ってかかるように話をする私を見て、砂田さんと希望さんは顔を見合わせてクスクスと笑い始めた。

「なぁ、僕の言ったとおりだろう？」

「そうねぇ。進藤くんらしいと言えばらしいけど。まさか出社初日に仕掛けるとは」

「アイツが狙った獲え物ものを逃がすわけないだろう？」

「そりゃ、そうか」

　コーヒーを傾けながら楽しそうに笑い合うふたりに、私は完全に置いてけぼりだ。

「ふたりで納得してないで、私にもわかるように説明してください！」

「ごめん、ごめん。実はきっとこうなるだろうなって、予想はしていたんだ」

　――砂田さんは、私が秘書に抜ばっ擢てきされるって、最初からわかっていたってこと？

「どういうことですか？」

「実は、メトロの業務と従業員をクレアシオンに譲ゆずり渡すと決めた時、進藤が一番欲しがったのは、なにを隠そう清家さんだったんだ」

「えっ……？」

　思ってもみないことを言われて、言葉を失う。

「クレアシオンに行ってどう思った？」

　逆に質問をされて、私は率直に答える。

「整った職場環境に、豊富な資金。恐らく働いている人材も優秀な方が多いんだと思います。正直なんでも揃っている会社だなと」

「まぁ、そうだろうね。じゃあ進藤のことはどう思った？」

　途端に顔が曇くもってしまう。その様子を見た希望さんが「ぷっ」と吹き出した。どうやら察しはついているらしい。

「あんな横おう暴ぼうな人、今まで出会ったことありません」

　私は正直な気持ちをふたりに打ち明けてしまった。

「あははは！　はっきり言うねぇ」

　大きな口をあけて笑う砂田さんに、私は唇を尖とがらせた。

「笑いごとじゃありませんよ。いくら仕事ができるからって、あんまりです。きっとなんでも持ってるから、あんな不遜な態度になっちゃうんですよ」

「ふーん、梓ちゃんには進藤くんが、なんでも持ってるように見えるわけね」

　希望さんの意い味み深しんな言い方に、疑問がわく。

「人からはそう見えるんだろうな。でもアイツにだって持ってないものはあるんだよ」

　砂田さんはテーブルに肘ひじをついて、身を乗り出しながら言った。

「アイツ学生時代、蔭かげでなんて言われてたか知ってる？」

　私は首を振って答えた。そんなこと知っているわけがない。ここに来るまでの電車の中、スマートフォンを使って進藤社長についての情報収集をした。しかし、情報溢れるネットの世界でも、社長の華々しい経歴や誰が書いたかわからないような悪口は探せても、さすがに学生時代のあだ名までは見つけられなかった。

　やはり一次情報は強い。まずはもっと〝敵〟を知らなくては。

「ミスター・パーフェクトだよ」

「こんなダサいあだ名ったらないわよね。でも彼にぴったりだと思うわ」

　希望さんがクスクスと笑いながら、言葉を継ぐ。

「進藤は当時からなにをやらせてもすごかったからな。サラッとなんでもこなしてしまうんだ。まだ学生なのに父親の会社を継ぎ、それでも首席で卒業したのなんて、日本広しと言えどアイツくらいのものだろう」

　確かに、ネットにはクレアシオンの前身会社を学生時代に父親から引き継いだとあった。

　わりと真面目な学生生活を送ってきたつもりだったが、私がバイトと勉強に明け暮れていた頃に、進藤社長は学生という身分でありながらも社会に出て結果を残していたのだと思うと、その能力の高さに驚かずにはいられない。

「でもその成功の上には多くの犠ぎ牲せいも払ってきたんだよ。それまでの進藤も今と変わらず我わが道みちを行く俺様だったけど、それでも俺たちと遅くまで飲み明かしたり、バカな話につきあってくれたりする一面もあったんだ。だけど会社を継ぐと決めた時、僕の知っているそれまでの進藤ではなくなっていた。まぁ、仕事以外にも原因はあったけど、間違いなくその時にアイツは変わってしまったんだ。いや――根本的なところは今でも変わらないと思う。僕や希望みたいにつきあいの長いヤツにならわかるんだろうけど、アイツをあまり知らないヤツには、清家さんが感じたみたいに、冷酷で、不遜で、横暴で、残ざん忍にんに思うんだろうね」

「私、そこまでは言ってませんよ……」

　部下としての義務感もあり、あまりの言われように思わずかばってしまう。

「あはは、言いすぎか？　まぁ、あんまりいい人には思われないってこと」

「それは、同意します」

　うなずいた私を見て、希望さんはお腹なかを抱えて笑っている。

「とまぁ、そんなヤツだから、周りにいる人達が疲れちゃうっていうか……」

　急に歯切れの悪くなった砂田さんの代わりに、希望さんが口を開いた。

「こういうことはね、はっきり言うほうがいいのよ。ぶっちゃけると、進藤くんの性格が悪すぎて秘書がすぐに辞めちゃうの。長くて二週間、最短記録は二時間だっけ？」

「へ？」

　肩をすくめた希望さんの言葉を聞いて、私は目が点になる。

　二時間って……。どんなやり取りをしたら、そんなことになるんだろう。でもそれも、今日一日の様子を見れば納得できるか……。

　明日も同じような――いや、もっとひどい一日になるかと思うと、ため息が漏れた。今は考えないようにしよう。きっと明日は明日の風が吹く。

「進藤くん、そんなだから、二年間も秘書不在でやってきたのよ。それであなたの職務経歴書を見て、私たちにあなたのことを根掘り葉掘り聞いてきたの」

　私が進藤社長を知るために砂田夫妻を訪れたように、まさか彼も私について色々と尋ねていたとは思わなかった。

　最短二時間で逃げられた男の秘書になるという、新たな衝撃的事実の前に肩を落とした私の背中を砂田さんがポンっと叩く。

「安心してよ。ちゃんと売り込んだから」

　呑のん気きに笑う砂田さんが恨めしくて、思わず睨んでしまう。

「私に社長秘書なんて務まりませんよ。社長のそばで働くだなんて、恐れ多いです」

「僕も一応社長だったんだけどな……。でも、アイツは僕たちの言葉だけで清家さんを秘書にしたわけじゃないと思う。そんなリスクの高いことアイツはしないから。清家さんはもっと自分の能力に自信を持つべきだよ」

　砂田さんの言葉を聞いても、そう簡単には前向きな気持ちになれなかった。

　はぁっとため息をついて、希望さんの淹れてくれたコーヒーを飲む。濃い目のコーヒーが、疲れた体を癒してくれるような気がした。

「とにかくがんばって。私、梓ちゃんなら進藤くんとうまくやっていける気がするの」

　いったい、希望さんのその自信はどこからくるのだろうか。

「そうだといいんですけど」

　いくら騒いでも、もうあの独裁者に決められてしまったことなのだ。今さら逃れようがない。

「じゃあ、とりあえず乾杯しようか？」

　砂田さんが無邪気な笑みを浮かべて、カップを持ち上げた。私もしぶしぶ倣う。

　――乾杯なんて気分じゃ、全然ないんだけどな。

「では、清家さんの秘書就任を祝しゅくして、カンパーイ！」

「カンパーイ！」

　砂田さんと希望さんに囲まれて乾杯をした。

　――いつまでも考えていたって仕方ない。やりがいのある仕事には違いないんだから、がんばろう。

　この時私は、自分が歩くいばらの秘書道を想像して気が重くなっていた。と同時に、心のどこかでまた秘書として働けるという純粋な喜びも感じていたのだった。













恋人になってやる







「ペーパーを読めばわかる話はもうけっこうだ。俺はここに書かれていない情報を知りたい」

　午後一番の会議室に進藤社長の冷たい声が響いた。決して怒声を上げているわけではないが、その迫力にここにいる人たちは皆恐れおののいて肝きもを冷やしているに違いない。

　社長の後ろに控え、はらはらしながら会議の成り行きを見守る。

　進藤社長の秘書になって一年半が経つ。私は二十九歳という妙みょう齢れい女性の貴重な日々を、社長秘書の仕事に捧げていた。

　今日も不機嫌を隠そうともしない私のボスは、重役たちが居並ぶ会議室の気温を一気に氷点下まで下げていた。

「次」

「はいっ！」

　大きな声で立ち上がったのは、最近営業部の課長になったばかりの男性だった。飛び上がるようにして立つと、ところどころつっかえながらも、なんとか話を始める。この会議での自分の役割を、必死になって果たそうとしているのだ。

　しかし緊張のせいか、見ていていたたまれない気持ちになるほど、彼のプレゼンは下手だった。熱意もあるし話の内容がよいだけに、もったいない。内容は劣るが、正直先ほどの社員のほうが場慣れしているだけあってスムーズだった。

　多くの人が、また社長のブリザードのような怒気が会議室に吹き荒れると思っていただろう。……私を含めた数人以外は。

「そのプロジェクトの問題点は？」

「は、はいっ！　恐らく先方のシステムですと……」

　厳しい声だったが、話の先を聞こうとしている。彼は社長の好きなタイプだ。いや、決して変な意味ではないのだけれど、一年半みっちり社長のそばにいて気がついた。

　私も最初は、ぶっきらぼうで冗談のひとつも言わない、言葉が辛辣で優しさのかけらも感じられない社長のそばで、毎日ビクビクしながら働いていた。一生懸命作った書類も「やり直し」の一言だけで、つき返されたりもした。

　こんな調子だったから、最短二時間で秘書がいなくなったというのも、十分うなずけた。

　あのころの私は、社長を見返したいという思いだけで、一心不乱に仕事をしていたように思う。しかし歯を食いしばって仕事をこなしていくうちに、彼の要求していることが理解できるようになり、自分自身の成長を感じられるようになった。

　冷酷そうな彼だったが――いや、実際冷酷なのだけど――意外や意外、人を見る目は確かだった。単に仕事の結果だけを追い求めるのかと思いきや、企画段階から積極的に意見を交わし、面白そうだと思えば、派遣だろうがアルバイトだろうが、どんな相手の話にもきちんと耳を傾けた。

　その筋の通った仕事ぶりがあったからこそ、私も厳しく叱られながらも彼のそばでやってこられたのだと思う。

　いや、今となっては、出社初日に社長秘書の話を断らなくてよかったと、心底思っていた。

「次」

　チラリと後ろに座る私に視線を向け、手元の資料を手渡してくる。私が言葉なくうなずくと、次の資料をサッと見てから、発言者に鋭い視線を向けた。




　会議が終わり、社長室までの道のりを長い脚の社長が闊かっ歩ぽしていく。社長は歩きながらも如じょ才さいなく社内の様子に目を走らせる。いかんせんコンパスの違いがあるので、私は遅れないように早足で彼の後をついていかなければならない。

　彼が早足の時は、私は小走りだ。この一年半で、競歩選手並みに歩くスピードが上がったと思う。

　部屋に戻ると、社長はパソコンに目をくれながら、すぐに電話をかけ始めた。

　会議や外出などでしばらく社長室を離れていた時は連絡が溜まっているため、よっぽどのことがない限り、まず二十分間は必要とされることはない。

　私は簡易キッチンに向かうと、コーヒーの粉を手に取った――けれど、思い直してそれを棚に戻すと、私がよく飲んでいるハーブティーを淹れて、社長のデスクへ運ぶ。

　ふんわりと優しい香りが立ち上のぼるカップを目にした社長が、不満そうに「なんだこれは？」と私の顔を見上げた。

「ハーブティーです。私が把握している限り、社長は先ほどの会議で本日六杯目となるコーヒーをお飲みになりました。そろそろ一度胃をお休めになってください」

　チラリと私を見た社長だったが、なにも言わずにカップに口をつけた。口角がほんの少しだけ上がったのを見届けると、私は自分のデスクへと戻ろうとした。

「清家、先ほどの会議の新規プロジェクトのことだが」

「会議の後すぐに担当者に声をかけました。あと三十分ほどでこちらに来る予定になっています」

　会議中の態度から、社長が担当者と直接話を詰めたいと考えていることはすぐにわかった。社長は仕事の進め方にはこだわりがないようで、他の重役たちが難なん色しょくを示す企画であっても、自分がよいと思えば重役たちを飛び越し、直接担当者から話を聞いてＧＯサインを出すことがしばしばあった。

「そうか」

　私もすぐに、パソコンに向かう。他の秘書と同じように私にも秘書課にデスクがあったが、もっぱら社長室に新設された自分用のデスクにばかりいた。

　これも私をいちいち呼びつけるのが面倒だからと、社長の鶴のひと声で決まった。

　私は机の上に山積みになった仕事を片付け始める。社長が新たな仕事を始めると、比例して私の仕事量も増えていく。

「これ、まとめて。それと先月の市場調査の結果は？」

「すぐにお持ちします」

　今日は終電で帰れるだろうか？　いや、そんなことを考えている時間さえ惜しい。

　私は目の前のキーボードをあらん限りの速さで打ち始めた。




　終業時間間際、私は社長と他の役員とのスケジュールのすり合わせのために、秘書課に向かった。

　クレアシオンの秘書室には、峰コーポレーションで感じていた女の職場ならではのギスギスした雰囲気はない。室長はじめ全員が女性だったが、私が社長秘書に就任したその日から、こちらが驚くほど歓迎ムードだった。

　それもそうだろう。誰が務めても長くは続かない社長秘書のポストに、やっと人材が見つかったのだから。はじめは若干憐れみが混じった視線を向けられていたけれど、今では私の秘書としての能力を信頼してくれていると実感している。

　私は役員受付を通り過ぎ、その奥の秘書室へと入る。まもなく終業時間だけれど、誰もが忙しそうに働いていた。

　私以外の秘書は、ひとりで複数名の取締役と役員を担当しているのだから、忙しいのも無理はない。




　打ち合わせを終えて廊下を歩いていると、ひと足先に退出していた同僚の秘書・豊とよ川かわ亜あ弓ゆみがこちらに気がついて、駆け寄ってきた。彼女の社歴は私の三年先輩にあたるが、年齢は三歳下だ。

「昨日お願いしていたアレ、どうなりましたか？」

「あの件なら、うまく調整しておきましたよ。来週の水曜の社長のお時間は確保できています」

「よかった～」

　豊川さんは心底ホッとしたようだ。

「さすが清家さん……猛もう獣じゅう使いって、呼ばれるわけですね」

「猛獣使い？」

　私の怪け訝げんそうな顔を見て、豊川さんの顔がハッとした。

「いや、あの、これ褒め言葉ですよ」

　――〝猛獣使い〟のどこが褒め言葉なんだろうか……。

　気持ちが顔に出ていたのだろう。焦った彼女は釈しゃく明めいする。

「清家さんが来るまで、誰が社長秘書を務めても続かなかったから、一年半なんて最長記録を打ち立てたのを、みんなが尊敬のまなざしで見てるんですよ。最初は〝生いけ贄にえ〟だの〝人ひと柱ばしら〟だの言われてたのにって」

　どんな言われようだ――とは思ったけれど、自分でもこんなに長く務まるとは思っていなかったので、他人からすればもっとそう感じるのかもしれない。

　それにその異名は――一部分に関しては――決して大袈裟じゃない。

「じゃあ褒め言葉として受け取っておきます。猛獣が暴れ出すといけませんので、生贄は大人しく檻おりの中に戻らさせていただきますね」

「あ、ちょっと待ってください」

　彼女は立ち去ろうとした私を呼び止めて、にっこりと笑った。

「お礼と言ってはなんですが……今度合コン、行きません？」

「合コン？」

　それは今までの私の人生で、あまり縁のない単語だった。

「そうです。もしかして、彼氏さんいらっしゃいますか？」

「いや……いません」

　彼氏だなんて……高校生の時、三カ月で別れて以来、長いこといないままだ。それも、なんとなくうまくいかず、気づけば自然消滅していたというのが、私の唯一の恋愛経験になる。それ以降、浮いた話のひとつもなく、悲しいかな今に至る。

「だったら、行きましょうよ～。実は彼氏の同僚に誰か紹介してって、ずっと頼まれてるんですよ。だから今度ぜひ！」

　豊川さんは私の両手を掴んで、どんどん間合いを詰めてくる。

「あの……、時間が合えば」

　こんなふうに押されて、断れる人がいるんだろうか。

「よかった！　じゃあまた連絡しますね」

　笑顔で去っていく豊川さんを見送った。

　――ちょっと強引な気がするけれど、こういう機会がないと、出会いなんてなかなかあるわけじゃないし。

　仕事も大事だけど、私も先日で二十九歳だ。そろそろ恋のひとつもしなくては。

　そんなことを考えながら、ふと腕時計に目をやって焦った。

　離席してからかなりの時間が経っている。社長は『秘書は常にそばにいるものだ』といつも口を酸っぱくして私に言っている。社長室の隣に私専用の化粧室を作ろうとしたこともあるぐらいだ。イライラしている彼を思い浮かべて、身震いをした。面倒なことになる前に席に戻らなくては。

「わっ」

　踵きびすを返した瞬間、ドスンとなにかにぶつかった。嫌な予感がする。

　見上げたそこには案の定、私を睨む社長が立っていた。その視線にわずかながらも楽しげなからかいの色が含まれている気がする。

「申し訳ありません」

　私は姿勢を正すと、神しん妙みょうな面持ちで上司への無礼を詫びた。そして先ほどの会話が聞かれていませんようにと、密かに神さまに祈りを捧げた。

「で、生贄がこんなところで油を売ってなにをしている？」

　――絶望……。さっきの会話、聞かれていたんだ。

「なんのことでしょうか？」

　強く出られるとなにも返せなかった一年半前の私とは違う。素知らぬ顔でとぼけてみようとしたけれど、どうもそれが却かえってまずかったようだ。

「生贄は生贄らしく、さっさと檻の中に戻って来い！」

「はいっ！」

　久々の雷に、私の背筋がシャンと伸びた。社長は一喝すると、さっさと来た道を戻って社長室に向かって歩き始める。

　――どこかに向かうのでなければ、わざわざ私を探しに？

　まさか、そんなことあるわけない。

　私はいつものごとく競歩さながらのスピードで社長の後を追いかけ、息を切らしながらもそんなことを考えていた。

　社長室に戻り、自分のデスクで仕事を片付け始める。離席中に新しく置かれた書類にさっと目を通し、今日の退社時刻が一時間は延びたことを確信した。

「ん……？」

　ふと顔を上げると、デスクの前に社長が突っ立って、私を見下ろしていた。

「あの……なにか？」

　普段ならデスクに座ったまま、こちらを見ようともせずに指示を出すのに、今日は珍しく私のデスクの前まで来ている。いつも鋭い眼差しだけれど、今日は一段とその鋭さが増しているように感じた。

「行くのか？」

「はい……？」

　突然のことに訳がわからなくて、間の抜けた返事をしてしまう。

「だから、合コンに行くのか？　と聞いている」

　さっき豊川さんと立ち話をしていた件について聞かれているのだとわかった。

　そんなに真面目な顔で、改めてする質問じゃない気がする。

「はぁ。時間が合えば――」

「お前、彼氏が欲しいのか？」

　まだ私がしゃべっている途中なのに、かぶせるようにして新たな質問をする。

「彼氏が欲しいというか……まぁ、私ももう二十九ですし」

「なんだ、どっちなんだ!?」

　そんなにイライラされても、はっきり「欲しいです！」なんて、恥ずかしくて言えない。

「まぁ、できれば欲しいですけど」

　なんでこんな恥ずかしいことを口にしないといけないの？

「わかった……俺がなってやる」

「そうですか……って今、なんておっしゃいました!?」

　驚きのあまり、思わず立ち上がってしまう。社長はそんな私の顔を正面からまっすぐ見み据すえた。

「だから、俺がなってやる。お前の彼氏」

　――正気なのだろうか？

　いや、きっとなにか悪いものでも食べて気がおかしくなったのだろう。

「社長ったら、どうしたんですか？　冗談だなんて珍しい」

「冗談？　なんの話だ？」

「なんの話って……私の彼氏になるって、ご冗談ですよね？」

　なんとか笑って、その場をなごませるように言った。

「なにを言っている。冗談なんかで俺の貴重な時間を無駄にするはずないだろう」

「本気なんですか!?」

「あぁ。なにか不都合でも？」

　不都合、ありまくりなんですけど！

　しかし、それをそのまま社長に告げるわけにもいかず、私は必死に社長の真意を探ろうとする。

「あの、私と社長がつきあうだなんて、そんなこと、ありえないですよ」

「どうして。お前、彼氏が欲しいんだろう？」

「いや、確かにそう言いましたが――」

「まさか、俺が不満だと言うわけじゃないだろうな」

　細めた目で鋭く睨みつけられ、ヒッと悲鳴を上げそうになる。

「お前に彼氏ができて、寿ことぶき退社でもされたら困るからな。これからは私生活も俺がお前と一緒にいてやる。うれしいだろう、俺に告白されて」

　こ、これは告白というよりも、脅しでは？

「そんな、あの……社長の貴重なお時間を私のために費やしていただくのは、恐れ多いので」

「気にするな。俺は彼女には優しいぞ。ほら、さっそくお前の大好きなものをやる」

　そう言って、ドサッとデスクの上に資料の山が築かれた。

「これ、明日の昼までに仕上げてくれ」

「は？　……あの」

　色々と理解できないままの私を放っておいて、社長はさっさと自分のデスクに戻っていく。

　――とりあえず……落ち着こう。

　私は椅子に座ると、頭の中を整理した。

　――本気だろうか？　どう受け入れたらいいのか、わけがわからない。

　いや、私を仕事からそらさないようにしたいがために、そんな言い方をしたに決まっている。その証拠に、そこに色気やトキメキは皆無だった。

　恋人……っていうより、専属奴ど隷れいになったような気分がするのは、気のせいかしら。これじゃ猛獣使いから格下げだ……。

　ことの成り行きについていけず、頭がぼーっとしてしまう。

「俺のようなハイスペックな彼氏ができてうれしいのはわかるが、仕事を片付けないと帰れないぞ。それとも俺と一夜を明かすつもりか？　初日からずいぶん積極的だな」

「あの……その……」

　一夜を明かす、の意味合いが変わっていますが……？

「そんなに俺といたいとは、案外かわいいところがあるんだな」

　そう言った社長の口元がふと緩む。それを見てドキッとしてしまった自分を叱り飛ばしたい。

「は、早く仕上げて終電で帰りますから、ご安心ください」

「そうか、残念だ」

　そう言った社長は、言葉とは裏腹に無表情のままでパソコンに向かっている。

　どういうこと？　ただの皮肉に思えるけど、それにしても今までこんなやり取りはなかった。……まさか、本当に社長は私とつきあうつもりなの？

　あの社長に限って、そんなことがあるわけない。きっと彼なりのジョークなのだろう。全然面白くはないけれど。

　さっさと仕事を片付けよう――。そう頭ではわかっているのに、こんな状況ではなにも手につかない。




　結局、まったく仕事に集中できなかった私は、あろうことか社長の車でアパートまで送り届けられることになってしまった。

「あ、あの……やっぱり、いいです。私、タクシーで帰りますから」

　社長の車の前で足を止める。

　誰もが知っているドイツの高級車。そしてその中でも恐らく最高級レベルの車だろう。暗闇でも光り輝いて見えるほど真っ白なその車に私ごときが乗るだなんて、考えただけでも気後れした。

　助手席のドアノブに手をかけた社長が、不機嫌そうに目を細めてこちらを見る。

「どうしてだ？」

「どうしてって……」

　どうしてもこうしても、「訳のわからない冗談につきあわされて、頭がパンクしそうだから」なんて言えないので、適当な言葉で返す。

「社長はお疲れでしょうし……秘書の私が送っていただくというのも」

「別に疲れてない。それに今、俺は社長じゃないし、お前は秘書じゃない。ほら、乗れよ」

「でも、あの……わっ」

　グズグズしている私に痺しびれを切らした社長が、助手席のドアを開けて私を押し込んだ。

「俺はこんなに夜遅く、自分の彼女を放って帰るような男じゃない」

　これ以上の問もん答どうは無用とでも言うように、車のドアがバタンと閉じられた。

　社長は車のエンジンをかけて、シートベルトを締める。それを見た私は、急いで自分のシートベルトを締めた。

　地下駐車場を出て、流れる車の群れに合流する。

「あの、うちは……」

「俺がそれくらい知らないとでも思っていたのか？　一度見たものは、脳内に全部記憶している」

　履歴書かなにかの住所を覚えていたらしい。私がアパートへの道みち筋すじを教える前に、車は既に目的地へと向かっていた。

　――なんだか変な感じだな……。

　いつもは運転手つきの社用車を使っているので、社長が運転する姿は初めて見る。思ったよりも安全運転だ。

　特にお互い話をすることもなく、ふたりの間には、ただゆったりとしたジャズが流れていた。

　どうして、こんなことになったんだろう。私を彼女にするって……本気だろうか？

　運転している社長の横顔をこっそりと見る。

　対向車のライトに照らされ、はっきりとその顔が確認できた。真面目な顔をして車を運転している姿からは、先ほどの発言の真意は汲くみ取れない。

　とはいえ、こうして一応〝彼女〟として扱われている以上、彼は本当にそのつもりなのかもしれない。

　こっそり見ていたはずなのに、気づけばその横顔をずっと見つめてしまっていた。

　急に社長がこちらを向いたので、バッチリと目が合ってしまう。見つめていたことがバレて気まずい。

「お前の家、この辺りだろう？」

「え？　あ、この先の自動販売機のところです」

　辺りをよく見回すと、車は既にアパートのすぐ近くまで来ていた。私の指定した場所にゆっくりと車が停まる。

「ありがとうございます」

　シートベルトを外しながら顔を上げると、社長の顔がこちらを見つめていたのでドキリとした。

「さっきからずっとなにかを考えているようだが、無駄だからな。俺とお前がつきあうことは、もう決まったことだ」

「そ、そんな。私の……私の気持ちはどうなるんですか？」

　そうだ、肝心なことを忘れてしまっている。

　こんなトキメキのない恋愛のスタートなんて、聞いたことがない。本来ならば、お互いの気持ちが寄り添ってから成り立つもののはずだ。

「お前……俺とつきあうのが嫌なのか？」

「嫌っていうか……。今まで恋愛対象として見たことがなかったので」

「この俺にそんなことを言うのは、お前くらいだ」

　確かにそうなのかもしれない。巷ちまたの女の子たちは、むしろ自分から彼の恋人にと立候補するに違いない。

　――嫌なのかな？　社長のことは嫌いじゃないけど……。

「嫌じゃないのなら、このままつきあいは続行だ。安心しろ。すぐに俺のことが好きになる」

　常つね々づね自信家だとは思っていたけれど、その自信はどこからくるんだろう。

　その態度があまりにも社長らしくて、私は思わず吹き出してしまった。しかし、それが面白くないのか、社長は軽くこちらを睨んでいる。

　これ以上不機嫌にさせないためにも、私は車を降りることにした。

「もう遅いですし、失礼します」

　ドアを開けようと手を伸ばすと、大きな手が私の顔に伸びてきて、優しく後ろを振り向かされた。

「梓……」

　今まで聞いたことのない甘い響きの声に、耳の奥が痺れたようになる。思わずぼーっとしていると、どんどん社長の顔が近づいてきた。

　――もしかして、キスされる!?

　しかし社長は私の髪をひと房ふさ取ると、そこに優しく口づけをした。そしてそのまま上目遣いに私を見つめる。

　その瞳が、私の心の奥底を見透かしているようで急に恥ずかしくなり、これ以上なにかが起きる前にと、さっさと車から降りた。

「おやすみ……梓」

　社長がウィンドウから顔を覗かせたが、私はその顔をまともに見ることもできない。

「お気をつけて。おやすみなさい」

　そんな言葉を発するのが精一杯だった。社長は私の態度を面白がるように小さく笑ってから、車を発進させる。夜の闇に真っ白な社長の車が消えていった。

　ふらふらと階段を上り、玄関のドアを開けて部屋に入る。扉を背にすると、思わずへたり込んでしまった。

「なにさっきの。いつもと同一人物なの？」

　いつもは冷徹で、独裁的で、横暴なのに……。

　あんなに甘く囁ささやく社長なんて、私は知らない。これまでそばで見てきた、私の知っている進藤社長とは別人だ。

　受け入れるつもりなんてないのに……。

　それなのに、この胸のうずきはいったいどういうことだろう。

　私は社長に感情を惑まどわされ、なかなか眠りにつくことができなかった。













思いがけないトラブル







　一方的な恋人宣言をされてからというもの、私は終電に間に合うように、早く仕事を片付けるようになった。遅くなって、また社長が『送る』だなんて言い出したらたまらない。でも近ごろ、ひょっとしてこれは、私にもっと早く仕事をさせるための策さく略りゃくなのかとさえ思うようになってきていた。

　終電で……なんてことを母に話すと、『そんなに遅くまで』と心配するけれど、不ふ夜や城じょうと化した我が社では、毎日家に帰れるだけでもありがたい。

　大木さんや小林さんたちのようなシステムエンジニアは、会社でどれだけ上手に仮眠ができるかで商品の仕上がりが違ってくるとまで言われている。

　ワーカホリックの巣そう窟くつのようだとは思うけれど、それも仕方ない。そもそも社長自身が仕事の鬼なのだから。

　あれ以来、社長とあの日のような甘い雰囲気になることは一切なかった。出張続きの上に、いつも変わらず膨ぼう大だいな仕事と向き合う社長。今まで気にも留めたことなかったけれど、プライベートの時間なんてあるのだろうか？

　時計は既に二十時半を過ぎている。今しがたドイツの企業とやり取りをしたばかりだが、今日もまだまだ仕事が残っていた。

「清家、これすぐにまとめて」

「はい」

　すぐに返事をして、渡された資料を見た瞬間、小さなため息が漏れた。

　それは今指示されたこの仕事が――傍はたから見れば、簡単に見えるかもしれない仕事が――私にとって一番つらい仕事だったからだ。

　ジッと資料を見つめて目を細める。いや、そんなことをしたからといって、この象形文字のような、ミミズがのたくった文字をすんなりと読めるわけじゃない。

　入社してなにより苦労したのは、社長のこのすごい悪あく筆ひつを解読することだった。複雑な漢字や英単語などが混ざると、もはや暗号を紐ひも解くのとなんら変わりがない。

　今となっては時々迷いはするものの、ほぼ解読できるようになったけれど、終業時刻もとうに過ぎ、一日酷こく使しした目と体にはキツイ。

　私は万年筆で書かれたミミズ文字を眺めて、がっくりとうなだれた。

　気合を入れようと姿勢を正した時、突如、社長室の電話が鳴り響く。

　受話器を上げると、絞り出すような、苦しげな声が聞こえてきた。

《だ、第一開発部の……や、山やま梨なし……です》

　こんな時間にわざわざ社長あてに電話をかけてくるのだ。よっぽど火か急きゅうの要件なのだろう。電話の先の相手の顔を思い出す。開発事業部長の次に偉い人物だ。何度か話をしたことのある相手だったが、雰囲気がいつもと違う。たびたび言葉に詰まり、なんだか話をするのもつらそうだ。

「どうかされましたか？」

　まず状況を把握してから社長に取り次ごうと、邪魔にならないよう小さめの声で聞いてみたけれど、あの社長が気がつかないわけがない。チラリとこちらを見て視線をパソコンに戻したが、きっと話は聞いているだろう。

《あの……じ、実は、本日納品完了したシステムなんですが、じゅ……重大な不備が見つかりまして》

「そうですか、それでどういった対応を？」

　まずは部署内で解決すべきレベルのトラブルだ。わざわざ社長室に直接連絡が来るなど、おかしい。異変を感じた社長が、働く手を休めずに「スピーカー」とだけ言った。私は電話のスピーカーボタンを押し、相手の声が社長に届くようにした。

《今日、私を含めて、うちの部署のほとんどの社員が……打ち上げを兼ねた懇こん親しん会かいに参加しておりまして……うっ……運の悪いことに、そこで全員食中毒を……私もなんとか社には戻ってきたんですが》

「えっ！」

　驚きで叫び声を上げた私を、進藤社長がチラリと見る。部署内のほとんどの人物が出社できないとなると、明日以降の仕事に大きな支障が出るだろう。

　――いや、それよりもまずは今起きているトラブルを回避しなくては。

「現在対応しているのは、どなたでしょうか？」

《中ちゅう堅けんと新人のふたりを残してきたんですが、その中堅社員の奥さんが急に産気づいて病院に――》

「では、新人さんだけで対応しているということですか？」

《……はい。今その中堅社員に連絡を取っているのですが、電話がまったく繋がらなくて……。第二開発の社員にも対応を依頼してはいるんですが……》

　あぁ、なんというタイミングの悪さだろう。ため息をつきそうになった時、突然社長が立ち上がった。

「状況はわかりました。ただいま社長がそちらに向かいます」

　そう言って電話を切ると、既に部屋から出ていた社長を小走りで追いかける。社長秘書という肩書きをいただいた手前、もう少し優雅な身のこなしに努めたい。けれど、ボスは私が小走りで駆け回るのをお望みなのだ。彼の行動を制限せずについていくには、この方法しかなかった。

　なんとかエレベーターの手前で社長に追いつく。ボタンを押すと、役員用のエレベーターはまるで私たちを待ち構えていたかのようにすぐ開いた。私たちは急いで乗り込むと、開発部のあるフロアを目指した。




「状況を」

　社長がフロアに入ると、現場が一瞬ピリッと静まった。第二開発部のリーダーである徳とく田ださんが現場の指揮に入っている。部屋の隅でうずくまる山梨さんをチラッと見て使いものにならないと判断した社長は、あえて声をかけずにいた。

　徳田さんが、難しい顔をして状況の説明をする。

「現在、営業担当からの聞き取りで、仕様書段階の不備ではなく設計の段階でのミスだということがわかりました」

「いつまでに直る？」

　社長の言葉に徳田さんの顔が曇る。

「正直、今しがた仕様書を確認したばかりなので、なんとも答えられません。ですが先方は、明日には改めて納品するよう望んでいるようです」

　クライアントは新規で、今回、他のシステム会社からうちのシステムに乗り換えることになっている。しょっぱなからのミスに即対応できなければ、信用問題に関わる。

「現在残っている第二開発部の社員も、明後日納品予定の仕事で手一杯です。そちらまで遅れるわけにはいきません」

　もちろん、その言い分も理解できる。共倒れになってしまっては、意味がない。

　厳しい顔でフロアを見渡していた社長が、部屋の隅で立ったまま硬直している社員を見つけた。いきなり歩み寄ってきた社長に驚いた彼は、余計に体をこわばらせる。

「お前だな、この部署の新人は？」

「は、はい」

「この案件については？」

「プログラミングを……少し」

　思いがけない大きなトラブルに動揺して、うまく説明ができていない。

　――あぁ、雷が落ちる……。

　そう思って密かに身構えた私が目にしたのは、信じられない光景だった。

　社長は、緊張と疲労でガチガチの新人さんの肩をポンと叩くと、それ以上はなにも言わなかった。すぐに他の人への聞き取り調査に戻っていく。それまでガチガチに張りつめていた新人さんも、幾分肩の力が抜けたように思えた。




　しかしそうしている間にも時間は刻こく一いっ刻こくと過ぎていく。締め切りは明日だが、そもそもこの状況に対応できるだけの人数がいない。

　いつもはザワザワと活気あるオフィスなのに、今ではシンと静まり返っていた。そんな中、進藤社長がおもむろに上着を脱ぐと、近くにいた私に投げた。

「わっ！」

　なんとかキャッチして社長を見ると、腕まくりをしている。

「仕様書と設計書」

　社長が新人さんに向かって声をかける。

「えっ？」

「時間がない、さっさと準備するんだ！」

「はいっ！」

　一喝されて体をビクッと震わせた新人さんが、急いで書類を持ってきてパソコンの前に座る社長に差し出した。社長はその書類をさっと確認すると、凄まじい速さでキーボードを叩き始める。

「えっ……」

　周囲の空気が変わる。いきなり作業を始めた社長に驚き、ただその様子を黙って眺めるばかりだ。かくいう私もそのひとりで、呆然とその様子を見つめていた。

「清家、ボーッとするな。至急大木と小林に連絡を取ってこちらに来るように伝えてくれ。それとお前」

　急に呼ばれた新人さんが、「ハイッ！」と、裏返った声で返事をした。

「これから来るヤツらのサポートに回れ」

　仕事を与えられた新人さんは、再度「はい！」と勢いよく返事をすると、すぐに仕様書のコピーを取り始めた。私もぼんやりしてはいられない。既に帰宅していた小林さんと大木さんに急いで連絡すると、会社に戻ってきてもらうように伝えた。

　連絡を受けたふたりは、詳しい話も聞かずにすぐ駆けつけてくれた。

「大木はこれ、小林はこっち」

　プログラミングをしながら、業務の割り振りまで考えていたなんて……。

「いきなり……これって」

　ポソリとつぶやいた大木さんを社長がひと睨みする。小林さんは、既に新人さんに案内されたデスクで作業に取りかかっていた。

　第二開発部の数名も、力を貸してくれることになった。ここにいる全員が、自分のできることに必死で取り組んでいる。最初こそ私にもさまざまな指示があったけれど、みんなそれぞれの作業に入ると、プログラム作業をすることができない自分が足手まといのように思えた。

　こういう時こそ、しっかりと自分のできることをしなくては。

　深夜を回ったころ、私は大きなコンビニの袋を抱えて開発部のフロアへと舞い戻った。ポットにお湯を準備して、軽食をテーブルに並べる。温かいコーヒーを淹れると、作業中のみんなに声をかけて回った。

　疲れ切っている人に私ができることは、これくらいだ。できないことを思って嘆くより、できることを探してなんとか役に立ちたい。

　何人かの社員に「ごちそうさま」と声をかけられて、少しは自分も役に立てたのではと、ほっとした。

　ひと段落して社長に目を向けると、相も変わらず一心不乱にキーボードを打ち続けている。あれから一度も席を立っていないのではないだろうか。

　社長は手元の資料をめくりながら、ネクタイを左右に揺らして緩めると、またすぐに画面に視線を戻す。

「社長、なにか必要なもの、ありますか？」

「いや。それより清家、まだいたのか。お前はもう帰れ」

「えっ……どうしてですか？」

「明日も仕事がある」

「それはみんな同じです」

　みんなが大変な時にひとりだけ帰れと言われても、素直に承しょう服ふくできない。確かに私にはみんなを応援することしかできないけれど、それでも自分が必要ないと言われているようで悔しかった。

　言い返した私に、社長は作業の手を止めてこちらを見上げた。

「きっと俺はこの案件に朝までかかりきりだ。恐らく明日の仕事はいつものようにはいかないだろう。その時、お前じゃなくて、誰が俺のフォローをするんだ？」

「えっ……」

　自分が社長から頼りにされていると、こんなにも実感したことはなかった。そして今、自分がすべきことを改めて理解した。

　明日しっかりフォローをするためにも、私は少しでも早く自宅に戻って休息を取る。それも大事な仕事の一環だと気づかされた。

　いかに明日の社長の予定をスムーズに進行させるか。それをうまくやってのけるのが、社長秘書である私の腕の見せどころなのだ。

「……わかりました。では、私はこれで失礼します」

　頭を下げた私に「ああ」と声が返ってきた。

　帰宅する前に、休憩ブースのソファで横になっている山梨さんにミネラルウォーターを持っていく。どうやら山梨さんは携帯で誰かと話をしているようだ。通話が終わるまで待ち、ミネラルウォーターを差し出す。

「ありがとうございます。今回はご迷惑をおかけして……」

「いえ、私はなにも。それより、さっきよりもずいぶん顔色がよくなりましたね」

「えぇ。大分すっきりしたので、今から私も作業に加わろうかと。症状の軽かった部下たちも今から向かうとのことなので、明日の納品には絶対間に合わせてみせます」

　立ち上がって歩きだした山梨さんを見送りながら、ほっとする。開発のリーダーが戻ったことで、見通しも少しは明るくなるだろう。

　私はすぐにエレベーターに乗り込むと、疲れた体を引きずるように自宅へ戻った。
















第三章













うまかった







　――ピピピッ。

　目覚ましの音で、跳ね上がるようにベッドを出た。いつもなら『あと一分』なんて思うのだけれど、今日はいつもと違ってすぐに動きだす。昨日は家に帰ったのが午前一時半。今が五時だから、睡眠時間は短いけれどすっと目覚めることができた。

　私は身支度を整えると、タイマーをセットした炊飯器のふたを開けた。湯気とともにご飯のいい匂いが漂ってくる。

　ボウルにご飯を移して冷ましている間に、冷蔵庫から卵を取り出す。溶いた卵に白だしを少し加え、いつもよりも慎重に卵焼きを巻いていく。

　そして冷蔵庫から母の特製梅干を取り出すと、冷ましておいたご飯を半分使って梅おにぎりを握った。残りの半分は鰹節に醤油を混ぜておかかにする。それらを手早くタッパーに詰めると、出勤の準備をした。

　時刻は六時、いつもの出勤時間と比べて一時間以上早い。けれどその後の社内の様子が気になって仕方がない私は、おにぎりを持つと急いで会社へと向かったのだった。

　会社に着いた私は、いつもの役員用エレベーターではなく、一般社員用のエレベーターに乗って開発部へと急ぐ。朝早くの廊下は閑散としていたけれど、フロアに足を踏み入れると、ふたつの椅子をくっつけて作った急ごしらえの簡易ベッドで眠っている人があちらこちらにいた。

　その中に、既に作業を始めている山梨さんを見つけて声をかける。

「おはようございます。これ、社長からです。よろしかったら皆さんでどうぞ」

　出社前に近くのコンビニで栄養ドリンクを買ってきた。今日もこれから仕事が始まるのだ。徹夜明けの体が少しでも楽になればいい。

「あっ……清家さん。気を遣っていただいてありがとうございます。後でみんなにも配りますね。それにしても、昨日は大変お世話になりました。おかげさまで先ほど無事完成しましたよ」

　体調不良に加え、先ほどまで仕事をこなしていたせいか、濃い疲労が顔ににじみ出ている。と同時に、どこか晴れ晴れとしたような精悍な顔にも見えた。トラブルが解決したと知って安心した私は、素早くフロアに進藤社長の姿を確認する。

「あの……社長は？」

「あぁ、作業が終わったら、『お疲れ』とだけ言って出ていかれました。今回は社長自ら作業までしていただき、本当に感謝しています。もちろんトラブルの詳細については顛てん末まつ書しょにまとめて報告しますので、まずは清家さんからも社長にお礼を伝えていただければと」

「はい。承知しました」

「正直今回のことで、社長への見方が少し変わりました。清家さんもありがとうございました」

　実際はほとんど役に立っていないのに、お礼を言われて恐縮してしまう。

「いえ、大事に至らなくてよかったです。山梨さん……体調が悪い中、お疲れでしょう。お体をゆっくり休めてくださいね」

　そう言い残すと、私は役員用のエレベーターを使って社長室を目指した。

　〝社長への見方が変わった〟か……。確かに、いつもは何事もクールにこなす社長が、あんなに必死で現場の作業をするだなんて思ってもみなかった。社員のピンチに自ら指揮をとってあたる姿に、胸を打たれたのは事実だ。それと同時に、他の社員プログラマーたちにも引けを取らない、そのプログラミングの力量にも驚いた。素人の私には詳しいことはわからないけれど、それでもその作業量は小林さんや大木さんをも圧倒していた。

　クレアシオンの前身は電子機器の販売店にすぎなかったはずだ。その父親の会社を引き継ぎ、まごうことなき彼自身の実力で会社を軌き道どうに乗せたのだろう。今は経営者として成功もしている。私は改めて、自分のボスがとんでもない人物だと実感した。

　色々と考えているうちに、エレベーターが最上階へと着く。まだ役員受付には誰もいないようだ。静寂に包まれた廊下を歩き、社長室のドアをそっと開ける。

　社長……寝ているかもしれないな。

　しかし予想に反して、いつもと変わらない凛りんとした声が響く。

「なんだ、ノックもなしか？」

「あっ……失礼しました。お休みになっているといけないと思って」

　疲れ切ってぐったりしているのでは？　という私の心配をよそに、既に社長は大きなデスクの上で、資料を片手に仕事を始めていた。一瞬、いつもと変わらない姿にほっとする。それでもよく見ると、スーツは昨日と一緒のものだし、他の人は気づかないかもしれないが、私には明らかに疲れている様子がわかった。

　とりあえず、自分の荷物を置くと簡易キッチンに向かう。そしてコーヒーではなく緑茶を淹れると、朝作ったばかりのおにぎりをふたつと卵焼きをお皿に載せて社長のデスクに置いた。

　差し出した皿を目にした社長が、顔を上げる。

「中身は、梅とおかかです。きっとまだなにも召し上がっていないだろうと思って」

　社長は無言でおにぎりを手で掴むと、大きな口をあけて頬張った。

　普段目にしている会食中の優雅な姿とは違う。けれどその無心な様子がなんとも私の心に刺さった。いつもと同じ無表情な顔だけど、お代わりに出したおにぎりも次々と貪むさぼるように食べている。その姿を見ていると、おにぎりを作ってきて正解だったと思う。いつもとなにひとつ変わらない社長室なのに、そこから感じる温かさが私の頬を緩ませた。

　社長の姿に満足した私は、しばらく自分の席で書類の整理をする。まだ少し時間には早かったが、秘書室での打ち合わせに向かった。

　秘書室へと入ると、まだ始業時刻までには時間があったが、働いている人がちらほらいた。どの秘書も考えることは皆同じで、役員の出社までにやらなくてはいけない仕事が山のようにあるために、必然的に前倒しの出社をするようになるのだ。

　豊川さんがこちらに気づいて、駆け寄ってきた。

「おはようございます、豊川さん」

「おはようございます。昨日は大変でしたね」

　既に秘書課にも昨日の事件が知れ渡っているようだった。やはり秘書たちの情報網はすごい。

「先ほど開発部で確認してきたんですが、なんとか、ことなきを得たようで安心しました」

「でも、まさか社長自ら問題解決に当たるなんて思ってもみなかったわ。山梨さんに責任を押しつけて、冷たく叱責するイメージだったから……」

　豊川さんの言葉に思わず笑ってしまう。

「ふふふ……。まぁ、社内の誰もがそう思っていたでしょうね」

　実際一番近くにいる私でさえも、まさか社長が作業を買って出るなんて思ってもみなかったのだから、豊川さんが驚くのも無理はない。

「あ、そうだ」

　なにかを思い出したように、豊川さんがスーツのポケットからスマートフォンを取り出し、その画面を私に見せた。

「社長といえば……清家さんに聞こうと思ってたんだけど、この話って本当なんですか？」

「え？」

　画面を覗き込むと、そこには芸能ニュースが表示されていた。私でも知っている若手人気女優が、サングラスをつけた姿で男性と一緒にレストランから出てくる姿が激写されている。多くのドラマやＣＭで活躍する人気女優と一緒に写っている男性は、まぎれもなく……。

「これって、進藤社長ですよね？」

　記事には【大手ＩＴ会社社長のＳ氏】と記されている。その顔は目線で隠されてはいるが、間違いなく進藤社長その人だった。

「これ……」

　驚きで言葉が出てこない。しかしそんな私の様子には無む頓とん着じゃくなまま、豊川さんは話を続けていく。

「社長の新しい彼女って、女優だったんですね。色々噂は聞くけど……このクラスの女優にまで手を出すなんて、さすがモテる男は違いますね」

　感心したようにうなずく豊川さんの横で、私は「そうですね」としか返せずにいた。

　――どうしたんだろう……。

　今までも何度か進藤社長の女性に関する噂は耳にしてきた。つきあうだなんて半信半疑だったけれど、それでも改めてそんな噂を耳にするとよい気持ちはしない。

　やっぱりあの言葉は嘘で、本命は別にきちんといるということだろうか。いや、本人も言うように、あんなにスペックの高い社長のことだもの。むしろそう考えるほうが適切なのかもしれない。

　私だって、まさか社長と私の関係が本物の恋人同士だとは思っていない。思っていないけど……。

　なんだか自分が蔑ないがしろにされた気がして、落ち込んだ。そんな気分のまま、私は秘書課での打ち合わせを終えて社長室に戻った。




　部屋に戻ると社長は不在だった。そのことにどことなく安心した私は、デスクの上に置かれたままになっていた、昨日清書するようにと言われていた資料に気づく。

　あぁ、まだこの仕事が残っていたんだった。

　今日の仕事はまだ始まったばかりだというのに、なんだかどっと疲れてしまい、小さく肩を落とす。

　――社長に振り回されている。これまでも仕事上では当たり前のことだったけれど、まさか心の中までこんなふうに掻き乱されるなんて……。

　ため息をこらえて改めて資料に目をやると、昨日まではなかった黄色の四角い付箋に気づいた。

　その読みづらい象形文字から、社長が書いたものだということはひと目でわかる。目を凝らして内容を判別すると、【うまかった。次は鮭にしてくれ】とある。

　私が席を外している間に書いて貼ったのだろう。なんの気なしにそれを指でなぞっていると、不思議なことに、先ほどまでのどことなくささくれた気持ちが癒されていった。

　たったこれだけのことなのに、どうしてこんな気持ちになるんだろう。

　心の奥底にある、くすぐったいような気持ちの正体が私にはわからなかった。

　立ち上がると、簡易キッチンに向かう。流しには社長が食べたお皿と湯呑みが置かれていた。スポンジに洗剤をつけて泡立ててから、丁寧にその食器を洗う。その間も【うまかった】と書かれたあのメモと、おにぎりを頬張る社長の顔が、交互に脳裏に浮かんできては、私をくすぐったいような気持ちにさせた。

　しかし次の瞬間、浮かんできたのは豊川さんに見せられたスマートフォンの画面だった。社長に対するさまざまな感情が体の中で渦を巻く。

　その日はその乱れた感情が治まるまでに、ずいぶんと時間を要した。













初めてのプレゼント







　肌を刺すような、冷たい風が吹きさらすホームで、私は社長の大阪出張に同行するための新幹線を待っていた。

　早朝のホームに立っているのは、私たちのようにビジネスに向かう人がほとんどだ。それなのにどこか浮足立って見えるのは、構内のいたるところにクリスマスの飾りつけが施されていたのが原因なのかもしれない。

　クリスマス当日の出張……。これといった予定があるわけではないけれど、終日出張となると、ケーキを買ってひとりささやかにクリスマスを祝う時間すらないだろう。

　小さくため息をついた瞬間、私たちが乗る予定の新幹線がホームに滑り込んできた。

　社長とともに車内に乗り込む。到着までの約三時間、少しは仮眠を取ろうと思うものの、つい珍しく眠っている社長のキレイに整った横顔を見つめてしまい、ほとんど眠ることができなかった。

　私ひとりが心を掻き乱されているんだろう。秘書になった時、まさか心の中まで振り回されることになるなんて、思ってもみなかった……。

　すっかり眠っている社長の姿を見ながら物思いにふけっていると、新幹線は大阪に到着した。




　今回の出張の大きな目的は、大阪府が新規に行うプロジェクトの会議に参加することだった。

　午後からの会議までの時間も、既存の顧客やこれからの新規取引に繋がりそうな会社との面談の予定で詰まっている。

　分刻みのスケジュールの合間にも、都度くり出される社長の指示を聞き漏らさないようにしっかりと頭に叩き込んだ。

　長距離移動も手伝って、会議が始まるころには既に疲れを感じていたけれど、いざ会議が始まると、その内容はとても興味深く私を夢中にさせた。

　多くの企業がこのプロジェクトに関わることになるだろう。もちろんクレアシオンもその一員になるべく、これから行われる入札に参加する予定だ。

　会議の後の懇親会でも、社長は多くの人と歓談した。あらゆる業種の人々との交流は、次の仕事に繋がる大切なチャンスだ。

　いつもは無愛想な社長も、驚くほど終始笑顔で対応していた。私も負けじと、交換した名刺と相手の顔を脳内に焼きつけていく。




　四六時中気を張っていたせいで疲労感は半端なかったけれど、どこか心地よさも感じていた。自分がこの秘書という仕事をいかに好きなのかを実感する。

「疲れただろう」

　懇親会の会場から出てタクシーを待っていると、隣の社長が声をかけてきた。

「はい、少し。すぐに新幹線のチケットを手配しますね」

　スマートフォンを取り出して、ネットでチケットを予約しようとすると、社長の手が伸びてきてサッと画面を覆ってしまう。

「いや、まだいい。せっかく大阪まで来たんだ。少しくらいいいだろ」

「あの、でも」

「いいから」

　タクシーに乗り込んだ社長は運転手に行き先を告げると、目的地に到着するまでひと言も発さなかった。




　社長に連れてこられたのは、ジンベイザメで有名な水族館だった。

　もう夕方の時間だったけれど、クリスマスだけあって辺りには幸せそうなカップルがたくさんいた。建物の中に入ると、サンタの帽子をかぶったジンベイザメの模型が出迎えてくれる。

　順路に添ってまずエスカレーターに乗ると、だんだんと辺りが薄暗くなっていった。ふと後ろにいる社長を振り返ると、段差でちょうど目線の位置が重なる。

「あっ……！」

　まさかそんな近くに顔があるとは思わず、ドギマギして慌てて前を向く。

「どうかしたのか？」

　社長が背後から覗き込むようにして、私に話しかけてきた。耳元に息がかかるほどの距離にドキッとして、頬が熱くなる。

「な、なんでもないです」

「なんだ、変なヤツだな。言いたいことがあれば言えばいい。今はプライベートな時間なんだ。遠慮するな」

　〝プライベートな時間〟。改めてそう言われると、上司と部下ではなく、恋人としての時間だと念を押されているような気になってしまう。

　――でもきっと、社長はそんなふうには思っていないんだろうな。

　自分だけが意識していることがバレないように、私は前を向くと深呼吸をした。




「わぁ！　すごいっ！」

　目の前の水槽には、巨大なジンベイザメが悠々と泳いでいる。

「気に入ったか？」

「はい！」

　目前に広がる神秘的な光景に、直前までモヤモヤしていた気持ちが一気に吹き飛んで元気な声で返事をした。

　パンフレットの説明では、水槽の大きさは深さ九メートル、広さ三十メートルを超えると書いてある。日本で二番目に大きいという水槽の中では、大小さまざまな魚たちが、気持ちよさそうに泳いでいた。

　薄暗い中、水槽の向こうに広がるディープブルーの世界に魅せられる。

　思わず子供のようにガラスに両手をつくと、下のほうまで覗き込んだ。

「社長、見てください。あんなところにエイが張りついてます」

「どこだ」

　ふたりで顔を寄せあい、ガラスの中を覗き込む。

「ね？」

「あぁ」

　お互いの笑顔がなんだか少しくすぐったい。いつもより心の距離まで近づいた気がする。

「ほら、あっちにもお前の好きそうなのがいるぞ」

　そう言うと、社長は優しく私の手を引いて歩きだした。

　私の手を包み込むその温かで大きな手は、ゆっくりと私を導いていく。突然のことに驚いてビクッとしたのが伝わったのか、社長はもう一度優しく手を握り直した。

　恥ずかしさとうれしい気持ちが入り交じる。こんな些さ細さいなことでドキドキするなんて、まるで中学生みたいだ。

　頭ではそう思っているのに、喜びに高鳴る胸は抑えられそうにない。

　私たちはお互いの手を取り合ったまま、薄暗い館内を色とりどりの魚を眺めながらゆっくりと散策した。

　私がミュージアムショップでお土産物を見ている間も、社長はなにも言わずにつきあってくれた。これが仕事なら、確実に文句を言われていただろう。

　ふとスノードームが目に留まる。手に取って見ると、中にはジンベイザメに乗ったサンタクロースがいた。ひっくり返すと、小さなガラスの中に雪が舞う。

「かわいい」

　ジッと見ていると、ふいに私の手から社長がそれを奪った。そしてそのままレジに向かっていく。

「私、自分で買いますから」

「これしきのことでなにを言っている」

「でも……」

「いいから、こういう時は甘えてろ」

　私の髪をクシャっと撫でると、さっさとレジで会計を済ませてしまった。

「ほら」

　丁寧にラッピングされたスノードームを手渡される。

「ありがとうございます。うれしいです」

　今まで誰かに『甘えていい』なんて、面と向かって言われた記憶がない。小さいころから甘え下手で、社会人になってますますその傾向に拍車がかかった私には、そのことがすごく新鮮でうれしかった。

　私たちは買い物を終えると水族館の外に出た。海辺で風が強いけれど、離れるたびに繋ぎ直される社長の手が心地よくて、寒さなんて感じないような気がする。

　でも、もう楽しい時間は終わりだ。そろそろ新幹線の最終に間に合わなくなる。

「社長、そろそろ……」

「まだいいだろ」

「でも」

　制止する私の言葉など耳に入らないかのように、私の手を握ったままどんどん歩き、ライトアップされた観覧車の乗り口に向かう。

「乗るぞ」

「あ、えっ？」

　戸惑っているうちに、あっと言う間に観覧車に引っ張り込まれた。

　社長の向かいに座るために手を離そうとしたけれど、逆にグッと手を引っ張って引き寄せられてしまう。

「そっちじゃない。こっちだ」

　ストンと隣に座らされた。係員が扉を閉めると、狭い空間にふたりっきりになる。

　暗がりの中で肩や膝が触れ合い、ドキドキと胸が音を立てる。繋がれた手はそのまま、彼の膝の上に乗せられていた。

　正直、景色なんて楽しむ余裕はない。

　しかし、これ以上沈黙が続くと、どんどん大きくなる胸の鼓動が社長にまで聞こえてしまいそうだ。私は自分自身の緊張をごまかそうと、窓の外を眺めている社長に話しかけた。

「観覧車、お好きなんですか？」

「いや、別に」

　そっけない返事に、会話が続かず焦る。

「じゃあ、なんでわざわざ……。新幹線の時間もあるのに」

　思わずポロッと本音が漏れてしまった。

「もう少し」

「え？」

　それまで外を眺めていた社長が、急に私のほうを見た。

「もう少しだけ、お前とゆっくりしたかったんだ」

「……」

　突然の言葉に、きゅうっと胸が締めつけられる。

　私と過ごす時間をそんなふうに思ってくれているなんて……。

　胸のドキドキを必死で隠そうとしたのに、逆効果だったようだ。もうドキドキもうれしさも、隠し切れそうにない。

「そ、そうだったんですか」

　焦ってまるで他人事のような言い方になってしまう。しかし畳みかけるように、社長がまっすぐに私の瞳を捉えた。

「お前は、俺ともっと一緒にいたくないのか？」

　ストレートな質問にどう答えていいのかわからない。

　そう思っていたはずなのに、気がつけば頭を左右に振っていた。

「ちゃんと、言えよ」

　繋いでいないほうの手が伸びてきて、恥ずかしさに俯うつむく私の顔を上に向かせた。

「俺からのクリスマスプレゼントだ。気に入ったか？」

　私の頬を社長の指が優しくなぞる。ますます縮まる距離に、緊張のあまり小さな声で「はい」と答えるのが精一杯だ。

　今日はクリスマスだ。だけど出張だし、今までこんな形で男性と過ごすクリスマスの経験がなかったせいで、プレゼントのことなどまったく頭になかった。

「あの、私……なにも用意してなくて」

　社長は私よりも数倍忙しいはずなのに、こうやって私を喜ばそうとしてくれる。

「俺の彼女だって自覚、足りないんじゃないのか？」

　自覚もなにも……社長には、キレイな本命の彼女がいるじゃない……。

　自分の考えに気持ちが沈みかけた時、ガタンと観覧車が揺れて止まった。ちょうど頂上に差しかかったところだった。

「きゃっ……」

　思わず驚いて、社長にしがみついてしまう。

「ど、どうしたんでしょうか？　大丈夫ですかね？」

　急なアクシデントに戸惑う私の背中を、社長が子供をあやすようにトントンと優しく叩いてくれる。

「落ち着け、大丈夫だ」

　その掌てのひらのぬくもりと、いつもと変わらない冷静な態度に私の気持ちも落ち着いてきたころ、アナウンスが流れすぐに観覧車は動き始める。

　ほっとしたと同時に、社長の腕に抱かれていたことに気づいて恥ずかしくなる。

「すみません、取り乱して。もう平気ですから」

　そう言って離れようとしたけれど、背中に回された腕の力は緩まない。

「もう少し構わないだろう。今日の礼だと思え」

　さっきよりもきつく抱きしめられて、胸が激しく高鳴る。回された腕の力の強さが私を一層ときめかせた。

　本来ならば眼下に広がる大阪の夜景を楽しめるはずなのに、社長のこと以外なにも考えられなくなってしまう。

　私はただ、社長に包まれる心地よさに身をまかせた。

　まるで永遠に続くかと思われた時間は、「まもなく地上に到着します」という無機質なアナウンスの声を合図に終わりを告げた。

　甘くうずく胸とまだ残る余よ韻いんにどこか夢を見ているような感じで、なかなか現実に戻ることができない。




　そこから自宅に帰るまでのことは、正直よく覚えていなかった。

　記憶にあるのは、新幹線の中でも繋いだままの手。そしてその手が大きくて温かくて、ひどく私をときめかせたということだけだ。

　いまだに、あれは夢だったのではないかと思う。けれどミュージアムショップで社長に買ってもらったスノードームが、あの時間が夢ではないということを告げていた。













社長の秘密







　新しい年を迎え、またいつもどおり仕事に追われる日々が始まった。

　年末年始は伯母の元で、母とともに過ごした。久しぶりに母とゆっくり過ごす時間はとても有意義だったけれど、ふとした瞬間に進藤社長のことを思い出してしまった。

　社長の年末は懇こん意いにしているドイツの取引先を訪ねて、そのままその地で休暇を過ごすというスケジュールになっていた。

　――年末年始もふたりで過ごすのかもしれない。

　会えないとわかった時、勝手にそんなことを期待してがっかりした自分に気がつき、このまま振り回されていて本当にいいのかと悩んだ。

　――そもそも彼女って、こんなに長い間ほうっておかれるものなのだろうか？

　自分がどうしたいのか、どうしたらいいのか。社長の本心はなんなのか……。休暇の間、思い出のスノードームを眺めながら、たっぷりとある時間を持て余しひとり悶もん々もんと悩み続けた。




　年が明けてまた仕事が始まると、正月ボケなんて言っているヒマもなく、目の回るような忙しさの中、時間だけが過ぎていく。

　そんな一月下旬のある日、十八時を回ったころに突然のうれしい訪問があった。

「砂田さん、希望さんっ！」

　いきなり社長室に現れたふたりを、駆け寄って迎え入れる。都心から車で二時間ほどの距離にある砂田さんの故郷にＵターンしたふたりとは、なかなか会えずにいた。

「どうしたんですか!?　来られるなら、ひと言言ってくれればよかったのに」

　およそ二年ぶりとなる再会に、仕事ということも忘れてはしゃぐ。

　突然の来訪に驚いている私に、希望さんが不思議そうな顔をした。

「あら、進藤くんに呼ばれて来たのよ。あのソフトが完成したから一度来ないか、って。まさか梓ちゃん聞いてなかったの？」

「えぇ、なにも」

　窓際で砂田さんと談笑している社長をチラリと見たけれど、私の声が聞こえていないかのように砂田さんと話し続けている。

「で、どうだった？」

「あぁ。さっき大木に見せてもらったけど、素晴らしい仕上がりだった。ありがとう、あの仕事をやり遂げてくれて」

「別にお前のためにやったわけじゃない。会社として、利益が出ると思ったから引き受けたまでだ」

「お前、感謝の言葉くらい、素直に受け取れよ」

　おどけながら謝しゃ辞じを伝える砂田さんに、わずかながら社長の口角が上がる。砂田さんの言うとおり、もっと素直に喜べばいいのに。

　――とはいえ、社長らしいといえば、らしいんだけど。

　ソファに移動した砂田夫妻と社長に、お茶を出す。

「ねぇ、梓ちゃん今日はもうお仕事終わりでしょ？　大木くんたちにも声をかけてるから、みんなで食事でもいかない？」

　久しぶりに会った希望さんたちと、もう少し一緒に過ごしたい。けれどまだ仕事は山積みだ。それに社長が仕事を続けている中、ひとりだけ先に帰るわけにはいかない。

「ごめんなさい。私、まだ仕事が終わってないんです」

　――というか、永遠に終わらないんだけどね。このワーカホリックといる限り。

　ひとつ仕事が終わると、ふたつ仕事が来るような環境だ。ひと区切りをつけるのさえ、難しい。

「今日はもう帰れ。仕事は終わりだ」

「本当ですか!?　じゃあ、社長も一緒に――」

「いや、俺は予定がある」

　と言うなり、机の上を片付け始めた。今まで二年近く一緒に働いてきたが、こんなに早く仕事を切り上げる社長の姿は、ほとんど記憶にない。

「えー、じゃあ進藤くんは一緒に行けないの？」

「あぁ、それに清家は俺がいないほうがゆっくりできるだろう」

「そんなこと――」

　あるけど……。

　その気持ちがしっかりと顔に出てしまっていたのか、社長がこちらをひと睨みした。

　ここ最近の私は、ことあるごとに社長を意識してしまっている。

　ふとした隙に観覧車の中での出来事がフラッシュバックして、恥ずかしさでいたたまれなくなったり、社長の大きな手を見ては、あの日の感触を思い出したりしていた。

　自分で制御ができないため、社長と一日一緒に過ごすとなると、どうしても気疲れしてしまう。

　仕事に集中している時ならまだ平気なのだが、一度気になり始めると気持ちを切り替えるまでに時間がかかった。

　だから今日は社長がいないほうが、素直に楽しめるような気がした。

「お前も、たまには羽を伸ばして来い」

「はい。そうさせていただきます」

　私はウキウキしながらデスクの整理をすると、砂田さんたちと街へ繰り出した。




　三人で訪れたのは、会社の近くにある焼き鳥屋だった。いつも人でごった返している人気店なので、今日も満席に近い状況だ。運よく私たちと入れ替わるように空いた座敷に三人で座る。メニューを広げていると、すぐに小林さんたちも合流してきた。

「清家さん、久しぶりだね～。あまりに会わないから、同じ会社で働いてないんじゃないかと思うよ」

　大木さんが靴も揃えずに座敷に上がってくる。

「なに言ってるんですか」

　大木さんの冗談に笑顔で答える。

「最近忙しすぎて、一日の記憶も持たないからなぁ」

「そんなに忙しい中、よくこの時間に抜けられましたね」

　疑問に思って尋ねると、その質問には小林さんが答えてくれた。

「進藤社長から直々に許可が下りたんだ。この間のトラブルの借りを返されたってわけだな」

「この間って、もう四カ月も前の話ですよね？　それに久しぶりに早い時間に上がれたのに、家に帰らなくても大丈夫なんですか？」

「いや、早く上がれたからこそだよ。社長とも久しぶりに話をしたかったからな」

　小林さんの言葉に、砂田さんが頭を掻いた。

「俺、もう社長じゃないんだけど」

　砂田さんは謙けん遜そんしていたけれど、小林さんの言葉に大木さんも賛同する。

「俺たちにとっては、ずっと社長ですよ。さあさあ、細かい話は後にして注文しちゃいましょう」

　大木さんが店員を呼ぶと、みんな思い思いに注文した。旧友……と言ってしまうのは憚はばかられるが、気の置けない昔の仲間と過ごす時間に、全員が笑顔を見せていた。




　注文を終えると、お互いの近況報告をする。

　実家の造り酒屋で働く砂田さんは、今までとは畑違いの仕事だけれど、小さいころから自然に目にしてきたこともあって、抵抗なく仕事に力を注げているようだ。それどころか、持ち前のコンピューターの知識を生かして、旧きゅう態たい依い然ぜんだった店のシステム化を大幅に進めたらしい。近々ネットでの販売も大々的に行うという。

　希望さんもその明るさとバイタリティで、すぐに家業に馴染んだようだ。酒屋での仕事ぶりを話しながらふたりで仲良く笑う姿は、相変わらず幸せそうだった。

　公私共々、支え合って生きているふたりが、理想的に思えてとても羨ましい。

　私もいつか……。そんなふうに思っていると、ふいに進藤社長の顔が浮んできて、とっさに頭を振ってその映像を掻き消した。

　――もう、なにやってるんだか。

　私は話題を変えようと、小林さんたちに話を振った。

「おふたりともあれ以来、ほとんど見かけませんでしたけど、お元気でしたか？」

　大木さんがさっき言っていたように、同じ社内にいるはずなのに、ふたりとはあまり顔を合わせる機会がなかった。

「元気っていうか……例のソフトを仕上げるので、ほとんど缶詰だったからなぁ。おかげで納品予定よりも三週間も前倒しで完成したけどね」

　小林さんの言葉を受けて大木さんもげんなりとした顔をする。

「ホント、進藤社長って鬼だよな」

　文句を言う大木さんの肩を砂田さんが叩いた。

「まぁ、そう言うなって。アイツは能力のないヤツはそばに置かないから。それに今は一線を退しりぞいているけど、プログラマーとしてもアイツは一流だぞ。そばで一緒に働いて、損になることはひとつもない」

　砂田さんの言葉に、小林さんが大きくうなずいた。

「確かに、あの能力の高さには驚きました。まさかあそこまでとは」

「お前たちも見たのか？　進藤のプログラミング」

　小林さんが大木さんとともに、四カ月前のトラブルの話をする。

　それを受けるような形で、砂田さんが社長の話を聞かせてくれた。

「クレアシオンの始まりは、もともと進藤のお父さんがやっていた電子機器の販売店だったんだ。大学生だった進藤が跡を継いだ時には、経営は火の車。そこでアイツは自分の作ったソフトをドイツの会社に売り込んだんだ。一介の大学生がだぞ？」

　進藤社長がお父さまの会社を引き継いで大きくしたという話は知っていたが、当時のことを詳しく知らなかった私は驚いた。

「そしてそのソフトで莫大な利益を得た。今も提携している会社だから、清家さんも聞いたことがあるだろう？」

　その会社は、年末に社長が訪問していたところだった。しかも今でも国内外含めて一、二を争う得意先だ。

「その金を元手に、あっと言う間に会社を大きくしたんだ。大学の時から株式運用もやっていたみたいだし、数字には元から強かったからな。なにせ一度見たものはすべて覚えているほどの記憶力の持ち主だ。同じ経営者でも俺とは違う」

　自じ嘲ちょうする砂田さんに、大木さんが声をかける。

「なに言ってるんですか。俺にとっては、砂田さんも顧客と社員のことを一生懸命考えてくれるいい経営者でしたよ。俺をここまで仕事ができるように育ててくれたのは、間違いなく砂田さんですから」

「そうかぁ、うれしいこと言ってくれるな。でも、おごらないぞ。社長じゃないし！」

「えぇー！　期待してきたのに！」

　大木さんの大袈裟な落ち込みように、私たちは声を上げて笑った。

　そんな砂田さんの様子を柔らかい笑顔で見つめていた希望さんは、私にだけ聞こえるようにつぶやいた。

「私は、彼のああいうところが好きなの。穏やかで、控えめで、いつも周りを笑顔にして……。でもリーダーとしては、少し頼りなかったかもしれないわね」

「そんなことないです！　私は、メトロの皆さんと出会えて、少しの間でも一緒に働けたことが本当に幸せでした」

「そう。そう言ってくれるとうれしいわ……。私は派手じゃなくてもいいの。社長夫人じゃなくても、造り酒屋の嫁でもなんでも……。彼の隣にいることこそが、私の幸せなのよ」

　――〝幸せ〟か……。

　砂田夫妻は、どこにいても、いつ見ても幸せそうだ。たまに喧嘩をする姿も見かけるが、それですら微笑ましく思えるほどのふたりだった。

　経営者を辞めて、家業を手伝うようになった今でもその姿は変わらない。いや、むしろ砂田さんの表情は、以前にもまして柔にゅう和わで幸せそうになった。そこには間違いなく、ふたりの絆が関係しているのだろう。

　ふと、進藤社長の幸せってなんだろう？と考えた。学生時代からすべてをクレアシオンに捧げてきたように思える人生。会社が軌道にのった今でも、毎日、社の誰よりも精力的に働いている。きっと会社の発展こそが、進藤社長の求めるものなのだろう。

「あ、そう言えば……。ねぇ、この話ってマジ？」

　しばし考えごとをしていた私に、席を移動してきた大木さんがスマートフォンを見せた。

「これ、これ。進藤社長、この女優さんとつきあってるの？」

　それは、以前豊川さんにも見せられた週刊誌の記事だった。砂田さんと希望さんも一緒になって画面を覗き込む。

「あ、コレ……」

　忘れていたわけではないが、目の前に突きつけられてしまうと、やっぱり落ち込んで声のトーンが下がってしまう。けれど既に酔い始めている大木さんは、お構いなしにそのまま続けた。

「なぁ、本当につきあってるなら、俺サインが欲しいんだけど」

　うれしそうに話す大木さんを、希望さんがやんわりとたしなめる。

「そんなにサインが欲しいなら、直接進藤くんに頼みなさい。そんなこと頼まれても梓ちゃんだって迷惑よ」

「そんなこと、できればとっくにやってますよ」

　大木さんは唇を尖らせて不満顔だ。

「ごめんなさい。私、社長のプライベートはまったく知らなくて……」

「え？　スケジュール管理してるのに？　まぁでも、プライベートまではさすがに把握しないかぁ。あ、もしかして今日もこの女優とデートだったりして。そりゃこっちで飲むよりも、女優とデートするよな。いいなぁ〜」

　大木さんの勝手な妄想だと思いたくても、気持ちがどんどん沈んでいく。お酒を飲んでいるせいか、感情の起伏がうまくコントロールできない。

　社長はただ私とつきあってやると言っただけだ。恋愛したいという私のために、恋人らしいことをしてくれたこともある。だからといって、私ひとりが彼の〝恋人〟だとは限らない。私にああやって軽く『つきあう』なんて言うくらいだ。他にも女の人がいたって不思議じゃない。それこそ本当に社長が思いを寄せる人だって、いるのかもしれない。

　それなのに、自分だけが恋人気分で嫉妬するだなんて、こんな気持ちになる私が悪いような気さえしてきた。

　私の様子がいつもと違うことに気がついた希望さんが、スマートフォンの画面を手で覆った。

「こんな派手な人、進藤くんのタイプじゃないわよ。絶対彼女じゃないわ。断言する」

「えー、社長のタイプってどんなんですか？」

　大木さんが知りたいような、知りたくないような話を振る。

「どんなって……」

「どんな女もダメだな」

　隣にいた砂田さんが突然口を開いた。

「きっと、どの女の子とも遊びだと思うよ。アイツは誰にも本気にならないから」

　砂田さんがどこか寂しそうに言う。

　――そこに私も含まれているんだ……。

　だからこそ、あんな簡単につきあうなんて言い出したのだろう。他にもたくさん、つきあっている人がいるのだろうか……。

　私は砂田さんの言葉に深く傷ついた。

「さっすがー！　やっぱモテる男は違うなぁ。選びたい放題ってヤツですか？」

　酔っ払った大木さんが、大きな口を開けて笑いながら言う。実際、あの高スペックな男性を周りの女性が放っておくわけがない。大木さんの言うことは、あながち間違いではないだろう。

「それは俺にはわからないけど、アイツはもう恋愛する気がないだろうな」

「〝もう〟ってことは、昔は違ったってことですか？」

　私の質問に、砂田さんがうなずいた。

「プライベートなことだから、本当は話すべきじゃないんだけど……。君は知っておいたほうがいいと思うから」

　砂田さんの言葉の意図することがわからない。

　私は彼の秘書だから、過去を知っておいたほうがいいということ……？

　自分なりに解釈をして、砂田さんの話に耳を傾ける。

「僕たちが大学生の時の話だ。あれは確か二年のころだったかな。進藤に彼女ができた。そのころ既につきあい始めていた僕や希望も交えて、みんなで仲良くやってたんだ。傍から見ても羨ましいくらいお似合いの、美男美女のカップルだった」

『お似合いのカップル』。その言葉に胸がズキンと音を立てて痛む。さっきから胸の傷口はどんどん開いていくばかりだ。しかし、社長のことをもっと知りたいと思う私の気持ちは、止まらない。

「そのままずっとふたりはつきあっていくんだと、誰もが思っていた。きっと進藤本人もそう思っていただろう。だけど……」

　砂田さんが一旦言葉を区切って、ビールをひと口飲んだ。周りはなにも言わずに、話の続きを待っている。

「別れは突然だった。進藤が親の会社を継ぐと決めた時、彼女は猛烈に反対したんだ。確かに会社は傾きかけていて、学生の息子に救いの手を求めるくらいの状況だった。もし普通に就活していたら、アイツなら大手企業からも引く手あまただっただろう。でもアイツは親の会社を選び、最後は彼女の代議士の親まで出てきて……終わりだ」

　当時のことを思い出しているのか、砂田さんも希望さんも表情が暗い。

「終わりって……でも、それともう恋愛をしないというのは、別の話ですよね？」

　私は納得できずに聞いてしまう。

「進藤は、彼女ではなく会社を取ったんだ。それまでもクールなところはあったけれど、冷酷になったのは間違いなくそのことが原因だ。それ以来、遊びの女はいても、本気の彼女はいないはずだよ」

「そうだったんですか……」

　今もまだ傷が癒えていないなんて……。どれほど彼女のことを思っていたのだろうか。そして本気の恋をしないということは、彼女以上の相手はまだ現れていないということだろう。

　砂田さんから聞く社長の話は、私の心に錘おもりを残す。

　私も遊び相手のひとりということだろうか。確かにそれもつらいことだったが、それと同時に彼自身の心の傷が気になった。

　クールな仮面の下に隠された彼のつらい過去を聞き、同情しているんだろうか。いや、それとはどこか違う。

　その時突然、目の前がパッと開けたような気分になり、ふいに寄り添って彼の傷を癒してあげたいと思った。自分がないがしろにされてもなお、彼のことが心配だなんて、自分でも驚きだ。

　けれど、そんなことは私には求められていないと自分に言い聞かす。

「なんで、梓ちゃんがそんな顔してるのよ」

　背中をポンっと叩かれて我に返った。

「いや、あの進藤社長にそんな過去があっただなんて、思いも寄らなかったから……。ほら、人生順じゅん風ぷう満まん帆ぱんで来ました～ってふうに見えますよね？」

「そうだな。でも、清家さんも気がついているだろう。クレアシオンはヤツの並大抵じゃない努力の上に成り立っているって。人生の多くを犠牲にしてやってきたんだ」

　まるで私に言い聞かせるようにして、砂田さんは話をする。

「……意外でした」

「こういう話は本人以外の人間がすべきじゃないことは知っている。けれど、進藤の一番近くにいる清家さんにはそのことを知っておいてほしいんだ」

「ちょっと、太一。もういいでしょう？」

　希望さんが砂田さんの言葉を遮さえぎった。

「この人、今日はなんだかおしゃべりでゴメンね。なんか説教くさいし、年かしら？」

　肩をすくめる希望さんに、曖あい昧まいな苦笑いを返す。そんな私を見て、希望さんはフォローを続ける。

「今、進藤くんの一番近くにいるのが梓ちゃんだから、一応ね。知っておいたほうがいいかなって。あんまり深く考えないでね。なんだかんだ言って、ふたりの関係はうまくいっているみたいだし、いつもどおりでいいと思うわ。ほら、もう人の噂話はお終い。もう一回乾杯しない？」

　希望さんの言葉に、みんながグラスを持った。

　乾杯の後、かつてのメトロのような雰囲気で楽しい時間を過ごした。

　けれどいくら楽しい中に身を置いていても、心の中はずっと社長のことでいっぱいだった。

　そのせいで、久しぶりのみんなとの飲み会なのに、私はいつものようにはしゃぐことができなかった。













そのままでいい







　それから数日間、相変わらず忙しくしていたけれど、砂田夫妻から聞いた社長の話はまだ頭の中に居座っていた。

　私が心配したところで、なにが変わるわけでもないのに……。

　本当の恋人ではない私は、こんなふうに進藤社長について考える資格すらないのかもしれない。しかし、そばにいてその顔を見ていると、なんとかしてあげたいと思わずにはいられなかった。

　もやもやとした気持ちのまま社員食堂でランチを終え、エレベーターで役員フロアまで戻る。受付には豊川さんがいて、私を見てまるで芸能人が婚約指輪を披露するかのように手を見せてきた。

「ん？　指輪……新しくしたんですか？」

「もう、違います！　指輪は同じだけど、見てください！　ネイルを新しくしたんです。今回は薬指だけちょっと遊んでみました～」

　彼女の言葉に改めて指先を見ると、キレイにフレンチネイルが施された薬指に小さなラインストーンがひとつ載せられていた。華やかな指先に思わず感嘆の声を上げる。

「わぁ……かわいい！」

「でしょ？　今度、清家さんも一緒に行きましょうよ」

　豊川さんが、チラリと私の手元に視線を落とした。母親が弁当屋を営んでいた影響か、小さなころからずっと爪を短く切り揃えていた。大人になった今も、色気とは程遠い飾り気のない指先だ。それに加え、今の時期は手が荒れやすい。気がつくとハンドクリームを塗ってはいるが、かさついているのが遠目にもわかった。

　私だってキレイに整えられた指先に憧れる気持ちがないわけじゃない。でも……。

「私はいいです。ほら、こんなだからあんまり興味ないんですよね」

「え～女の子なら、誰だって絶対はまりますよ〜」

　残念そうになおも誘う豊川さんの顔を見て、苦笑いを浮かべる。

　私だって、自分をキレイに見せたいとは思う。でも、そんな時間もお金もないのだ。

　毎日の激務で、帰宅後は簡単な家事をして寝るのが精一杯。病気の母の生活費と医療費も必要だし、奨学金も返さなくてはいけない。借金の返済ですっからかんになった貯金だって、また貯めておかなければ、今度なにかあった時には路ろ頭とうに迷うだろう。

「私、いつも思ってたんですけど、清家さんかわいいんだから、もっとオシャレしたらいいのに。スーツも地味なものが多いですよね。そうだ！　今度一緒に買い物に行きましょうよ？　私に選ばせてください！」

　痛いところを突かれてしまった。

「いいものだけどオーソドックスというか、流行に流されない物が好きなんですよね？　でも、たまにはもうちょっと冒険してみてもいいんじゃないですか？」

　豊川さんは私の全身をチェックしながらアドバイスを続ける。確かに、私が身に着けているスーツは、決して安価なものではない。一応これでも名の通ったブランドのものだ。しかし、どれもグレーや黒など地味な色合いで定番の形。それを季節で三着ほど着回している。以前秘書として勤めていた時代のものだから、購入したのもずいぶんと前になる。

　流行のものではないが、その分長く着られる。丁寧に手入れをすれば、秘書としては問題のない服装だ。

　けれど若い女性としては、という話を豊川さんはしているのだろう。

「私、ファッションで冒険なんてできないし……。それにコレ、気に入ってるの」

　笑顔でやんわりと断ると、さすがにこちらの意図を汲くんでくれたのか、「そうですか」と引き下がってくれた。

　しかし、ほっとしたのも束の間、背後から低くて通るいつもの声が聞こえてきた。

「いくら休憩時間とはいえ、受付で長々とおしゃべりとは。もう一度新人教育から受け直すか？」

　その声を聞いて、私と豊川さんの肩がビクリと揺れた。そしてその声の持ち主を見つめる豊川さんの顔を見て、後ろを振り返るのが怖くなる。

「なぁ、清家。そう言えばうちではまだ教育らしい教育をしてなかったな。俺が直々にしてやろうか？」

　面白がるようなその声に、意を決して振り向く。

「そのご心配には及びません。申し訳ございませんでした。以後気をつけます」

　くるりと振り返り、謝罪の手本のように頭を下げた。

「謝り方は知っているようだな。暇みたいだから仕事をやる。ついて来い」

「はい……」

　デスクに山積みの書類を知っているはずなのに、その上まだ仕事をくれるとは……。

　ため息をつきそうになるのを我慢して、豊川さんの憐れむような視線に見送られながら、いつものように社長の後を早足でついていく。

　憂ゆう鬱うつな気持ちを引きずったまま社長室へと戻る。社長はデスクに座ると、すぐに私を呼び寄せた。

　私がデスクの前に立つと、そっちじゃないと社長椅子の横に立たされる。

「え、きゃあ」

　突然ぐいっと腕を引かれて、そのまま社長の膝の上に座り込む形となってしまった。

「な、なにをなさるんですかっ？」

「なにって、恋人同士のスキンシップだろう」

　恋人同士という言葉に、一瞬胸がズキンと痛んだ。

　――私たちは本物じゃないのに。

　それなのに、社長に触れられると痛いくらいに胸がドキドキして、甘い感覚が全身を襲う。

　背後から抱きしめられ、耳元に囁かれると、それだけで力が抜けてしまう。沈黙の中、心臓だけが、ドクンドクンと大きく脈打っていた。

　豊川さんの前ではあんなに冷たい声を出していたのに……。

　私の耳をかすめる情熱的な声に、溶かされてしまいそうだ。

「……っ、仕事中ですよ！」

「休憩中だ。問題ない」

「こんな昼間っから」

「夜なら問題ないんだな。覚えておく」

「そういう意味では……」

　私の反論は認められず、背後から回された腕にさらに力がこもった。強く抱きしめられて苦しい。

　どれぐらいそうしていたのだろうか。急に腕の力が弱まると、社長は私の両脇に手を差し入れ、ゆっくりと立たせた。私の足が床に着くと、社長はすぐに机に向き直る。

　その突然の態度の変化に驚く。

「あの……」

「これ、先月の書類関係。整理しておいてくれ」

　先ほどの宣言どおり、分厚いファイルを渡される。

　私は戸惑いながらも、返事をする。

「はい、かしこまりました」

　両手でファイルを受け取って自分の席へと戻ろうとすると、社長が口を開いた。

「お前は、そのままでいい」

「はい？」

「お前の恰好は、秘書としてなんの問題もない。俺はそもそも華やかさなんて求めていないし、清潔感も身だしなみのひとつだ」

「はぁ……」

　いきなりなんのことを言い出したのかと、きょとんとしてしまうが、すぐにさっきの豊川さんとの会話のことを言っているのだと気がつく。

　――もしかして、慰めてくれてるの？

　私の反応が薄いせいで、社長は不満気にもう一度口を開いた。

「だから、お前は今のままで変わらなくていい。お前がなにを着ようと、お前の中の美しさが変わるわけじゃない。わかったか？」

　念を押すように言われて、私は慌てて返事をした。

「はい、ありがとうございます」

「わかったなら、くだらないことで悩んでないで、さっさと仕事に取りかかれ」

　――美しいって、言われた……？

　ストレートな褒め言葉に思わず顔が赤くなってしまう。うれしいけれど、こんな浮ついた気持ちで仕事などできるだろうか？

　時計を見ると、時刻は昼休憩終了の五分前だった。オンとオフの切り替えがきっちりしすぎている社長に気づくと、急におかしく思えた。

「はい。〝有能な〟秘書に戻ります」

　ほんの少し、社長の口元が緩んだのが見えたが、次の瞬間には、社長は既に仕事を再開していた。

　デスクに戻る数歩の間に、脳内で先ほどの会話がリフレインされる。

　豊川さんに言われたことは、落ち込むほどではなかったけれど、確かに胸がチクリと痛んだ。

　私だって女だからオシャレに興味がないわけじゃない。だからこそ、自分でできる精一杯の努力はしているつもりだ。それを社長が認めていてくれたことがうれしい。

『お前の中の美しさが変わるわけじゃない』。

　社長は外そと見みではなく、私の本質を見てくれている。思い返せば出会ったころから、いつもそうだった。ちゃんと私を見て、自分の目で私の評価をしてくれていた。

　社長の言葉が、私の胸の小さな傷を癒す。

　大量の書類を整理しながら、私は我慢できずに微笑んでいた。













謎の来訪者







　あの日以来、オンとオフで両極端に切り替わる社長の振る舞いに振り回される日々が続いていた。仕事以外で社長と過ごす時間が増え、〝一応〟恋人として扱われているせいか、社長に親密さを感じるまでになっていた。

　結果、彼の近くにいることに心地よさを感じるようになって、これも社長の思惑どおりなのかと思うと少し悔しい。

「明日の『花はな菱びし』の社長との打ち合わせはキャンセルだ。代わりに、『日にち芝しば』の深ふか沢さわさんと会えるように手配してくれ。何時でも構わない」

「はい、かしこまりました」

　彼は社長室に入ってくるやいなや、予定の変更を告げる。どんなに早口でまくし立てられようと、一いち言ごん一いっ句く、聞き漏らすことはできない。

　デスクに座ってさっそくパソコンの電源を入れている社長に、資料を手渡した。

「先日おっしゃられていた、日芝電器の資料です」

　一礼すると踵を返してデスクに戻る。椅子に座る瞬間チラリと社長の表情を窺うと、一瞬だけ片方の口角がキュッと上がった。必要と思われる資料をいくつか追加で足しておいたが、どうやら合格したらしい。

　心の中でガッツポーズを決めて、ひとり束の間の喜びを感じた。〝できて当たり前〟なので、褒められることはない。だからこそ、社長の満足そうな顔を見るのが、ひそかな私の楽しみなのだ。しかしひとつうまくいったからといって、油断はできない。目の前には文字どおり仕事が山積している。

「清家、西日本ブロックの先週の数字」

「先ほど、集計ミスで四時ごろの報告になるとの連絡が来ました。メールが届いていますので、確認でき次第すぐに転送いたします」

「二十分以内に俺の手元に。それと、キャンセルになった花菱の件だが……」

　矢継ぎ早に来る指示にも、ポーカーフェイスを装って応える。

「はい、こちらとしては来週だと金曜、再来週だと火曜の午後に時間が取れます。あちらの社長が捕まりやすい時間帯でしたら……」

「スケジュールはお前に任せる」

「かしこまりました」

　次から次へと投げかけられる仕事に、頭をフル回転させながら応じる。一度豊川さんに『大変ねぇ』と言われたことがあるが、もう慣れっこだ。今の自分にはこうやって忙しいくらいのほうが、余計なことを考えずに済むからやりやすい。

　指示がひと段落したのを見計らって、私は席を立った。

　営業部長に確認したいこともあるし、他の部署での用事を終わらせてしまおう。

「離席しますが、なにかありましたら、ご連絡ください」

　私はデスクの上に置いてあったスマートフォンをスーツのポケットに突っ込むと、社長室を出た。




　――すっかり遅くなっちゃった。

　社長室を出て用事を済ませようとすると、今日に限ってあちらこちらからお呼びがかかった。そのたびに話し込んでいたら、すっかり時間が経ってしまった。

　社長への伝言やスケジュール調整など、もう一度デスクに戻って確認しなければならない案件も多い。

「仕事を済ませるためにフロアを回ったのに、逆に仕事が増えるって、どういうことなの……？」

　でも、こんなふうに声をかけてもらったり、忙しくすること自体は嫌いじゃない。無職の時に味わった、仕事がないことの虚無感や、自己否定し続けてしまうあの苦しみを思ったら……。

　今はどんなに忙しくても、周りに必要とされている。ここ、クレアシオンが自分の居場所だと実感できることが、私の喜びでもあった。

　社長のワーカホリックが伝染したのかもしれない。そんなことを考えながら、社長室へと戻った。

　ノックをして、部屋に入る。

「ただいま戻りました」

　恐る恐る声をかけると、顔も上げずに返事がくる。

「ずいぶん遅かったな」

「申し訳ありません。色々と話があったものですから。……社長はなにをなさってるんですか？」

　デスクの上に置かれた背の低いグラスの中に、色のついた液体が張ってあった。見ると底になにか沈んでいる。

「ひょっとして、それは万年筆ですか？」

「あぁ。たまには手入れしてやらないとな」

　近づいてみると、グラスに入っていたのは、社長がいつも使っている万年筆のペン先だった。滲にじみ出たインクで、水がブルーブラックのマーブル模様に染まっている。

　私は社長のしなやかな指が丁寧に万年筆をメンテナンスしているのを、思わずジッと見つめていた。

「その万年筆、とても大事になさっていますね」

　社長は普段からその万年筆を愛用しているが、ここぞという契約の時に、相手にこの万年筆で署名してもらうこともあった。ゲン担ぎのようなものだろう。

　とても年季の入ったものだが、丁寧にメンテナンスをしながら大切に使っているようだ。私にとっては、あの悩ましい象形文字を作り出す元凶だけれど、ひとつのものを大切に扱う社長の姿に好感を覚えていた。

「親父から……」

「えっ？」

　普段は仕事以外の話をしたがらない社長から、まさか返事があるとは思わなかったので、少し驚いた。

「親父から、この会社と一緒に引き継いだんだ」

　グラスからペン先を取り出して、慈いつくしむように拭いている。いつもは高速でパソコンをタイピングしている社長の手が、今はゆっくりと動いている。

　ふと、砂田さんが言っていた『多くのものを犠牲にしてやってきた』という言葉が思い浮かんだ。大学生だった社長が、自分の人生をかけたクレアシオン。それを今のような大きな会社にするまでの道のりを一緒に歩んできた万年筆だ。私がそばにいた時間よりもはるかに長い時間を一緒に過ごしてきた、大切なパートナーなのだろう。

「大切な……本当に大切なものなんですね」

「あぁ」

　コンバーターでインクを吸い上げるその仕草を見つめる。普段この部屋の時間は地球上のどこよりも早く流れているような気さえするのに、今はゆったりとした時間が流れていた。社長は普段の獰どう猛もうな姿など微み塵じんも感じさせることなく、いつになく無防備な姿で羽を休めている。

　他の人が目にすることのない、私だけが見る姿。

　いつもと違って無防備ですね。なんて、もちろん言えないけれど……。

　私はそのまま自分の席に戻り、いつになく緩んだ空気の中で、その空気よりも緩み切った顔で仕事を再開した。




　久しぶりに早めに仕事が落ち着き、二十時ごろに帰宅の準備をしていると、受付から来客を知らせる電話があった。

「はい。社長室、清家です」

《総務ですが、社長にお客さまが見えておられます》

　既に総合受付には人がいない。受付に置かれた内線電話から総務に連絡が回ったのだろう。しかし私の知るところでは、今日はもう来客の予定はなかったはずだ。

「お名前をいただけますか？」

《岩いわ村むらさまという女性の方です》

「岩村さま――」

　名前を聞いてもピンと来ない。しかし、社長自身がその名前に反応した。

「岩村が来たなら、通してくれ」

　資料に目を通したまま、そう言った。

「お会いになるそうです。役員用エレベーターまでご案内お願いします」

　私は席を立ち、エレベーターホールで来客を待つ。

　しばらくして開いた扉から現れたのは、はっとするほど美しい女性だった。

　まっすぐ伸びた黒髪はつややかで、手入れが行き届いている。透き通るような白い肌に赤く色づく唇。長い睫まつげに縁どられた大きな瞳の下には、スッとした鼻筋が通っている。そこには作りものではなく、ナチュラルな美しさが漂っていた。

「岩村さま、お待ちしておりました」

「あ、はい。遅い時間に申し訳ございません」

　エレベーターから降りた彼女を、社長室へと案内する。ノックをしてから社長室に通すと、すぐに社長が出迎えた。

「久しぶりだな。元気だったか？」

「うん。って、あ……大会社の社長さまに向かって、こんな言葉遣いは失礼でした」

「いや、構わない」

　一礼してお茶を出すために簡易キッチンに向かう。ふたりの会話の感じだと、どうやら仕事関係の間柄ではないようだ。

「熱いっ」

　うっかりお茶をこぼしてしまい、小さな悲鳴を上げる。

　――余計なことを考えないで、集中しないと。

「失礼いたします」

　お茶を出すと、その女性は会え釈しゃくを返してくれた。簡易キッチンに戻ろうとする私に社長が言う。

「今日はもう帰っていい」

　一瞬驚いて足を止めたけれど、私はそのまま頭を下げると荷物を持って部屋を出た。

　扉を閉める瞬間、楽しそうに笑う女性の声が耳に届く。

　いったいどういう関係の人だろう。仕事関係であるならば私も知っているはずだ。そうでないとなると……。

　――気になるけれど、聞けない――。

　〝つきあっている〟と社長は言うけれど、こんな些細なことも聞けないような関係だ。自分の置かれている立場を思い、なんだか情けなくなった。
















第四章













日ごろのお礼







　岩村さまが訪ねてきた翌日は、社長が出張で不在だった。今日も早い時間に仕事を終えた私は、白い息を吐きながら駅に向かって歩いている。

　いつもなら社長が不在でも――不在だからこそ余計に――仕事がひっきりなしに入ってくるのだが、今日は予定がキャンセルになったり、資料が届いていなかったりで、急ぎの仕事がなくなった。こんなことは入社以来初めてかもしれない。そう気づくと、ひとりであの社長室に籠こもっているよりはと、会社を出てのんびりと過ごすことにした。

　しかし一番の理由は、昨日のことが気がかりでいまいち仕事に集中できないということだった。

　自分の時間が欲しいと思うことはあったけど、いざその時間ができるとなると、なにをしていいのかわからなくなる。私はそれほどまでに仕事しかしていなかったのかと思うと、苦笑が漏れた。

　マフラーに顔をうずめて、いつもは早足で歩く駅までの道のりをゆっくりと歩く。

　クレアシオン本社の周りには、オシャレなカフェやブティック、ファッションビルなど、若者の憧れるすべての商業施設が揃っていた。

　それだというのに、その中で私が一番使っているのは、会社近くのコンビニだと気づく。

『せっかくなのにもったいない』

　脳内で誰かの声が聞こえた気がして、私はいつも風景としか捉えていなかった、ひとつひとつの店を見ながらぶらぶら歩いた。

　――もうすぐバレンタインか。

　コンビニには毎日と言っていいほど寄るので、店内のイベントポップなどから季節を感じることはできる。けれど改めて街を眺めてみると、そこかしこから流れてくる音楽やピンクのハートマークのディスプレイが否応なしに目に入り、無粋な私でも自然とバレンタインを意識して気持ちが高まった。まんまと店側の策略にはまっている気もしないではないが、ディスプレイに誘われるまま、ふらふらとファッションビルへと入っていく。

　甘い匂いに釣られた私は、一階にあるチョコレートの特設会場に来ていた。期間限定で各地の有名店が出店しているらしく、仕事を終えたＯＬたちが列をなしていた。

　最近では、本命チョコや義理チョコに加え、友チョコ、自分チョコと――踊らされている気もしないではないけれど――バレンタインを楽しむようになってきている。

　義理チョコ……という単語に反応して進藤社長の顔が思い浮かび、思わず立ち止まってしまう。去年は季節を感じる余裕などないほど忙しくて、すっかり忘れていた。

　以前の会社の時は、バレンタインや直属の上司の誕生日、はたまた奥さまの誕生日などにはプレゼントを準備しておくのが習わしだった。そういえば、クレアシオンではどうなんだろうか……。豊川さんに聞いておけばよかった。

　そうは思ったものの、ふと社長とチョコレートとの組み合わせがあまりにもそぐわないことに気がついた。そもそもあまり甘いものを食べている姿を見たことがない。しばしば会食を共にすることがあったが、デザートに手をつけることはまれだった。

　その上、社長にチョコレートを手渡している自分の姿を想像すると、心の中に気恥ずかしさが芽生えてくる。今まで普通に上司にしてきたことなのに、チョコを渡すというだけなのに、そこに気持ちがこもっているとなると、こんなに気分が違うなんて。

　自分の中に、上司と部下の関係を超えた感情が芽生えていることはわかっている。クリスマスのデートを経て、今では〝嫌ではない〟以上の感情があった。それは日増しにどんどん膨らんでいる。

　けれど改めてそれを伝えるとなると、勇気が要った。それは、社長の気持ちが私と同じではないとわかっているからだ。

　自分の複雑な感情に収拾がつかなくなる前に、私は人混みとチョコレートの匂いを避けるようにして、別のフロアに移った。

　そのままぶらぶらとあてどなくウィンドウショッピングを楽しむ。まだコートが活躍している二月だというのに、店内は既に春物一色だ。明るい色遣いの洋服を見ているだけでも、心がウキウキと浮き立ってくる。

　順にフロアを上がっていくと、書店と文具のフロアに出た。

　ひとしきり新刊をチェックしていると、平台に好きな作家の新作を見つけて、レジに向かう。こんな状況ではいつ読めるかもわからないけれど、見かけると買わずにはいられない。そう考えると、これはささやかながらも私の唯一の贅沢かもしれなかった。カバーを巻いてもらった本をバッグに忍ばせると、それだけで満足した。

　ホクホクとした気持ちで歩いていると、隣の文具売り場のディスプレイに目が留まる。ガラスのショーケースの中には、さまざまな万年筆が整然と並べられていた。

　社長が使っているのはどれだろう。

　ふとそんなことを思ってショーケースを覗き込む。すぐに同じブランドのものは見つかったけれど、社長と同じ万年筆は見つからなかった。お父さまから譲り受けたと言っていたから、相当古いものなのだろう。既に廃盤になってしまったのかもしれないし、そもそも限定品だったのかもしれない。

　しばらくディスプレイを見つめていると、「なにかお出ししましょうか？」と店員が声をかけてくれた。

「あの、いえけっこうです――」

　そう言って顔を上げた私の視界に、あるものが飛び込んできた。私はそれを迷うことなく購入した。キレイにラッピングされたそれを持ち帰る間、フワフワドキドキして気持ちが落ち着かなかった。まるで、生まれて初めて好きな人にプレゼントを準備した中学生のように、ただただ純粋に相手に喜んでもらいたいという気持ち……。そんな気持ちを抱えながら、私は久しぶりの自分時間を満喫すると家路についた。




　そして迎えたバレンタイン当日。その日は日曜だったけれど、どうしてもこの日にやらなくてはならない仕事があったので、私も社長とともに出勤していた。

　クレアシオンでは休日出勤もよくあることだ。ひとたび出勤すれば、目的の仕事が終わった後にも溜まっている仕事が待っているので、結局仕事が終わるのはいつもとさほど変わらない時刻だ。それでも夕方を迎えるころ、ようやく仕事がひと段落した。

　私は立ち上がると、先日の包みを手に社長のデスクの前に立つ。別にいつもどおりに振る舞えばいいのに、どうしても緊張してしまう。その姿があまりにも挙動不審だったのだろう。いつもなら作業をしながら顔も上げずに話を聞く社長が、私を訝いぶかしげに見つめた。

　――そんなに不審がられたら、余計に切り出しづらい……。

　なおもまごまごしている私を見かねて、社長が先に口を開いた。

「どうかしたのか？」

「あ、いえ。あの……」

「なにも用がないのに、そこに突っ立ってるのか？」

　呆れた様子の社長を見て覚悟を決めると、私は包みを差し出した。

「これ……どうぞ」

「ん？」

　美しくラッピングされた包みを渡された社長は、すぐにそれを開いた。社長の手の動きを目で追っていると、なぜか言い訳がましい言葉が口をついて出る。

「いや、あの……買い物をしていた時に目に入ったので。クリスマスのお返しもしてなかったし……。いつもお世話になっている感謝の気持ちです」

　素直にバレンタインのプレゼントだと渡せばよかったのだろう。だけど私以外の女性からももらうのだと思うと、なんだかやるせない気持ちになって、別の理由づけをしてしまった。

　――他の人と一緒にしてほしくない……。

　こういう時はストレートに気持ちを伝えるほうがいいとわかっている。けれどロクに恋愛をしてこなかった私の小さな独占欲とプライドが、私をそうさせた。

　社長はそんな私の言葉など耳に入っていないかのように、箱の中に入っていたものを取り出した。

「インクか？」

「はい、たまたま見かけたので」

　社長は自分の手の中にある瓶を眺めながら、笑顔を見せた。

　――あ、笑った。

　もう二年近くものつきあいになる。こんなふうにうれしそうに笑う姿だって、何度も見ているはずなのに、そのたびに特別なものを見たような気分になった。自分のあげたプレゼントに笑顔で応えてくれたことがうれしくて、私の顔も思わず綻ほころんでしまう。

　社長の手の中に収められたインクは、ブラウンブラック。あまり見かけない色だったけれど、ほぼブラックに近い色なので、普段使いできると思って選んだ。

　他にも理由はあったんだけど……。

「インクの名前は〝チョコレート〟か。これ、バレンタインのつもりか？」

　笑顔のまま、尋ねられた。

「義理チョコ代わりというか、日ごろのお礼と感謝の気持ちです。深い意味はありません」

　あっさりと自分の意図に気づかれ、気恥ずかしさから思わず早口になってしまう。そのことが余計に羞恥心に拍車をかけた。

「あぁ、わかった。深い意味はないんだな？」

　意地悪く念を押す社長に「はい」と答えるしかない。

　変な牽けん制せいするんじゃなかった。これじゃなんだか逆効果だ……。

　まるでそのインクには、ぎっしりと私の気持ちが詰まっているかのように聞こえてしまっただろう。

　自分の失敗に気づき、顔に熱がこもる。そんな私を見て、社長はとうとう声を上げて笑い出した。

「なんで笑うんですか？」

　プレゼントひとつスマートに渡せない自分が恥ずかしくて、ますます顔が赤くなる。

「俺だって、おかしいことがあれば笑う」

　そう言って、社長はなおも笑い続けていた。

「もう、勝手にしてください」

　身の置き場がなくて、逃げ出すように席に戻ろうとする私に社長が声をかけた。

「今日の仕事は終わりだ。片付けたら食事に行くぞ」

「えっ……。私もですか？」

「あぁ。〝深い意味はない〟から、安心しろ」

　社長は先ほど私が言ったセリフをからかうように強調してジャケットを羽織ると、すっくと立ち上がった。

　――これからしばらく、からかわれそうだな……。

　それでも久しぶりに仕事以外で、ふたりの時間を過ごせると思うとうれしい。

　私は急いで片付けを済ませると、いつもの習性で慌てて彼の後を追ったのだった。













深い意味はない







　会社を出て、タクシーに乗せられた私が連れてこられたのは、入り組んだ住宅街の中にあるこぢんまりとした洋食屋だった。そこにはいつも社長が使っているような高級店の雰囲気はなく、庶民的な雰囲気が漂っていた。

　意外な店のセレクトに内心驚く。

　社長が扉を開くと同時に「チリン」とドアベルが鳴る。その音と同時に中から「いらっしゃいませ！」と快活な声がかかった。辺りに漂うドミグラスソースの香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　店内のインテリアはどれも使い込まれてはいるものの、手入れが行き届いていた。清潔感があり、初めて来るはずの私にどこか懐かしさを感じさせた。

　店に入ってすぐ右手にあるカウンターの奥で、髭の生えた恰かっ幅ぷくのいいシェフが笑顔で迎えてくれる。

「進藤ですが……」

「あぁ、よくいらっしゃいましたね。おーい、ご予約の進藤さまだ！」

　フライパンを振るシェフがカウンターから声を上げると、店の奥から年配の女性が「はーい」と元気のいい返事をして現れた。

「お待ちしておりました。こちらへどうぞ」

　ニコニコと笑顔で案内する女性についていくと、キレイにセッティングされたテーブル席に案内された。ふたり掛けの小さなテーブルだったけれど、真ん中の小さな花瓶に可憐な白い花が生けられていた。

　社長に促されて奥の席に座る。きちんと二名分準備されていたということは、本当は私ではない別の人と来る予定だったのだろうか？

　そんな考えが頭をよぎり、胸がチクリと痛んだ。

　社長はすぐに私の分も注文を済ませると、口を開いた。

「毎年、この日はここに来ると決めているんだ」

「毎年ですか？　バレンタインに？」

　失礼な話だが、なぜ進藤社長はこんな――言い方は悪いが――どこにでもありそうな昔ながらの洋食屋にこだわっているのだろう。それも二月十四日限定だなんて。

　私の疑問に気づいたのだろう。社長は目の前に置かれたグラスの水をひと口飲むと、ゆっくりと話し始めた。

「清家のことだから、俺の過去はある程度、砂田から話を聞いているだろう？」

「はい。あとはインターネットでも少し」

　事実だし、ボスのことを知るのは秘書の務めでもある。

「クレアシオンは、もともと俺の親父がやっていた電子機器の代理店が出発点だ。親父の仕事が順調にいく陰で、俺が小学生の時に母が体調を崩して亡くなった」

「そうですか……」

　私も幼いころに父を亡くしているから、社長の気持ちが少しわかるような気がした。

「寂しさを紛らわすために、ますます親父は仕事にのめり込んでいった。当然、俺はほったらかしだ」

　それも覚えがあることだった。うちの場合は店舗が自宅と一緒だったので、母はいつもそばにはいたけれど、やはりどこかに構ってもらえない寂しさを感じていた。ひとりで食べる夕飯の味気なさを思い出す。

　社長は普段と変わらない表情だったけれど、その奥に寂しさが見えて胸が痛んだ。

「けど、毎年この日だけは――亡くなった母の誕生日だけは、親父とふたりでこの店に来ていた。母親が好きな店だった」

「お母さまのお誕生日……ですか？　今日が？」

「あぁ。命日だとしんみりするから、誕生日に来ていたんだ」

　そのころのことを思い出して懐かしんでいるようだ。

「……そんな大切な思い出のお店だったんですね。予約は二名でされていたようですが、どなたかとご一緒の予定だったのではないですか？」

　――本当は誰と来るつもりだったんだろう？

　誰かの代わり……そう考えると、胸がズシリと重くなった。

「親父だよ」

「お父さまと？」

「親父が死んだ年、この店から連絡が来たんだ。『本日のご予約の件ですが』ってな」

　社長の瞳に悲しみの色が宿る。私は黙ったまま、視線で話を促す。

「いつごろだったか……高校に入ったあたりだろうか。そのころになるとそのたった一日を父親と一緒に過ごすことさえ、煩わずらわしくなった。まぁ、誰もが経験あるだろう？　それから俺はこの店には来なくなっていたんだ。突然の電話に驚いて尋ねると、俺が行かなくなってからも、親父は毎年ふたり分予約をして、ここでひとり飯を食っていたらしい」

「そうですか……」

　彼の声こわ色いろから、当時のことを後悔していることが手に取るようにわかった。普段からまるで氷のように冷たい表情で気持ちを隠している社長だったが、いつも一緒にいる私には、その冷たい表情の中の微妙な変化を感じ取れた。

「それから……親父が亡くなってからは、俺が自分で予約して来ることにしている」

　――相手はお父さまだったんだ……。

　勝手に変な詮せん索さくをしていた私には、この席に座る資格などないような気がした。大切な思い出の場所と時間を汚してしまったような気がして、いたたまれなくなる。

「そんな大切な思い出のお店に、私なんかがご一緒してすみません……」

「どういう意味だ？」

「私はただの秘書ですから……」

　だんだんと声が小さくなる私を、社長が笑った。

「そんなこと気にするな。それにいつから〝ただの秘書〟に戻ったんだ？　俺は別れたつもりなんてないぞ」

「でも……」

　恋人だと言っても名ばかりなのに、社長が時々こうやって私を恋人扱いするたびに、チクリと胸が痛む。

「まぁ、そんなに気になるなら、バレンタインデーのお返しだとでも思え」

「お返しって……それは普通ホワイトデーにするものですよね？」

「俺がせっかちなのはよく知っているだろう。借りを作ったままにしたくない」

　――そんな言い方、身もフタもない。でも社長らしいと言えばらしいけれど。

「あくまでも義理ですから、お返しなんて気になさらなくてもよかったのに」

　――もし今、私の本当の気持ちを伝えたら、社長はどう思うだろうか。

　弱虫な私は、ふたりの関係が大きく変わることが怖かった。自分の気持ちを社長に悟られないようにするので必死だ。

「お前も頑固だな。そういうことにしておいてやるから、とにかく食事を楽しめ」

　苦笑した社長が視線を向けた先には、先ほどの女性が鉄のプレートの上でジュウジュウと音を立てるハンバーグを持って立っていた。




「ん～！　おいしい！」

　ハンバーグを頬張った私は、思わず唸うなるような声を上げていた。

　ナイフを入れると肉汁が溢れ出し、鉄板がジュワッとひときわ大きな音を立てる。

　ふうふう息をかけて冷ますが、待ちきれずにまだ熱いハンバーグを口に放り込む。

　熱い！　けど、おいしい！

「うまいだろう？」

　社長は私に負けず劣らず大きく口を開けて、まるで子供のようにハンバーグを頬張っていた。

「はい、とってもおいしいです。実は社長が食事なんて言うから、どんなお店に行くのかと思ってたんですけど……」

「がっかりしたか？」

「違います！」

　私は慌てて否定した。

「いつも行かれているような高級店で、もっと緊張しながら食事をすることになると思ってたので、逆にうれしいというか……」

　それに、ここは進藤社長にとって大切な場所。きっと他のどんな高級レストランにもこの店の代わりはできないはずだ。

　社長は〝私だから〟連れてきたわけじゃないだろう。けれど今は彼の大切な思い出に触れることができたことを喜ぼうと思った。悪いことばかり考えていては、目の前にある大切な時間を無駄にしてしまう。

「私のうちは、小さな弁当屋だったんです。社長と違って、私には店を継ぐ能力がまったくなかったんですけど……。そのせいか、こういう雰囲気のお店のほうが落ち着きます」

「よかった」

　そうひと言で返事をした社長の顔が、いつになく自然な笑顔だったので思わず見とれてしまう。いつもの冷たい表情の彼しか知らない人なら、別人だと疑うレベルだ。

　その日はそれ以上、社長が自分のことを語ることはなかった。しかし、ふたりの間に流れている雰囲気は、ここに来る前と後で少し変化した気がした。

　社長は周りが思っているような人じゃないことは、これまで一緒に過ごしてきた時間でわかっている。けれど今日は彼の心のもっと深い場所に触れて寄り添えた気がして、今まで以上の親密さを覚えながら、社長との食事を楽しんだ。

　――渡すか悩んだ〝バレンタイン〟プレゼントだけど、やっぱり渡してよかった。




　食事が進みデザートのバニラアイスが運ばれてきたころ、社長がふと思い出したのか急に明日の予定について告げた。

「言い忘れていたが明日、一枚絵が届く」

「え？　でも総務からはなにも聞いていませんが」

　そんな話は初耳だ。そもそも備品の話を社長の口から聞くなんてこと自体が異例だ。

「俺の大学時代の友人から個人的に買ったものだ。先日訪ねてきた岩村という女性を覚えているか？」

「はい」

　ずっと気になっていたのに、聞けずじまいだった相手の素性がふいに明らかになる。

「彼女は画廊に勤めていて、そこから購入したんだ。明日には届くはずだから、受け取ってくれ」

「かしこまりました。大学時代のご友人というと、砂田さんや希望さんも岩村さんのことをご存じなんですか？」

「あぁ。きっと懐かしがるだろうな」

　そうか、学生時代の友達だったんだ。だからあんなふうに砕けて話をしていたんだ。

　ここ最近、社長のこととなると、細かいことまで気になってしまう。そんな自分が嫌で仕方がないのに、謎の美人が友人だとわかると一安心した。

　すっかり気分がよくなった私は、溶けかけたアイスクリームを口に運ぶ。バニラビーンズの香りが鼻から抜け、濃厚なクリームの甘さが口一杯に広がった。

　それは甘くて幸せな味だった。




　食事を終えた私たちは、お店の人に見送られながら外に出る。暖房で温められた店内から、冷たい風が吹きすさぶ外の通りに出てブルッと身震いした私を見て、社長が「タクシーを拾おう」と大通りに向かって歩きだした。

「あの、時間もまだ早いですし、私は電車で帰りますから」

　先を歩く社長の背中に声をかける。

「駅まで距離がある。大人しくタクシーで帰れ」

　こちらを振り返ることなく、いつものスピードで大通りへと出ると、そこで足を止める。私も急いでその背中を追いかけると、社長の隣に並んだ。

　あまり人ひと気けもない場所で、タクシーが数台通過したけれど、どれも人を乗せていた。

「なかなか、来ないですね。呼びましょうか？」

　コートからスマートフォンを取り出そうとした私の手を、突然伸びてきた社長の手が強く掴む。

「今日はお前が一緒でよかった」

「えっ？」

　突然の言葉に驚いて、隣にいる社長を見上げる。すると戸惑ったような、優しい色を浮かべたアーモンド形の瞳にぶつかった。

　彼の瞳の色が、わずかに変わる。寒空の下なのに、体が火照るほどの熱い視線を感じて、私は戸惑ってしまう。

　強く握られたままの手、痛いほどの視線。そのどちらからも逃げられずに、私はただジッと固まってその瞳を見つめ返すことしかできない。

　握られた手をグイッと引かれ、彼までの距離がさらに縮まる。私を見つめていた進藤社長の顔が、ゆっくりと近づいてきた。

　彼の吐息が頬に触れたのを感じた瞬間、私の唇は社長の唇と重なっていた。おどろきで目を見開いたままの私から、彼の唇が離れていく。

　ドキドキと音を立てる胸、上昇する体温、私はそれをどうすることもできない。

　そこには私を熱っぽく見つめる社長の姿があった。きっと時間にしたらほんの数秒のことだろう。でもそのキスが私に与えた衝撃は大きすぎて、言葉を発することも、繋がれている手をほどくこともできない。

　私の手を包む社長の手が熱い。

「……どうしてこんなこと、するんですか？」

　やっとのことで理由を尋ねる。この熱い手の理由がどうしても知りたくなってしまう。私はこのキスになにか深い意味が込められていると思いたかった。

「特別な理由が必要か？」

　――社長は、意味もなくこんなことをするのだろうか？

　彼の言葉に戸惑っている私の前で、社長が繋いでいないほうの手を挙げた。するとタクシーが停まり、すぐに扉が開いた。

　社長はなにも言わずに、私の腰に手を添えて車に乗るように促した。

　大人しく私が乗り込むと、社長は私のアパートの住所を告げ、運転手にお金を渡す。

「あの、社長は？」

「まだ仕事が残っているから、社に戻る。気をつけて帰れ。――出してください」

　最後に運転手への言葉を告げると、タクシーから離れた。

　すぐにドアが閉められたので、ガラス越しに社長の表情を窺うことしかできない。

　タクシーが走りだしても、なにか考えていた様子の社長が気になり、後ろを振り返る。さっきまで私がいた場所には、コートのポケットに手を入れた社長が立ち、ジッとこちらを見送っていた。ずいぶん距離が開いても、まだその場で見ているようだった。私はタクシーが交差点で左折して、その姿が見えなくなるまで、何度も振り返っては確認した。




　唇にそっと触れてみる。さっきキスされた感触がまだ残っている。その時のことが思い起こされ、甘い痺れが体中に走る。

　『どうしてこんなこと、するんですか？』

　その質問の明確な答えは返ってこなかった。

　私たちふたりの関係は、私が勢いで言った『恋愛したい』という言葉から始まった。

　しかし社長にとってそれは、私を秘書として拘束するための方便だ。

　――こんなふうに私を戸惑わせるのも社長の作戦？

　だとしたら、私はその罠にまんまとハマっている。この胸の切なさは、自分の中で隠し切れないほどに大きくなっていた。

　――私を拘束するためだけに、あんなキスするだろうか……。

　社長の気持ちがわからない。でも……間違いなく、私と進藤社長はキスをした。私にとっては特別なキスを……。

　どんどん好きになっていってしまう自分の気持ちを止められそうにもない。

　社長への気持ちを、改めて思い知らされた夜だった。













素敵な人







「こんな簡単な書類に、いつまで時間をかけているんだ！」

　進藤社長はその苛立ちを隠そうともせず、指でコツコツとデスクを叩いている。

「申し訳ございません」

　私は謝りながらもパソコンの画面から目を離さず、一心不乱にキーボードを叩いて一秒でも早く書類を仕上げようとしていた。

　いつもどおりの社長室の光景だ。そう、〝いつもどおり〟……。

　昨日のキスが幻だったかのように、普段となにも変わらない。

　社長のオンオフの切り替えがはっきりしているのはいつものことだ。だけど、私は彼のようにうまくはできない。ふとした時に昨日の余韻が襲ってきて、そのたびに私の頭の中が、社長で一杯になってしまう。

　あのキスが特別だと感じたのは、私だけなのかもしれない。

　それでもあのキスは、私の社長への恋心を加速させた。

　強い圧力を感じながらも、なんとか書類を仕上げて社長へと提出する。

「お待たせして、申し訳ありませんでした」

　社長は差し出された書類をチェックしながら、なおも不満気だ。

「どうやったら、こんな書類にここまで時間がかかるんだ。教えてくれ」

「面目ございません」

　社長のことばかり考えて作業効率が落ちているだなんて、口が裂けても言えない。

　社長はチェックが終わると、すぐに別の書類を一枚差し出した。もちろん次の仕事だ。私に休息などない。

「可か及きゅう的てき速すみやかでいい」

　〝でいい〟とは言っているけれど、要するにこれも早く仕上げろという意味だろう。

「かしこまりました」

　返事をして、渡された書類に目をやる。そこには、読解困難ないつもの象形文字が並んでいた。普段ならそこで眉をひそめる私だったけれど、今日は思わず口元が緩んでしまった。

　その象形文字は、私が昨日渡したブラウンブラックのインクで書かれていたのだ。うれしさのあまり顔を上げて社長を見る。一瞬目が合ったけれど、すぐに逸らされた。しかし社長の口元も緩んでいるのが見える。

「そんなところに突っ立ってないで、さっさと仕事しろ」

「はい」

　いつもと同じ言い方だったけれど、私の返事はいつもの数倍明るかった。その横暴極まりない言い方だって、なんでもないことのように思えてしまう。

　恋というのは人の感覚をおかしくさせるらしい。インクを使ってもらえるだけで、どうしてこんなにうれしくなるのだろう。

　私はデスクに戻ると、社長のリクエストどおりに〝可及的速やかに〟渡された仕事に取りかかった。




　そうこうしているうちに午後となり、社長は取締役との打ち合わせで席を外し、私はその間に溜まりに溜まった仕事を片付けていた。

　集中して仕事をしていると、総合受付から連絡が入る。岩村さんがお見えになったようだ。

　しばらくして扉がノックされる。私が返事をすると扉が開き、そこには豊川さんに案内された岩村さんが立っていた。

「二時にお約束いただいていた、岩村です」

「お待ちしておりました。中へどうぞ」

　豊川さんは一礼すると、扉を閉めて受付へと戻っていく。

「私、進藤の秘書をしております、清家と申します」

　私が名刺を差し出すと、相手も美しい所しょ作さで自分の名刺を渡してくれた。

「『画が廊ろう　国くに富とみ』の岩村です」

　お互いに挨拶を済ませると、お茶の準備にかかる。

「そちらにおかけになって、しばらくお待ちください」

　簡易キッチンで、紅茶を用意してお出しする。進藤社長から彼女にはそうしてほしいと指示があったからだ。

　彼女の座っているソファの向かいに「失礼します」と声をかけて、腰を下ろした。

　紅茶をひと口飲んだ岩村さんは、ほっこりとした笑顔で「おいしい」とつぶやき、私のほうを見た。その笑顔につられて私も顔を綻ばせる。

「生あい憎にく進藤はまだ打ち合わせ中でして、代わりに私が承うけたまわるようにと言われております」

「そうですか……残念です。先日久しぶりにお会いしたのが楽しくて、家に戻ってから色々と思い出したこともあったから、またお話したかったんですが……」

　一瞬にしてほっこりとした笑顔が曇った。

「少しでもお会いできればよろしいのですが……。あの、先にそちらの絵を受け取っておきましょうか？」

　岩村さんのそばに置かれた梱こん包ぽうされた絵画を指差す。

「あ、私ったら、本来の目的を忘れるところだった」

　茶目っ気たっぷりに首をすくめる姿が、とてもチャーミングだ。

「中を確認しますか？」

「はい」

　丁寧に梱包材を解いていくと、青を基調にした美しい絵画が出てきた。大きさは十二号サイズだという。

「わぁ……素敵ですねぇ」

　仕事中だということも忘れて、思わず感嘆の声を上げた。

「でしょう？　フィンランドの新進気鋭の作家さんの作品なんですが、海を表現しているものなんです。このなんとも言えないブルーが美しくて、この作家さんの作品の中でも特にお勧めのものなんですよ」

　うれしそうに作品について解説をしてくれる。

「すみません、絵のことになると夢中で。実は私、大学時代は進藤くんと同じ経済学部だったんですけど、絵が好きで大学を卒業してからもう一度、美術系の大学で勉強し直したんです」

「そうなんですか。すごい情熱ですね」

　おっとりして見えるのに、大学に二度も通ってまで自分のやりたいことを実現するだなんて、なんてパワーのある人だろう。

　話をするうちに、すぐに魅力的な人物だと気がついた。

「でもこの仕事もいつまでできるか。父が結婚しろってうるさくて――」

　その時、扉が開いて社長が戻ってきた。

「ずいぶんと話し込んでいるじゃないか」

「よかった、会えないかと思ってたの」

　岩村さんはうれしそうに声を上げ、私は立ち上がり、社長に一礼する。

「遅れてすまない。清家、悪いが総務部の金子部長のところに行って至急すり合わせしてほしい案件がある」

「はい。かしこりました」

　私は返事をすると、岩村さんに会釈をした。

「清家さん、またゆっくりお話しましょう」

「ありがとうございます」

　そう返事をする私に、岩村さんは素敵な笑顔を見せてくれた。

　エレベーターに向かいながら、ふと思った。砂田夫妻にしても岩村さんにしても、社長の周りには素敵な人が多い。

　昨日、今日と私の知らない社長の一面に触れられる機会があった。こうやって少しずつでもいい。もっと社長のことを知っていきたい。

　きっともっと知ってしまうと、もっともっと好きになってしまうだろう。

　だけどもう今さらこの気持ちは止められない。

　――いつか自分の気持ちを素直に伝えられる自信がつけばいいんだけど。

　彼の周囲の人に負けないように、素敵な人になりたい。そう新たな気持ちが湧き上上がってくるのを感じた。
















第五章













ふたりの女子会







　三月に入ったある日のこと。自分のスマートフォンをポケットから取り出し、ディスプレイを確認した社長は、渋い顔をしながら応答した。

「……もしもし」

　普段そんな表情を見せることはないので、気になって様子を窺う。「あぁ」とか「まぁ」とか短い返事を繰り返す間も、眉間の皺はどんどん深く刻まれていく。

　相手は誰なんだろう？　そんなことを考えていると、社長が疲れた様子で自分のスマートフォンを私に差し出した。

「お前にだ、代われ」

「私……、ですか？」

　驚きのあまり人差し指で自分を指す私を見て、社長は言葉なくうなずく。急いで社長のそばにいくと、まるで押しつけるようにしてスマートフォンを渡してきた。

「お電話代わりました。もしもし――」

《あ、梓ちゃん？　私、希望》

「の、希望さんっ!?」

　驚いて素すっ頓とん狂きょうな声を上げた私を、目の前の社長が睨む。

　――忘れてた……仕事中だった。

　進藤社長の鋭い視線から逃れるように、少し背中を後ろに向けて話を続ける。

《実はね、今東京に出てきてるの。だから会えないかなぁと思って》

　砂田さんの実家に戻ってから、あまり会うことのできない希望さん。せっかくのチャンスなので会いたい。しかし決算前であるこの時期は、一年で一番忙しい。目の前にある膨大な仕事を放りだすことなどできない。

「あの、せっかくなんですけど……」

　デスクの上に高く積まれた書類を見て、断ろうとする。

《仕事なら問題ないわよ。進藤くんに許可はもらったから。なんのためにわざわざ彼に連絡入れたと思ってるの？》

「え？」

　振り返って社長を見ると、〝シッシッ〟と手を振られた。ぞんざいな扱いだったが、今日は早く上がっていいという意味だと理解した私は、テンションが一気に上がる。

「定時に終わらせたら、すぐに行きますから。場所はどうしますか？」

　久しぶりに希望さんに会えることになってうれしい。お店を予約してから再度連絡することにして電話を切ると、社長にスマートフォンを返した。

「あの、ありがとうございました」

　ニコニコ顔の私を見て、社長は呆れた顔をした。

「そんなに、アイツに会うのがうれしいのか？」

「そりゃぁ、もう」

　学生時代は勉強とバイトに明け暮れ、社会人になってからもろくに遊ぶゆとりのないまま仕事をしてきた私には、心を許せる友達が多くいない。その中でも希望さんは、私にとってなんでも話せる姉のような存在だ。

「あの、ありがとうございます。今日の分の仕事は明日必ずしますから」

「別に気にしなくていい。一日くらいお前がいなくても、どうにでもなる」

「では、お言葉に甘えて、本日は定時に上がらさせていただきます」

　私はそう宣言すると、いつもの倍以上のスピードで仕事をして、先ほど予約した希望さんとの待ち合わせ場所へ向かった。




「希望さん！」

　店の中で待つこと約五分。キョロキョロ辺りを見回しながら歩いてくる希望さんを見つけた私は、大きく手を振って名前を呼ぶ。私に気がついた希望さんは、笑顔で小走りになる。

「ごめんね、待たせた？」

「いえ、さっき来たばかりですから」

　待ち合わせをしたのは、最近できたばかりのおいしいシャンパンが飲める店だ。

　希望さんとの電話を切った後、こっそり豊川さんに教えてもらった女子会にお勧めのお店だ。予約が取りづらいと聞いていたけれど、運よく席が確保できた。仕事も早く上がれるし、店の予約も取れるしで、今日の私は最高についていると思う。

　店内で最初に目がいったのは、ゆったりとしたバーカウンターだった。壁一面に並べられたグラスが、間接照明で照らされてキラキラと輝いている。

　私たちの席は、赤いソファが印象的な奥のテーブル席だった。テーブルの上にはキャンドルが飾られていて、薄暗い店内がほのかな光で揺らめいている。

　手前の椅子に腰掛けていた私は、希望さんに奥の席を勧めた。

「すごく素敵！　いいお店知ってるわね」

「なにせ社長秘書ですから……と言いたいところなんですが、同僚に教えてもらったんです。希望さんお酒が好きだし、いつもは日本酒に囲まれて暮らしているだろうから、今日は趣しゅ向こうを変えてシャンパンバーにしてみました」

「気が利くわね！　さぁ、今日は飲むぞー！」

　喜々としてメニューを見つめる希望さんを見て、喜んでもらえたことにほっとする。

「まずは、やっぱりシャンパンよね？　この限定ボトル、いっちゃう？」

「いいですね！　せっかくだし、ボトルで頼みましょう」

　先にお酒をオーダーすると、アミューズと一緒にボトルとフルートグラスが運ばれてきた。ウエイターが丁寧にふたりのグラスにシャンパンを注いでいく。シュワシュワと音を立て、気泡が次々とグラスの中ではじけた。

「それでは、ふたりの再会にカンパーイ！」

「乾杯！」

　グラスを掲げてシャンパンを口に含む。フルーティでやや甘めの味わいは飲みやすく、何杯でもいけそうだ。

「おいし～い！」

「ですね！」

　ふたりの喜びの声で女子会がスタートした。

　シャンパンがおいしいせいか、ふたりのテンションも上がる。

「本当においしいですね。ここならお酒にうるさい社長も文句を言わないかも」

「そうなの？　ボスの好みがうるさいと大変ね」

「そうなんです。でもその分認められると『やった！』って思うんですよ。もちろん、社長が一番好きなお酒は『砂すな田だ酒しゅ造ぞう』のものですけどね」

「そういう抜け目のないところは、さすが秘書よね」

「恐縮です」

　希望さんの褒め言葉に、おどけたふうに頭を下げる。顔を上げると希望さんと目が合い、ふたり同時に吹き出して、声を上げて笑った。

　シャンパンと一緒に運ばれてきた、エビとブロッコリーを使ったアミューズと生ハムをつまみながら、メニューを一緒に覗き込む。

　バーでありながら、きちんとした食事も取れるようになっている。女子力の高い豊川さんのお勧めだけあり、どの料理もおいしそうだ。

　シェアすることにして何品か注文すると、すぐにお互いの近況の話になった。

「この間会ったのって、そんなに前でもないよね？　でも、久しぶりな気がする」

「そうですね。メトロにいたころは毎日会ってましたから」

　今となってはお互いまったく別の仕事をしているのだから、人生はなにがあるかわからない。

「その後ご実家のお手伝いは、どうですか？」

　希望さんは砂田さんの実家の造り酒屋を一緒に手伝っている。義理のご両親と同居して、さらに一緒に働くのだから、私には窺い知れない苦労があるのだろう。

「それがね、ぜーんぜん平気。ほら、向こうは男兄弟でしょ？　『娘ができたー！』って喜んでくれてね、それはそれは大事にしてもらっているの。もう〝お嫁さま〟状態で、上げ膳据え膳よ」

　ケタケタと笑いながら、楽しそうに話す。

「そうなんですか？　私てっきり、昼ドラみたいなのをイメージしてたから……」

「ぜーんぜん。そりゃ、今までと違う仕事をしてるんだから、大変は大変よ。覚えなきゃいけないことも山ほどあるし、体力的にもキツイ。でも、太一についていくって決めたのは私だし、あの人がいればどこでなにをしてても幸せだから」

　シャンパングラス片手にニコニコと幸せそうにのろける希望さんを見て、私まで幸せな気分になった。

「それより、梓ちゃんはどうなの？　やっぱり進藤くんと一緒に働くのは大変？」

　改めて聞かれて、一瞬返事に困った。

　――大変じゃないと言えば嘘になる。

　最初は私だって、嫌で仕方なかった。もう一度大好きな秘書の仕事につけたのはうれしいことだったけど、進藤社長のやり方に慣れるまでは『どうして私が……』なんて恨み言をつぶやきながら、日々の仕事をこなしていた。何度『他の重役の秘書だったらよかったのに』と思ったことか。

　けれど半年も経つころには、当初の気持ちなどどこかに消えてしまっていた。

　毎日目が回るほど忙しいけれど、彼の動きや癖、仕事のやり方を理解すると、自分がどう動けばいいのかがわかってきて、どんどん仕事が楽しくなっていった。

「で、どうなの？」

　考え込んでいると、希望さんがおしぼりをマイクのようにして私に向けた。

「どうって……大変ではないですよ。もう慣れたので」

「嘘ー！　あんなに何人も秘書を辞めさせた男よ？　いじめられてるんじゃないの？」

　私の言葉に納得しなかった希望さんが、マイクに見立てたおしぼりをずいっと近づけてくる。

「いじめられてなんかないですよ！　むしろ色々助けてもらっています」

「本当にー？」

　と言いながら、強い疑いの眼差しをこちらに向ける。

　私は誤解を解かねばと、試みる。

「ああ見えて、けっこう優しいんですよ。下の人の意見もいいと思えばきちんと話を聞いて取り入れるし、部下が弱っているとみれば、自ら現場作業までしてトラブルの解決もするんです。それに最近気がついたんですけど、私が明らかにキャパオーバーの時には、いつもなら私がする仕事をご自分で処理してくれたりするんですよ。今日だって、気持ちよく送り出してくれましたし」

　必死になって社長のフォローをする。いくら希望さんでも、自分の好きな人のことを悪く言われたくはない。

「そうなの？」

　気のない返事をする希望さんに、私はなおも社長の話を続けた。

「私ドイツ語が苦手なんですけど、主要な取引先にドイツの会社があるんです。昔からのつきあいの会社だから、社長が直接やり取りする機会も多くて。私も英語だけじゃなくてドイツ語もどうにかしたいって社長に相談したら、ご自分が使っていたドイツ語の初歩テキストと辞書をくれたんです。しかもポイントになるところや、難しいところにはわざわざメモまで付けてくれて」

　勢いよく話して喉がカラカラになった私は、シャンパンをひと口飲んで言い切った。

「とにかく、社長はみんなが思っているほど、ひどい人じゃないんですよ」

　希望さんの疑いの眼差しに、私は必死で否定をしていた……つもりだったのだけど、我に返ると、ニヤニヤと人の悪い顔をしている希望さんに気がついた。

「ふ～ん。そうなんだぁ」

　テーブルに頬杖をついて、私の顔を見ながら意味深な笑いを続けている。

「な、なんですか？　なんで笑ってるんですか？」

　居心地の悪い思いがして、その笑みの意味を尋ねた。

「梓ちゃん、自分でわかってるの？」

「なにがですか？」

「やっぱり、わかってるんだぁ」

　なにがおかしいのか、ひとり笑いながらシャンパンを飲んだ希望さんは、グラスを置くと私に人差し指を突きつけてきっぱりと指摘した。

「梓ちゃん、進藤くんのこと好きになっちゃったのね」

「なっ、なに言ってるんですかっ!?」

　カウンターの向こうにいるバーテンダーが私の大声に気づき、こちらの様子をそれとなく窺っている。私は小さく頭を下げてから、まだニヤニヤしている希望さんに向き直り、声のトーンを落として話を続けた。

「どうして、私が進藤社長を好きだなんて話になるんですか！」

　焦った私は懸命に反論したけれど、希望さんはどこ吹く風といったように、まったく気にせずに笑顔で話し始めた。

「以前から、進藤くんと梓ちゃんの相性はいいと思ってたのよ。なんせ、彼の秘書を二年も務めるくらいだし。梓ちゃんも、それは認めるわよね」

　私は、希望さんの言葉にしぶしぶうなずき、相性がいいことを認める。

「そこは認めるわけね。じゃあ、もう好きって白状しちゃいなさい！」

　相手にもまだ伝えていない自分の気持ちを、社長の友人でもある希望さんに話すだなんて恥ずかしすぎる。

　私はなんとかごまかそうとする。

「だから、どうして希望さんは、そんなふうに言うんですか？」

　相性がいい＝異性として好き、は直結しないはずだ。そんなことで恋心が成立するなら、世の中、恋愛で溢れ返ってしまう。

「梓ちゃんって、本当にかわいいわね。自分が進藤くんの話ばかりしてることに気がついてないの？」

「え？」

「店に入ってから、料理の話以外は全部、進藤くんの話をしてるわよ」

　指摘されて驚いた私は、慌てて否定する。

「そんなことないですよ。それは希望さんが話を振ってきたからで……」

「いや、違うわ。最初は他の話をしていても、いつも最終的に梓ちゃんが進藤くんの話をするから、私が直接話題を振ったのよ。梓ちゃんが話をしたいんだと思って」

　言われてみれば、そんな気もしてきた。

「そんな……でも私、本当に毎日仕事しかしてないから、社長の話が多くなるのは仕方のないことなんです」

　まるで自分に対して言い訳しているみたいだ。

　自覚すると途端に恥ずかしくなってしまう。熱を持った頬を、どうやってごまかそうかと必死に考えた。

「そう、今の梓ちゃんの一日は、進藤くんで占められているのね……」

　希望さんは目を輝かせながら胸のところで両手を組み、脳裏になにかを思い描いているようだ。

「いいわねぇ……恋かぁ」

　完全に妄想の世界に入ってしまった希望さんには、なにを言っても無駄だ。私は諦めて、目の前にあるそば粉のガレットをつついた。

　そもそもあんな横暴で冷たい人、私のタイプじゃない。でも……本当の社長は、真しん摯しに仕事に向き合い、柔軟な頭を持っているし、部下のこともよく見てくれている。

　おにぎりを差し入れた時も、バレンタインにインクを渡した時も、私のちょっとした気遣いにさりげなく応えてくれた。

　――彼のそばで働けて、充実している。

　もし今、他の部署へと異動の辞令が出れば、間違いなくショックを受けるだろう。

　最初はあれだけスラスラ言えた彼を嫌いな理由を並べようと思っても、もう無理だ。それくらい私の心は社長に囚われてしまっている。

　気持ちが乱れてグチャグチャになってきた私は、手元のシャンパングラスを持ち上げ、まだ半分くらい残っていたシャンパンを一気に飲み干した。

「ねぇ、もうキスぐらいした？」

「ごほっ……ごほっ」

　希望さんの言葉で口に含んでいたシャンパンが気管に入り、激しくむせてしまう。おしぼりを口にあてて、なんとか落ち着かせた。

「い、いきなり、なにを言ってるんですか？」

「え～ちょっと聞いただけなのに、その反応……まさか!?」

　疑いの眼差しを向けられたけれど、それを認めるわけにはいかない。

「ないない、絶対ないです！」

「いや、その慌て方、あやしいわね〜。白状しなさい！　ふたりはどこまで進んでるの!?　認めて楽になりなさい」

　認めたところで、楽になれるとは思えない。キスもしたし、つきあっていることになってはいるが、私たちのつきあいは普通の恋愛とは程遠いものだから。

　アルコールが回った希望さんの追及をかわすのは、いつにもまして難しい。

　なんとか話をそらそうと必死になるが、希望さんはまったく聞き入れてくれない。

「ねぇ、いいじゃない。ちょっとだけ。なにがあったのか教えてよ〜」

「だから、なにもないですってば！」

　それからの私はなんとか希望さんの追及をかわし続けるのに必死で、せっかくのおいしいシャンパンにまったく酔うことができなかった。













お前がいい







　三月も中旬になると、毎日のように桜の開花予想をニュースで目にするようになる。しかし花見の予定を立てるゆとりもなく、決算期の今を乗り越えることだけを考えて忙しく働いていた。

　あれから社長と特別な事はなにもなかった。お互い仕事が忙しく、プライベートな時間さえ取るのが難しかったから、当然のことかもしれない。

　けれどその忙しい期間でも、要所要所で私の体調を気遣う言葉をかけてくれたりと、社長がくれる小さな優しさに、日々喜びを感じていた。

　――いけない、ついぼーっとしてしまった。

　お昼休みだから誰に咎とがめられるわけではないけれど、午後からのスケジュールをもう一度確認しなくては。

　私は、デスクの上に広げた手帳を見る。社長は夕方から、とある企業が主催するチャリティオークションに出席する予定だ。それに明日からは、五日間の海外出張が入っている。

　社長が出かけたら、ひとりでゆっくりと仕事ができそうだ。溜まっていた仕事が片付けられると思うと、少し安堵した。

　夕方までに社長に確認してもらわなければいけない仕事を前倒しですることにした。

　間もなく十三時だ。社長が出発する時刻まで、もうあまり時間がない。焦ってキーボードを叩く私に、社長が新たな仕事を依頼してきた。

「清家、すぐにタクシーでここに行って、全部先方の言うとおりにして来い」

「あ、はい。ここでなにをすればいいんですか？」

　お馴染みの象形文字が書かれた小さなメモを受け取りながら尋ねる。

「詳細は先方に確認しろ。時間がない、急げ」

「はい！」

　私は、引き出しのバッグを取り出す。

「いってまいります」

「あぁ」

　社長に声をかけて、部屋を飛び出した。

　タクシーで大急ぎで向かった先は、高級ブティックだった。

　私でも聞いたことのあるセレクトショップで、セレブ愛用の一流ブランドを取り扱っている。もちろん、私は生まれてこの方、一度も足を踏み入れたことはない。

　まさか、仕事でこんな場所を訪れるとは思ってもみなかったが、少し気後れしながらも入口に立つと、ドアマンが重そうな扉を開けて中に入れてくれた。

「いらっしゃいませ」

　黒いタイトスーツに身を包んだ女性が、すぐに声をかけてくれる。

　どう見てもここに来る客には見えない私にも、完璧な笑顔で応対してくれる。やっぱりこういう高級店は、教育も行き届いているみたいだ。

　変なところに感心していた私は、社長の『急げ』と言う声が脳内再生されて、ハッと我に返った。

「あの私、クレアシオンの清家と申します。弊社の進藤からこちらへ伺うようにと言こと付づかったのですが」

「清家さま、お待ちしておりました」

　優雅に頭を下げた女性は、顔を上げると私を奥の階段へと導いた。

「足元にお気をつけください。大事なパーティの前ですから」

「パーティ？」

「はい。本日開催されるチャリティオークションの準備で、こちらへいらっしゃったのでしょう？」

「えぇえええ？」

　階段の途中で固まり、変な声を上げた私を見て女性が驚いた顔をする。

「あの、ご存じなかったんですか？」

　言葉なくうなずく私の背中に手を回し、上に向かうようにと促した。優しいけれど、有無を言わさない態度に、私は止まっていた足を動かし始める。

「私、急いでここに行って、すべてこちらの指示に従うようにと言われただけなんですが……」

「まぁ……でも、実際そのとおりですわ。時間もありませんし、私どもの言うとおりにしていただくことになりますから」

　にっこりと微笑み、私を大きな鏡のある試着室へと押し込む。

　急いで仕事しなきゃいけないのに、どうしてこんなことになったんだろう？

　私はまだ状況が理解できずに、戸惑っていた。

「清家さま。そちらにかかっているのが、本日のドレスになります」

「でも私、ドレスなんて」

　今までも社長秘書という立場から、パーティに参加したことはある。しかしそれは、あくまで秘書としての参加で、普段どおりスーツを着ていた。今回は訳が違う。

「先ほども申し上げましたが、お時間がございません。私どもの仕事を助けると思って、ご協力いただけませんか？」

　困った顔を見せられると弱い。確かにここで私がいつまでもウダウダ言っていると、店のスタッフが困るだけだ。

「わかりました。これ、ですね」

　かかっているドレスを手に取ると、女性はうれしそうに微笑んだ。

「はい。きっとお似合いになると思いますよ」

　女性の言葉に励まされた私は、言われたとおりに着替えることにした。




「あの……」

「まぁ、よくお似合いですっ！」

　試着室から出ると、お決まりのセリフをかけられた。

　しかしそれがまんざらお世辞だけではないことが、周りにいるスタッフの満足そうな顔からわかる。

　自分でも、まさかこんなに似合うとは思ってもみなかった。

　シャンパンゴールドのロングドレスは、前から見るとフレンチスリーブで露出度はあまり高くなく、大人しい印象を受ける。しかし背面はすべて花模様のレースになっていて、うっすらと肌が透けて見えた。しかしそこに嫌らしさはなく、大人の女性の上品な色香を匂わせる作りになっている。スカートにはなんの装飾も施されていないが、そのシンプルさ故ゆえに計算し尽くされたであろうフォルムが完璧だった。

　派手さよりも気品を重要視したドレスに、私は一気に魅了される。さっきまで、着るのをためらっていたのが嘘みたいだ。

　なんとなく鏡の前でくるりと回ってみる。最初の懸け念ねんはどこへやら、私は鏡に映る自分の姿に大満足していた。もう少しじっくり見ていたかったけれど、スタッフがすぐに私を大きな鏡の前に座らせる。

「ゆっくりとしていただきたいのはやまやまなんですが、お時間がありません。ヘアセットとメイクをさせていただきますね」

「はい」

　私が返事をした時には、既にメイクアップケープがかけられていた。前髪をピンで留めると、すぐにメイクを落とす作業にかかる。

　手のひらのぬくもりが私の顔を優しくほぐしていく。人の手でマッサージをされるのは本当に気持ちがいい。私はここに来た時の戸惑いをすっかり忘れて、リラックスしていた。

「ずいぶんお疲れのようですね、しっかりマッサージしておきましょう」

　目の下にあるクマを指摘されて、恥ずかしくなる。

「でも、とてもきめ細やかでキレイなお肌ですね」

「ありがとうございます」

「きっと、進藤さまの愛情の賜たま物ものですわ」

「はぁっ？」

　それまで椅子にもたれてリラックスしていた私が、急に素っ頓狂な声を上げて体を起こしたので、施術中の女性が驚いた顔になった。

「あの……？」

「か、勘違いしないでください。私と社長はそういった関係ではないんです」

　つきあってはいるけれど、愛情を注がれるような対象ではない。

　全力で否定する私に一瞬驚いた顔を見せたヘアメイクの人が、すぐに顔を綻ばせた。

「あら、あの進藤社長が片想いだなんて……」

「ですから、違うって――」

「このドレス」

「えっ？」

　言葉を遮られて、勢いがそがれた。

「このドレス、進藤社長がご自分で選ばれたんですよ。お忙しいでしょうに、事前にこちらにお見えになって」

「社長がわざわざ？」

「はい。進藤社長が女性のドレスを選ばれるなんて初めてのことでしたし、選ぶ時もずいぶん悩まれていたんですよ。ですからお手伝いを申し出たんですが〝大切な人のだから〟って、どうしてもご自分でお選びになると頑かたくなで」

　その時のことを思い出したのか、クスクスと笑っている。

「そんな様子にスタッフ一同、そんなに想われている女性が羨ましいなんて話をしていたんですよ。それで今日そのドレスを身に着けられた清家さんを見たらぴったりでしたから、やっぱりおふたりはそういう関係なんだと思ってしまって」

「そ、そうですか……」

　意外な事実を聞いて、恥ずかしくなる。

　――まさかこのドレスを社長が選んでいただなんて……。

　それを聞いて、このドレスがさっきよりもずっと価値のあるものに思えてきた。社長がどれほど忙しいのか、この私が一番よく知っている。そんな中、私のために時間を割さいてくれたのだと思うと、うれしさが込み上げてきた。

　――〝大切な人〟って、いったいどういうつもりでそんな言葉を使ったんだろう？

　思わず自分のいいように解釈してしまいそうだ。社長は私のことを本当に好きなのかもしれない、なんて思ってうれしくなってしまう。

　大人しくなった私をたくさんのスタッフが囲んで、あれやこれやと立ち働いている。

　私は鏡に映る自分が、いつもとはまったく違う姿へとどんどん変わっていく様をジッと眺めていた。

「馬ま子ごにも衣い裳しょうだな」

　背後から失礼な声が聞こえてきた。それが合図となって、私の周りにいたスタッフがさっと端へと引いていく。

　私は鏡越しにその人物を見た。ズボンのポケットに手を入れたまま、満足気な顔でこちらに近づいて来る。

　よかった……。とりあえず及第点には到達しているみたい。

「間もなく完成です」

　スタッフの女性が、アクセサリートレイを持ってきた。そこには一粒の――恐らく本物の――大きなダイヤのついたネックレスが載っている。

　女性がそのネックレスを手に取ろうとすると、社長の声が響いた。

「いい、それは俺がやるから」

　――え？

　驚いた私は、一瞬固まってしまう。そんなことをするだなんて、いつもの彼からは想像もできなかった。

　しかし、そんな私の様子などお構いなしに、社長はトレイからさっとネックレスを取り出すと、鏡越しに私を見た。

「髪」

　固まったままの私に、いつもと変わらないトーンの社長の言葉が返ってきた。

「寝ぼけてるのか？　髪が邪魔だからどけろと言っている」

「はいっ！」

　横柄な言い方が、今まさにやってくれようとしていることに対してミスマッチすぎる。とは思うものの、急いで髪をサイドによけた。しかし、急いだせいか、毛束がまだ首筋に残っていた。慌ててそれをよけようとすると、私の手よりも早く、社長の指が優しく動いた。

　ビクリと体に力が入る。ただ首筋を触られただけなのに、どうしてこんなに緊張してしまうのだろう？

　されるがままの私の目前に、社長の手が伸びてきた。しなやかな長い指先が目に入り、こんな時なのに、「キレイだな」なんて感心してしまう。

　その手が私の首の後ろに回されて、ネックレスの金具を留めている。

　彼の指がわずかに首をかすめると、そのたびに体が反応してしまい恥ずかしくて唇を噛んで我慢する。しかし、熱を持つ頬はどうしようもなく、いつもよりも濃い目のチークがその色をなんとか隠してくれることを祈った。

　ネックレスが胸元に収まると、社長が一歩後ろに下がり、鏡に映る私を見つめる。鏡を通して彼と目が合った。直接見つめ合っているわけではないのに、ドキドキと心臓が大きな音を立てる。

　なにか言って欲しい。そんな私の気持ちは伝わらず、社長は「行くぞ」とだけ口にすると、さっさと出口に向かって歩きだした。

「えっ!?　待ってくださいっ！」

　そのまま後を追いかけ始めた私に、スタッフたちが「いってらっしゃいませ」と丁寧に頭を下げてくれる。

　せっかく着飾った姿を見せたのに、唯一もらった言葉が『馬子にも衣裳』だ。

　――まぁ実際そうなのだから、仕方ないか。

　小さなため息をついて階段を降り始める。普段身に着けないロングドレスに足を取られないよう、慎重に歩を進めた。ふと顔を上げると、階段の下でこちらを振り返っている社長がいた。待たせたらまずいと、いつもの習性で急いだせいで、あと数段というところで、ドレスの裾に足を取られてしまった。

「あっ」

　手すりに掴まろうと思ったけれど、間に合わず体がぐらりと傾いた。痛みに備えて身構えた私だったけれど、ポスンと柔らかい衝撃だけが体に加わった。立ちのぼるムスクの香りが、それが社長の体であることを告げていた。

「せっかくキレイなのに、こうも落ち着きがないと台無しだな」

　私をしっかり立たせながら、そう言った。

　――キレイって言われた……。

　〝馬子にも衣裳〟から一足飛びに格上げされた私は、うれしさのあまり小言を言われているにもかかわらず、満面の笑みを浮かべてしまう。

「まぁ、俺が選んだんだから、似合うのは当たり前だけどな。バレンタインにもらったインクのお返しだと思ってくれていい。ほら、間抜けな顔してないで行くぞ」

「はい」

　まくしたてるような彼の言葉が、なんだか照れ隠しのような気もする。バレンタインのお返しならば、当日食事に連れていってもらったのに。

　差し出された彼の腕にそっと自分の手を添えて、私たちは店を後にした。




　チャリティオークションの会場は、有名人の結婚式や国際会議などでもよく使われている、由緒正しいホテルだった。オークションにはそのホテルの一番大きな広間が使われている。

　車から降りる際、いつもなら先に降りる私だけど、今日は社長がエスコートしてくれている。いつもとは逆の立場に、落ち着かずにそわそわしていた。

　一歩会場に入ると、その豪華さに緊張がピークに達する。

　大きなシャンデリアに、足が沈み込むようなフカフカの絨毯。そこかしこには高価そうな花がこれでもかと生けられており、その隙をピンと背筋の張ったウエイターたちが、忙しそうに客にシャンパンをサーブして回っている。部屋の周囲にはなにかが展示されており、中央のテーブルには、シャンパンはもちろんのこと、ビールやワインなどのドリンクがずらりと揃っていた。そのそばには色とりどりのカナッペやオードブルが整然と並んでいる。

　華やかな世界に圧倒されている私のすぐ目の前では、いつもテレビで見かける政治家や著名人たちが談笑していた。

　――場違い感が半端ない……。

　いくら着飾ったとしても、馬子は馬子なのだ。身のこなしの端々にそれが現れてしまうだろう。普段は裏方にいて、華やかな輪の外から客観的に皆を見つめる立場だった私には、そのことが誰よりもよくわかる。

　しかし今や私も、強引に連れられたとはいえ、その輪の中に入ってしまったのだ。なんとかこの数時間だけでも、ボロを出さずに無難にやり過ごさなければならない。

　さっきまではドレスで変身したことにテンションが上がっていたが、目の前に現実を突きつけられて、急に冷水を浴びせられたようになった。

　このような場でも、いつもと同じように堂々とした態度で振る舞う社長を見ていると、自分との立場の違いを感じずにはいられない。

　社長は私とは違い、まぶしい会場の灯りにも負けじとひときわ光り輝いている。普段会社では絶対に見せることのない、その優雅な営業スマイルからは、いつもの眉間の皺はひとつも見つけられそうになかった。

「お前も少しは笑ったらどうだ？　まるで死刑台にでも行くような顔をしてるぞ」

「そんなふうに言われても、無理です。いつもは壁に張りついてる時間のほうが長いですし、ドレスだって着慣れていませんから、緊張してしまって」

　社長の言葉に言い訳を並べる。この環境に馴染むには、私はまだまだ修行が必要だ。

「リラックスして笑えと言っているだけだろう。そんな簡単なこともできないのか？　お前、大学時代に秘書検定取っていたはずだろう？」

「秘書検定にスマイルは含まれません」

　目が合う人に会え釈しゃくをする社長に合わせて、私も頭を下げる。なんとか笑顔を保ちながらも、社長とのヒソヒソ話は続く。

「だったら、慣れることだな。これからこういう機会も増える」

「えっ？」

　思わず大きな声を上げて硬直した私を、社長が冷たい視線で威圧した。

「そんなに驚くことか？」

「いえ、今日だけだと思っていたので……」

「お前がいい」

「は？」

　驚いた私は優雅な身のこなしのことなど忘れて、素の自分に戻ってしまう。

　――ほら、こんなに簡単にメッキが剥がれてしまうのに、この人はなにを言っているのだろう？

　黙り込んだ私を追いつめるように、社長が続けた。

「俺は、お前がいいんだ」

　視線はまっすぐ前を向いていて、私には向けられていなかった。けれどその声色から、彼が真剣だということがわかる。

「そ、そんなこと……」

　話を続けようとしたけれど、目の前に来た人と挨拶を始めた社長には言えなかった。

　いや、理由はそれだけじゃない。社長の言葉に私の心臓が過剰反応してしまい、ドキドキと痛いくらい脈打っている。

　――『お前がいい』って、他の誰でもなく私がいいの？

　私の隣で流りゅう暢ちょうな英語で談笑する男に、問いただしたい。けれどそんな勇気もなく、私はただ彼の話に合わせるふりをするだけで精一杯だった。




　このチャリティオークションでは、国内外のさまざまな美術品や家具、食器、伝統工芸品などが展示されていた。集まったお金は、恵まれない子供たちに寄付されることになっている。

「私、オークションって初めてなんです」

「まぁ、そうだろうな。そんなに頻繁に行われるわけじゃないからな」

「オークションって言うから、進行役の人がハンマーを持っているのかと思っていたんですが」

　私はプライスカードが何枚も上がっている風景を想像していた。

「いや、今回は競り売りではなく入札形式になっている。日本人はこういうやり方のほうが、寄付が集まりやすい。後で配られる礼状に落札者と落札額が明記されるから、みんな見栄をはってそれなりの金額で入札するからな」

「そういうものなんですね」

　感心していると、私の目にひとつのペーパーウェイトが留まった。深いブルーにコロンとしたフォルムのガラス製のものだ。

「これ、素敵ですね。私も入札しようかな。社長はいいものを見つけましたか？」

「いや、興味がない」

　素っ気ない答えが返ってきた。

「そうなんですか？　先日岩村さんから絵をお買い上げになられてましたよね？　チャリティだし、誰かを助けると思ってひとつくらい入札されてみてはどうですか？」

「興味がないと言っただろう」

　きっぱりと言い切られて、がっかりした。たとえ出品されている美術品には興味がなくとも、恵まれない子供たちを助けるためだと思えば、入札してもいいはずだ。

　さまざまなセレブや一流企業の重役たちが行き交うこの会場は、社長にとってはビジネスチャンスの宝庫なのだろう。社長の目的はそれだけなのかと思うと、かすかな失望を覚えた。




　割り切れない気持ちを抱えたまま、作り笑いを浮かべて社長の横に立ち続ける。すると向こうから、ふくよかな初老の男性が、ニコニコとうれしそうにしながらこちらに近づいてくるのに気がついた。

　進藤社長も男性に気づき、一瞬面倒な顔を見せる。しかしすぐに営業スマイルに戻って挨拶を交わした。

「やあ、やぁ、進藤くん。やっと捕まえた」

「ご挨拶が遅れまして。清家、こちら今いま田ださん。このオークションの主催企業『イマダ興こう産さん』の会長で、このチャリティの発案者だ」

　福々とした笑顔と体型は、まるで七福神の面々にでもいそうな雰囲気だ。そもそもチャリティオークションを主催するだなんて、きっと慈愛に満ちた人なのだろう。それが外見にも表れているに違いない。

「はじめまして、進藤の秘書をしております、清家です」

「おや、秘書さんか？　進藤くんが同伴者を連れてくるなんて、嵐が来そうだな」

　今田会長は、わははと大きな声で愉快そうに笑っている。一方の社長は早くも営業スマイルが崩れかけて、眉間にうっすらと皺が寄っていた。

「会長が、パートナー同伴なんて面倒なこと言い出すからでしょう？」

「そんなもん、今まで一度も守ったことなかったじゃないか。今回はどういう風の吹き回しだ？」

　今田会長は肘で進藤社長を突いている。

「優秀な秘書を皆さんに自慢したくなりましてね」

　引きつった顔の社長を見て、今田会長はますますおかしそうに笑う。

「そうか、そうか。そういうことにしておこう」

　いつもの社長ならば、他人にペースを乱されることなどないのに、今田会長の前ではそうはいかないらしい。社長の意外な弱点を見つけた。

「清家さん、オークションは初めてか？」

　急に話を振られて少し焦ったが、主催の方と話せるめったにない機会だと思い直す。

「今回初めて参加させていただいています。すべてチャリティだなんて、素晴らしいオークションですね。きっと準備にご苦労なさったんではないですか」

「なーに。趣味が嵩こうじてやってるようなもんだよ。実際集まる金額は大したことないんだ。それでも、チャリティへの意識づけと皆の交流の場になればと思ってな。金額だけなら、進藤くんが毎年寄付してくれる額のほうがはるかに多いぞ」

「社長が……ですか？」

　驚いて隣にいる社長の顔を見上げると、バツが悪そうに私から視線を逸そらした。

「なんだ、秘書なのに知らなかったのか？　進藤くんは毎年、このチャリティに多額の寄付をしてくれている。もう五年以上続いていたんじゃなかったかな？」

　今田会長の問いかけに、社長は「そうでしたか？」とまだとぼけたふりをしている。

　興味がないって言ったのは、本当にオークションのことだけだったんだ……。

　社長が単にお金のためだけに行動していたのではなく、社会的立場の高い人としての責務を立派に果たしているとわかり、とてもうれしくなった。

「それでな……」

「今田さん、あちらで奥さまがお待ちじゃないんですか？」

「まずいっ！　進藤くん、今度ゆっくり飯でも食おう。そちらのお嬢さんも一緒にな」

　まだ話し足りなそうな今田会長だったが、奥さまという単語を聞いた途端、はじかれたように踵を返し、その瞬間、バランスを崩してしまった。近くにいた私は、とっさに手を伸ばして今田会長を支える。その拍子に私はテーブルにぶつかってしまい、ガシャンと大きな音が出た。

「大丈夫ですか？」

「いや、私はなんともない。お嬢さんのほうこそ、怪我はないか？」

「はい。私は頑丈ですので」

　にっこりと笑う私の両手を、今田会長がガシッと握った。

「ありがとう。いやいや進藤くん、君は本当にいい秘書をそばに置いているんだな」

「ありがとうございます。ほら、早くしないと奥さまが……」

「あぁ、忘れとった。あれを怒らすと怖いからな」

　今田会長は頭を掻きながら、奥さまのいるほうへと歩きだす。が、すぐに立ち止まるとこちらを振り返った。

「お嬢さん、今度はもっとゆっくり話をしよう。約束だぞ」

　そう言って手を振る今田会長に釣られて、私も同じように手を振った。

「あの方がこの会の主催者だったんですね。なんだか想像していたよりもユニークというか、かわいいというか……」

「かわいい、なぁ」

　社長は私に冷ややかな視線を向けると、驚くべき事実を教えてくれた。

「あの人は、日本経済界のドンだぞ。選挙前となれば、政治家が列をなして挨拶に来る。あの人の鶴のひと声が、日経平均を動かすともっぱらの噂だ」

「そ、そんなにすごい人なんですか？」

　知らなかったとはいえ、うっかりかわいいとか、七福神とか口をすべらせなくてよかった……。

「お前も、すごい相手に気に入られたもんだな」

　失言をしないですんでほっと胸を撫で下ろした私は、できる限りの笑みを浮かべ、社長とともにフロアでの挨拶回りを再開した。













恋人の資格







　このきらびやかな世界は、やはり私にとっては別世界だ。なんとか浮かないように振る舞うだけでも、精一杯。社長が次々に挨拶を交わす相手の中には、私の隠し切れない場違いさが気になるのか、露骨に私の存在を気にかける人もいた。

　ある女性は、そんなに睨まなくても、というほど鋭い視線を向けてきたし、またある女性は私が立っているのとは反対側から社長のそばに立つと、ネコナデ声を出しながらその腕を社長へと伸ばした。

　社長が決まって「秘書です」と私を紹介すると、みんな納得して安心した顔をする。

　――そういうことか。

　それは女性だけの話に限らず、年配の男性もそうだった。その理由もすぐにわかる。

「いや～進藤くんもいい年だし、そろそろ身を固めてはどうかね？」

　一瞬ピクリと社長の眉が動くが、すぐにとっておきの営業スマイルを浮かべる。

「いえ、私のような若じゃく輩はい者ものは、今は仕事で精一杯ですので」

「そうは言うがね、結婚で得られるものはたくさんあるぞ。そろそろ真剣に考えてみてはどうかな？　実は是非君に紹介したいと思っている、いいお嬢さんがいるんだ」

「そうですね。もうしばらく独身を謳おう歌かしたら、考えてみます」

　きっと今まで何度も繰り返されてきた問答なのだろう。社長はなに喰わぬ顔でさらりとかわしている。しかし、話し終えた相手が去っていくと、眉間に皺を寄せていつもの不機嫌な表情を浮かべた。

「……どいつも、コイツも。そんなに結婚したければ、自分でしろ」

　その言い方に、思わず笑ってしまいそうになった。

　意に添わない縁談話から逃げ出し、少し落ち着きたいという社長に連れられて、白ワインを手に壁ぎわに移動する。

　ワインを半分飲んだあたりで、話を切り出した。

「それより、社長……」

「なんだ？」

　ワインをひと口飲み込むと、私はおもむろに口を開く。

「私がなぜ入札しないのかと聞いた時、どうして寄付のことを黙っていたんですか」

「あの爺さん、余計なことをペラペラと……」

　社長は面倒くさそうに、髪を掻き上げた。しかし、真剣に問いかける私の目を見て観念したようだ。

「寄付というのは、本来オークションのような形で行うべきものじゃない。ましてや、金額を公表するなんてバカげた話だ」

「社長は、オークションに反対なんですか？」

「反対……とは言い切れないな。善意に頼るばかりでは、大きな金は集まらない。だから今田の爺さんさんのやっていることにも、意味はあると思っている。ただ、俺は参加したくない、それだけだ」

　他のみんなと同じようにオークションに参加すれば、会社の名前だけでなく、社長の人柄への評判も広まる。

　けれどそれを拒否して、本当に自分が正しいと思ったやり方で、誰に評価されずとも自分のやるべきことをする。

　――あぁ、なんて頑固なんだろう。なんて社長らしいんだろう。

　人がどうだからではなく、ただひたすらに自分の信じる道を突き進むその姿は、まさに私の知っている進藤岳人その人だった。その真意を推し量ろうともせず、安易に失望を抱いた自分が情けなくなる。

　私の信頼する上司は、決して私の期待を裏切らない。

「私、ほんのちょっと社長のことを誤解してました。社長はやっぱり社長なんですね」

　そう言うと、なんだかうれしくなって笑みをこぼした。

　社長はそんな私を訝しげな顔で見て、「なんだよ、それ」とひと言だけ言うと、私に釣られてクスッと小さく笑ったのだった。




　しばらく休んでから、社長は人の輪の中に戻っていった。

　私は「もう少しゆっくりしてろ」と言われたので、その言葉に甘えてそのまま目立たない場所にいることにした。

「清家さん」

　声をかけられたほうを見ると、そこには岩村さんが笑顔で立っていた。

「岩村さん、こんにちは。もしかしてお仕事ですか？」

「そうなの。今日出品している絵のいくつかをうちの画廊が手配したのよ。清家さんは素敵なドレスね。進藤くんと一緒にいらしたの？」

「はい。そうなんです」

　彼女の視線が周囲を走り、進藤社長を探しているのだとわかった。

「社長は先ほどご挨拶に回られるとおっしゃられて、あちらに」

　私はフロアの中心で、たくさんの人に囲まれて談笑している社長を示した。

「あら、本当だわ。……相変わらずだわね。学生時代もね、無愛想なのに彼の周りにはいつもたくさんの人が集まってきていたのよ」

「そうだったんですね」

　砂田さんの話では、今よりもずっと接しやすかったようだし、自信にみなぎる社長の周りに人が集まったというのもうなずける。

「私もね、彼に夢中だったの」

「あ、えーっと」

　岩村さんの言葉にドキッとする。それって……もしかして。

　嫌な想像をしてしまい、彼女の次の言葉をドキドキしながら待つ。

「私ね、大学時代に進藤くんとつきあっていたの」

「……あの」

　なにか言わなくちゃいけない。でも苦笑いを浮かべる岩村さんを前にしていると、言葉が出てこない。

　岩村さんが社長とつきあっていたってことは……砂田さんが話して聞かせてくれた社長が失恋した相手って……岩村さん？

「ごめんなさいね、こんな話。でも清家さんには聞いてもらいたくて」

「あの、どういうことですか？」

　震えそうになる声をなんとかごまかして、やっとの思いで返事をする。

「事情があって、進藤くんとは別れてしまったのだけど、それ以来彼のように好きになれる人には出会えなかったわ。この間再会して、わかったの――やっぱりまだ彼のことが好きなんだって」

　嫌な予感が的中して、聞きたくなかった言葉が私の心に大きなダメージを与えた。まるでギュッと潰されたかのように痛む胸に手を当てる。

　岩村さんはそんな私の様子には気がつかず、そのまま話を続けた。

「ねぇ、進藤くんって今おつきあいしてる方いるのかしら？　あ、待って。やっぱり言わないで。いてもきっと、諦められないもの」

　夢見るような口調でうっとりと社長のことを話している岩村さんは、チャーミングだ。もし自分の置かれている立場が違っていたら、心からそう思って応援しただろう。

『社長と私はつきあっています』

　そう伝えてしまいたい衝動に駆られる。けれどつきあっていると言っても、私だけが本気の恋愛だ。これでは片想いとほとんど変わりない。

　それに社長がもし、学生時代の恋を引きずっているとしたら……彼女のことを忘れられないでいたら……。社長の本当の恋を私の独占欲が邪魔してしまうことになる。

　社長が本気の恋をしなくなった原因となる人。もしそこまで真剣に愛した相手が、自分の元に戻りたいと言っていることを社長が知ったら？

　――私なんて簡単に捨てられてしまう。

　自分で出した答えに余計胸を締めつけられ、呼吸さえうまくできない。

「あ、進藤くんが戻ってきたわ。清家さん、これからも色々と協力してね」

「あの……」

　協力なんてできない。でもそう答えることもできない。

「お前らふたりで、なにを話していたんだ」

　向こうから歩いてきた社長が、私たちに声をかけた。

「女同士の話だから、内緒よ。ね？」

　同意を求められて「ええ」と答えた。引きつった顔がばれていないことを祈る。

　すぐに社長との会話に夢中になった岩村さんは、私のことを特に気にするそぶりもなく、頬をうっすらと染めながら社長を見つめていた。

　鈍い私が見ても、彼女の社長への想いがわかる。私もあんなふうに、自分の想いを全身で表せたらいいのに。

　不器用な上に素直ではない私。あんなに強力なライバルが現れてしまったら、どうしていいかわからない。

　誰にも気づかれないように、小さなため息をつく。

「岩村、悪いが俺たちはまだ仕事が残ってるから」

　急に背中に手を添えられ、ビクッとしてしまう。

「あ、ごめんなさい。私ったら、つい長話してしまって。じゃあ、清家さんもまたお話しましょうね」

　手を振る岩村さんに、私は小さく頭を下げた。

　針の筵むしろのような時間からようやく解放されて、ほっとする。

「どうした、あまり顔色がすぐれないみたいだが疲れたのか？」

「えっ……どうして」

　周囲には気づかれないようにしていたつもりなのに、やはりバレてしまった。

「わからないはずないだろう。具合が悪いなら――」

「いえ、大丈夫です。少しゆっくりできましたから。心配しないでください」

　できるだけ笑顔を作ったけれど、社長はまだ納得していないようだった。

「清家――」

「進藤さん」

　社長の声を遮るように、背後から誰か社長の名前を呼ぶ人がいる。反射的に振り向いて、一瞬にして血の気が引いた。

　――落ち着いて。今さら隠れることはできない。

　ならばせめて動揺を悟られたくない。私はお腹に力を込め、ぐっと背筋を伸ばした。

「お、お前は……」

　相手の男も私が誰だか気がついたようだ。一瞬驚いた顔を見せた後、私の記憶に残っているあの笑顔を見せた。

　あの――私の嫌いな、薄気味悪い――笑顔だ。

「こんなところで君に会うなんて驚いたな。世間っていうのは、本当に狭いものだね」

　ニヤニヤと黄ばんだ歯を見せながら笑う姿にぞっとする。けれど、ここでひるむわけにはいかない。

「ご無沙汰しております、峰みね岸ぎし専務」

　私は毅き然ぜんとした態度を見せたけれど、内心この場から早く立ち去りたかった。

　誰か助けて……。私はとっさに社長の腕に手をかけていた。

「清家？」

　明らかにいつもと異なる私の様子に、勘の鋭い社長はすぐ気がついたようだ。仔し細さいのわからぬまま、この場の状況を受け入れてくれている。

「こちら、以前お世話になっていた、峰コーポレーションの峰岸専務です」

「はじめまして。峰岸です」

「はじめまして、クレアシオンの進藤です」

　目の前で進藤社長と峰岸専務が握手を交わすのを、複雑な思いで見つめる。できれば一生、こんな光景見たくなかった。

「常々噂を耳にしていたんですよ。若手社長ががんばってくれているのは、経済界にとってもいいことだ」

「いえ、まだ右も左もわからぬ若輩者ですので、今後とも皆さまのご指導を賜たまわりたく思っている次第です」

　あたりさわりのない会話が繰り広げられている。このまま何事もなく、この男が私の目の前から消えてくれることだけを切に願いながら、その様子を見守っていた。

「それでは、さっそくひとつ忠告しておこう」

　チラリと私のほうを見ると、口の端はを上げてニヤリと笑う。その顔に悪寒が走った。

「その女のことですよ」

　思わず体がビクリと跳ねる。

「まさか、ご存じないんですか？　いったいその女がどんな女なのか」

　――やめて、やめて……言わないで。

　ぐっと下唇を噛み、溢れてくる言葉を呑み込んだ。

「と、言いますと？」

　進藤社長の眉がピクリと動く。

「ご存じなら、このような場所でパートナーとしてその女を連れてくるだなんてこと、ありえませんがなぁ」

「すみません。おっしゃられていることが、よくわかりませんが？」

　社長の声が低く冷たく響く。私はその場で下を向いて立ちつくすことしかできない。

「この女、こんなかわいい顔してますが、犯罪者ですから」

「や、やめてください……」

　こらえきれず、震える声を絞り出す。しかし、峰岸専務はそれを鼻で笑うと、構わず話を続けた。

「私は、事実しか話をしてないんだがね。君は会社の金を横領して、それが原因で会社をクビになった。そうだろう？」

「そ、それは、違いますっ！」

　思わず声を荒げて否定してしまったせいで、ただならぬ様子に気づいた周りの人たちも、何事かと遠巻きにこちらを窺っている。

　しかしこれ以上反論して、騒動を大きくすることはできない。このままでは社長にもオークションの主催者である今田会長にも迷惑がかかる。

　こういう場所での悪い噂話は、光の速さで周囲に伝わっていくのだ。

　――なんとか話を終わらせないと。

　そう焦る私に、峰岸専務がとどめを刺しに来た。

「今さらなにを言っているんだ？　君の今後を考えて私が色々と取り計らってやったのに、その態度はなんだ？　進藤さんも私が嘘をついていると疑うなら、うちの会社の人事部で確認するといい。こんな問題のある人間をそばに置いているだなんて、噂になったら品位を疑われますよ」

　事実とは異なる言葉を投げつけられた私は、怒りで体が震える。

　黙っている私をいいことに、目の前の男は大きな声で私を中傷する言葉を垂れ流し続けた。やがてそれを真に受けた周囲の人々によるコソコソ話も耳に届き始める。

　一刻も早く逃げ出したい。でもこの場をどう収めればいいかわからずにいると、会場にマイクを通した今田会長の声が響いた。

「あー、聞こえるかな？　本日お集まりの皆さま……」

　会場の視線が、前方のステージに集まる。私はその隙に、隣の社長に声をかけた。

「このような場所でご迷惑をおかけして、本当に申し訳ありませんでした。やはり少し気分がすぐれませんので、今日はこれで失礼させていただきます」

　頭を下げ、出口に向かおうとする私の手を、進藤社長が掴んだ。しかし既に涙が滲み始めていた私は、振り向くことすらできない。

「気にするんじゃない。ゆっくり休め」

　温かい手、優しい声。振り返ってその胸にすがりつきたくなるけれど、そんなわけにはいかない。

　私は俯いたまま「ありがとうございます」とだけ返事をして、会場の外に出た。さすがにドレス姿で涙を流しながらホテル内をうろつくわけにはいかず、すぐにトイレへと駆け込む。一旦、そこで気持ちを落ち着けることにした。




　私は一番奥の個室に閉じこもり、溢れてくる涙を拭う。最後の社長の優しい言葉で、傷ついた気持ちのいくらかは癒されかけていた。

　深呼吸をして、なんとか外を歩けるくらいまでに気持ちを落ち着ける。

　個室から出ようと鍵に手をかけた時、外から女性たちの声が聞こえてきた。話の内容から、今日のチャリティオークションの参加者のようだ。

「先ほどの騒ぎ、ご覧になりました？」

「あぁ、クレアシオンの社長秘書の話でしょう？　私、峰岸さんとは旧知の仲ですから、あの後詳細を聞いたんですけど、どうやら相当素行の悪い方みたいで。それで峰コーポレーションをクビになったそうですわ」

　鍵に手をかけたまま、固まってしまう。私が会場を去った後も、この話題が続いていたらしい。その場にいた進藤社長は、どんな気持ちだったのだろうか？

　やっぱりいくら騒ぎになろうが、あの場できっぱり否定するべきだった。今さら後悔しても後の祭りだけど……。

「進藤社長と一緒にいらした方ですよね？　いくら着飾ってみても、中身の卑しさはどうにもなりませんわね」

「そうですね。育ちの良し悪しは一いっ朝ちょう一いっ夕せきで身につくものではありませんから」

　彼女たちの言うとおりだ。いくら着飾って見た目だけ取り繕つくろっても、中身はいつもの私と変わらない。狭いアパートで奨学金を返済しながら、母親とのつつましやかな生活を夢見ている平凡な私と社長では、所詮住む世界が違うのだ。

　私のせいで、社長にはしなくてもいい嫌な思いをさせてしまった。きっと今も私のことで気まずい思いをしているに違いない。

　こんなことで彼の足を引っ張ってしまうなんて……。どれだけ仕事ができたとしても、彼の周りにいる人間として失格だ。仕事をうまくこなせるようになり、少しは社長の役に立てている気になっていたけれど、あんな場面で判断ミスをするなんて……。

　ついつい居心地がよすぎて、一緒に仕事をすることが――彼の隣にいることが当たり前のことのように思っていた。

　好きになったからといって、私が彼の恋人として隣に立てるわけではない。

　――そんな資格、私にはないのだから。

　きっと社長の隣に立っても引けを取らないのは、明るくて美しくて育ちのよい――岩村さんのような人だ。

　もう答えは出ているけれど、自分でそれを受け入れられない。また溢れ出した涙を拭う。ふと俯くと、さっき進藤社長が着けてくれたネックレスが目に入った。
















第六章













いいから、もう黙れ







　決心してからの私の行動は早かった。明日から社長は海外出張で不在になる。その間にすべての仕事を片付けることに決めた。

　すべて……私がクレアシオンを去るためにするすべてのことだ。

　早朝から深夜まで、社長が不在にする五日間でできる限りの仕事を仕上げ、急ぎでないものは秘書課の人たちに引き継げる形に資料をまとめた。

　周りには「少しお休みをいただきます」とだけ伝えて、細かいことをあれこれ引き継ぐ。それでも伝え足りないと思ったことは、マニュアルを作成して見つけやすい場所に配置した。

　これまでの自分を振り返るその作業は、今の私にとってはキツイことだった。

　なにを思い出しても、その記憶の中には進藤社長がいるからだ。

　受話器を首に挟んで電話をしている姿。キーボードを叩くしなやかな指。読解困難なメモ。ソファに座る時に組んだ長い足。仕事がうまくいった時に見せる満足そうな顔。そして、私を呼ぶその声……。

　次々と溢れ出る思い出は、楽しいものを含めて――いや、楽しければ楽しいほど、私の胸を締めつけた。

　こんな形でこの場を去るのは、正しくないことだとわかっている。でももし社長に引きとめられたら、弱い私はきっと断ることができない。

　ここは私にとって、本当に大切な場所だから。だからこそ私の悪い噂で、社長の評判まで下げるわけにはいかない。

　彼がどんな思いでこのクレアシオンを守ってきたのか知っている。私がいなくなれば、もう余計なことに時間を取られなくてすむだろう。

　私が辞めてしまえば、恋人ごっこの必要もなくなる……。

　段ボール箱に私物を詰め込み、辞表を社長のデスクの上に置く。そしてその上に社長からもらったネックレスをそっと載せた。その時、私のスマートフォンが鳴り響く。

「はい、清家です」

　社長からだ。いつもと変わらない声で出る。

「あぁ、俺だ、さっき日本に着いた。なにか変わったことはないか？」

　あんなことがあったにもかかわらず、彼は私に詳しい説明を求めてはこなかった。

　もっとも、私も社長に詳しい話をするつもりはない。事実がどうであれ、周囲の見る目が変わらない限り、社長のお荷物であることに変わりはないのだから。

「お帰りなさいませ。こちらは特に問題ありません。本日は直帰のご予定でしたね？　お気をつけて」

「あぁ」

「あの……」

「なんだ？」

「いえ、なんでもありません。では」

　これで社長と話をするのも最後だと思うと、無意識に呼び止めてしまった。

　でも、大切なことはなにも伝えないまま、電話を切る。

　クレアシオンを去ると決めた今、なにも言わずにいなくなるほうがいい。

　それから一時間ほどで、身の周りの整理がすべて終わった。最後の仕上げに――社長のデスクの前に立ち、静かに礼をした。

　いつもここに立って、社長の話を聞いていた。

　ふと込み上げてくるものを押さえつけようと、唇を噛む。

　こうなる前に、せめて自分の素直な気持ちを打ち明けておきたかった。後悔がよぎったその瞬間、背後から声が聞こえた。

「ラブレターは、直接渡されるほうが好みなんだが？」

　振り向くと、そこにいるはずのない人物が、デスクの上の辞表を睨みつけていた。

「しゃ、社長！　どうして……。今日は会社には戻られないとばかり」

「そのつもりだったが、嫌な予感がしてこっちに来てみたら、案の定だ」

　辞表を手に取り、私に尋ねる。

「理由はなんだ？」

「……一身上の都合です」

「その一身上の都合とやらを聞かせろ」

　どうやら社長はこのまま私を逃がしてくれるつもりはないらしい。そのことをうれしいと思う自分が心の片隅にいて、我ながらあさましく思う。

　理由を話さなければと思うけど、自分であのことを話すのは、やはり勇気が要った。

　なかなか口を開かない私に、社長が痺れを切らす。

「理由になるとだんまりか。まぁ、だいたいの予想はつく。あのオークション会場で峰岸が言ったことを気にしてるんだろう？」

　図星すぎて言葉が出てこない。

「どうせ、俺に迷惑をかけたなんて思っているんだろうが、今さらだ。それにそんなこと、お前を採用する前に調べている」

「……えっ？　では、ご存じなんですか!?」

　驚いたけれど、冷静に考えてみれば当然だ。就職活動中にも、どこから漏れたのか私の悪い噂が出回っていた。経営者たちは、それなりの繋がりがある。だからこそ、一旦は秘書の仕事を諦めたのだ。進藤社長が噂を耳にしていても、不思議ではない。

「お前が横領したという話だろう？　まぁ実際は違うんだろうが」

「信じて……くれるんですね」

「信じるもなにも、ちょっと考えればわかるだろう。それが本当ならば、懲戒解雇や刑事告訴がなされているはずだ。でも調べたところ、まったくそういった事実はない。それにお前は暮らしぶりも地味で、男の影も一切なかった。俺は自分の目で判断したお前を、信用している」

　――一番信じてほしい人から、一番欲しい言葉をもらえた……。

「……あれは、私が峰岸社長のご子息との交際を断ったことから始まるんです。そのことが峰岸夫妻の怒りを買ったみたいで、それからありもしない噂を流されたり、いろんな嫌がらせが始まって……。最終的には横領事件の犯人にされて、会社から追い出されました」

　私はなにも悪いことはしていない。しかし社長が信じてくれても、世間の目は違う。

「信用していただけたのは、本当にうれしいです。でも社長はパーティの席で嫌な思いをされましたよね？　たとえ事実とは違っても、世間の目は私をそういうふうに見ています。たとえ社長が気にしないとおっしゃられても、私は気にします」

「そんなくだらない理由で、俺から離れるのか？」

「くだらなくなんてありません。私にとってもクレアシオンは大切な会社です。だからこそ、私のことなんかで足を引っ張るわけにはいかないんです」

「足を引っ張りたくないと言うならば、こんなくだらない辞表なんて提出するな。それにお前が大切にしているものは、本当にクレアシオンだけなのか？」

　なんとか本当の気持ちをごまかして、やり過ごそうとしてきた。けれどどうやら社長はもう、それを許してはくれない。

「どうして俺がこんなふうに必死にお前を引きとめているのか、わからないのか？」

「えっ……」

　社長の真剣な声色に、甘い期待をしてしまいそうになる。

「それは……長続きする秘書がいないと困るから……」

　そのために、恋人になるとまで言った。

「確かにそうだ。だけど、違う。いなくて困るのは、秘書じゃなくて、お前だ」

　――私……私自身が必要だと言っているの？

　彼が私に一歩近づく。縮まる距離に心臓がドクンと跳ねた。

「俺は、お前がいいんだ。何度、同じことを言わせるつもりだ？」

　絞り出すように言った後、彼の手が伸びてきた。

　そして次の瞬間、私は彼の腕の中だった。逞たくましい腕に痛いほど抱きしめられ、彼のぬくもりが伝わってくる。

　――これは……どういうことだろう。もしかして……。

　うぬぼれかもしれない。けれど今聞かないと、きっと死ぬまで後悔してしまう。

「もしかして社長、本当に私のことが好きなんですか？」

「お前は……ここまで俺にさせておいて、今さらなにを言っているんだ？」

　強く抱きすくめられて、社長の顔が見えない。

「あの、少し腕を緩めてください」

「断る」

「でも……」

　なんとか彼の表情を見ようともがく。

　やっと見ることのできた顔は向こうに背そむけられていて、目も合わせてくれない。けれど赤く染まった耳みみ朶たぶで、彼が照れていたことがわかる。

　こんなに愛情むき出しの姿を見せてくれるなんて……。

　その言葉と態度で、私の決心は脆もろくも崩れ去った。自分の決めたことさえ守ることもできない弱い私は、これから先、きっとまた社長に迷惑をかけてしまうだろう。

　でも、彼が私を必要としてくれている。素直に……目の前の幸せを手に入れよう。

　しかしその前にどうしても聞いておきたいことがある。こんな時まで生真面目な性格を発揮しなくても、とは思うけれど、やっぱり確認したい。

「あの女優さんとは、どんな関係なんですか？」

「女優？」

　それまで背けていた顔を私に向けると、なにかを思い出そうとしている様子だった。

「週刊誌で、一緒に撮られていた女優さんです」

　返事を待ちきれない私に、ようやく「ああ、あれか」と思い出したようだ。

「あれは向こうの話題作りに協力しただけだ。あそこの事務所に恩を売っておけば、今後なにかと役に立つこともあるからな」

「え、じゃあおつきあいしてるっていうのは、デマなんですか？」

「あぁ。食事もマネージャーと一緒だった」

　私はそれを聞いて安心した。社長はそんな私を見て顔を綻ばせると、優しく私の髪を撫でる。

「じゃあ、いきなり私とつきあうなんて言い出したのは……？」

「それは、最初に言ったはずだ。お前にいなくなられたら困るからだろう。お前が他のヤツのものになるなんて、考えられないからな」

　もしかして私が勝手に誤解していたということ……？

「……でもそれは、秘書の私がいなくなったら困るからでしょう？」

「なにを言っている。たかが秘書のためにこの俺が『つきあってくれ』なんて言うはずないだろう。俺が欲しいのは、最初からずっとお前自身だ」

　そんな、だって……。

「寿退社されたら困るって」

「当たり前だ。自分の好きな女が他の男に取られて困らないはずないだろう」

　――じゃあ最初から社長は本気だったってこと？

「いいから、これ以上はなにも言わずにすべてを俺に差し出せ。俺から逃げられるだなんて思うなよ」

「それなら、とっくに差し出してます……。もうずっと、私の中は社長で一杯です」

「ついに認めたな」

　そうつぶやくと、ようやく私と目を合わせてくれる。そしてその目をうれしそうに細めると、彼の大きな手が私の顔を包み込んだ。

「本当に、手間のかかるヤツだ」

「……やめておきますか？」

「いや、そういうところも嫌いじゃない」

　彼の長い指が私の顎を捉えた。近づいてくる彼の唇を受け入れようと、私はそっと目を閉じたのだった。




　彼に手を引かれて社長室を後にする。他の社員の目を心配したが、遅い時間だったこともあり役員フロアはひっそりとしている。

　誰とも接触することなく、玄関前に停めてあった社長の車までたどりけた。

　助手席に乗ると、車が会社から離れる。またふたりの甘い時間が流れるのかと思いきや、すぐに仕事の話が始まり、私は急いでバッグからメモを取り出す。車がスピードを緩めるころには、メモが文字でぎっしりになった。

　そのため、私は到着してから初めて行き先を把握した。

「社長、あのここって……」

「なんだ、今度は記憶喪失にでもなったのか？」

「違います。どうして社長のマンションに？」

　気がつけば、私は社長のマンションの地下駐車場にいた。目の前には世界中の高級車が並んでおり、ここの住人の生活レベルが窺い知れる。

　エントランスにはコンシェルジュが二十四時間待機しており、なにかあれば医師もすぐに駆けつけてくれるシステムになっていた。中には設備の整ったジムもあり、時間さえあれば社長はそこで汗を流していると聞いたことがある。

　クレアシオンから車で二十分ほど走ったところに建つこのマンションは、すみずみまで贅をつくした造りだった。

　社長は私の質問に答えることなく、私のバッグを持つとエレベーターホールへ向かう。バッグがまるで人質のようだ。

　警備員の立つ入口前でキーをかざして扉を開けると、すぐにホールに待機していたエレベーターの扉が開いた。

　社長に続いて慌てて中に乗り込むと、ボタンは三十八階を示している。エレベーターは戸惑う私の気持ちなどお構いなしで、静かに動きだした。

「お前、まさか家に帰れるとでも思っていたのか？」

「それは……」

　想いが通じ合ったことに胸が一杯で、その先のことなどなにも考えていなかった。

「今さら遅い」

　社長がそう言った時、エレベーターが三十八階に到着した。

　さっさと降りて歩き始める社長の後を、置き去りにされないように追いかける。

　エントランスまでは何度か用事で入ったことがあったが、社長の部屋にまで入るのは初めてのことだった。

　秘書から一線を越えた立場になったのだと、現実として実感させられた。

　社長が扉を開け、顎で中に入るようにと促す。私は「おじゃまします」と声をかけてから、部屋の中に入った。

　ピカピカの大理石の玄関は奥行きが広く、白を基調とした壁紙に茶色のアクセントクロスとダウンライトが落ち着いた雰囲気を醸し出していた。廊下の壁は一面壁面収納になっているようだ。

　キョロキョロしている私の横を社長がすり抜ける。そしてリビングの扉を開けると、私を振り返った。

「早く来い」

　急かされて入ったリビングは、広くて開放感に溢れていた。ざっと三十畳以上はありそうだ。

　社長は入ってすぐのところにあるチェストの上に鍵の束を置くと、ジャケットを脱ぎダイニングの椅子の背もたれにかけた。

　そのまま奥のソファまで歩いていくと、どさりと座ってネクタイを緩める。

　家に帰ってきてリラックスするのは当たり前のことだ。だけど、私は徹夜明けでさえ、驚くほどビシッとしている彼しか知らない。

　本来ならばリラックスしている相手といるほうが気が休まるはずなのに、私は逆に緊張がマックスになる。

「……あの、キッチンお借りしますね」

「なにをするつもりだ」

「社長もお疲れでしょうから、お茶でも……」

「必要ない」

　そう言った彼は、自分のソファの隣をトントンと叩いた。その仕草がなにを意味するかくらいは、私でもすぐわかる。

　緊張しながら一歩ずつ彼の近くへ足を運ぶ。そしてソファの前に到着するやいなや、腕を強く引かれた。

「ちょ、ちょっと待ってください」

「ダメだ。待つ時間ほど無駄なことはない」

　社長の膝に乗せられ、ウエストに腕が回される。ギュッと力を入れて抱きしめられると、彼のムスクの香りに包み込まれた。

　緊張のあまり心の準備ができておらず、反射的に足をばたつかせたけれど、一向にその手は緩まない。むしろその力はきつくなったようだ。

「それに、俺は十分待ったつもりだ」

「これのどこが、待ってるって言うんですか」

　部屋に入っていきなりこれだ。いったい彼の時間の概念はどうなっているのだろう。

「十分待っただろう。つきあうって言ってから、どれだけ経ったと思ってるんだ？」

「そ、それは。便べん宜ぎ上のつきあいだと思っていましたし、遊ばれているのかもしれないと思っていましたから……」

「この俺が、好きでもないヤツとつきあうなんてありえない。もう我慢も限界だ」

「我慢って、キスしたくせに……」

　私は膝の上で、彼に向き直った。

「したいと思ったから、したまでだ」

「開き直るんですか？　社長の気持ちがわからなくて、すごく悩んだのに」

「もうひとりで悩まなくていい。俺が全部受け止めてやる」

　彼のその言葉に、自分のすべてを預けてしまいたくなる。

「それに俺の我慢に比べたら、そんなもの大したことないだろう。それなのにお前ときたら、俺のいない隙に逃亡しようとして」

　それを言われると弱い。途端に形勢が逆転してしまう。

「それは、悪いと思っています。でもそれしかクレアシオンを守る方法が思いつかなくて……」

　私に唯一できることは、姿を消すこと。……結局、それすらできなかったけれど。

「俺はお前に守ってもらおうなんて思ってない。俺がお前を守るんだからな」

　その言葉に、喜びで胸が締めつけられた。これまで守りたいものばかりだった私が、今度はこの人に守られるのだ。

「これに懲りたら、二度と逃げ出そうなんて思うな。どうせすぐに捕獲されるんだからな」

　それって、また私を追いかけてくれるって意味ですか？

　そう聞こうと唇を開きかけたけれど、社長の指が伸びてきて私の唇に触れた。

「いいから、もう黙れ」

　長い指が、ゆっくりと私の唇の上をすべる。ただそれだけのことなのに、心拍数は上がりっぱなしになり、先のことに想像が及ぶと、途端にカッと体温まで上がった。

「ここはもっと、違う使い道があるだろう？」

　さっきまで唇に触れていた指が、私の顎を捉えた。

　彼の顔が傾き、私はそっと目を閉じた。柔らかい唇が触れ合った瞬間、甘い電流が体を走る。やがて彼の舌が、ゆっくりと私の唇の間から侵入してくる。私は軽く口を開くと、それを受け入れた。

　いつもの強引な彼からは想像できない、優しくて甘いキスだった。

　私の体はますます熱を帯びてくる。どんどん激しくなるキスに、唇の感覚さえなくなっていった。

　それでも彼は、まだ私の唇を解放してはくれない。

　――キスってこんなに気持ちのいいものだったっけ？　こんなに、熱くなるものだった？

　やっと彼の唇から解放された時には、既に私の息は上がっていた。

「これくらいでギブアップするなよ。まだ始まってもない」

　そう言った彼は、私を抱きかかえると廊下の奥にある扉へと向かう。

　私は彼の首に手をかけ、肩に顔をうずめた。

　せめて赤くなりすぎた顔だけは、隠したい。そう思っての行動だったのに、彼が首筋に舌を這わせたので、余計に顔が赤くなる。

　社長はベッドルームの扉を開けてベッドサイドに私を下ろすと、フロアランプに近寄って、それを点つけた。暖かな黄色い光が部屋を照らす。

　私の元に戻ってきた社長が、私の耳に舌を這わせながら、私のジャケットをゆっくりと脱がしていった。

　次々とシャツのボタンが外されていく。素肌が露あらわになっているかと思うと急に恥ずかしくなり、両手で体を隠すように覆った。

　しかし、彼にはそれが気に入らなかったようだ。

「そんなことしていないで、お前は俺の服を脱がせろ」

　驚いて彼の顔を見ると、熱でうるんだ瞳がすぐに行動に移すようにと私を急かす。

　私はまるでその熱に浮かされたかのように、彼のネクタイを手に取っていた。

　そのまま一枚一枚、彼の服を脱がせていく。むき出しになった首筋から、匂い立つような色気を感じた。いつもは隠されている筋肉質な体を目にすると、恥ずかしくて思わず顔を背けてしまう。

　戸惑いとともに行う初めての作業には時間がかかった。けれどその間、社長は私の体のいたるところに唇を這わせている。弄もてあそぶようなその行為に、私の手はたびたび止まってしまった。

　服を脱がせているだけ……。まだまだ先があるのに、既に胸の鼓動は痛いくらいだ。

　社長の男らしい胸元に私の指が触れると、彼の体が揺れる。

「もういい。そんなに焦らされたんじゃ、こっちがもたない」

「そんなつもりは……」

「そうだな、お前はいつも無意識に俺を振り回す」

　そんなつもりも、もちろんない。

　でもいつも冷静な彼を私が振り回していたのかと思うと、なんだかうれしくなった。

　しかし、私には彼に伝えておかなければいけないことがある。

「あの……」

「なんだ。まだなにかあるのか？」

　不満そうな声が返って来た。その間も彼の動きは止まらない。

「実は私、こういうことをするの、初めてで……」

　私の言葉に社長の動きがピタッと止まった。

　――やっぱり変だよね……二十九歳にもなって。

　心配になり彼の顔を見ると、ふっと優しい顔で微笑んだ。

「こういうの、うれしいもんだな。これから先もずっと、お前は俺しか知らないってことだろ？」

　そんなふうに言われるとは思っていなかった私は、心の底から彼と結ばれたいと思った。

「安心していい。優しくする」

　社長はゆっくりと私を押し倒しながら、全身にキスを落としていく。そのたびに、その箇所に火が点いたように体が熱くなっていった。

　肌の上をすべる大きな手が、優しく、そして時に激しく私を嬲なぶった。

　翻弄された私は、声を抑えることもできずにいる。重なり合う素肌、いつもよりも強く香る彼の匂い。そのどれもが私を狂わせていた。

　やがてふたりがひとつになった時、彼がかすれた声でつぶやいた。

「梓……好きだ。やっと全部俺のものになった」

　彼は私の前髪を掻き分けると、小さなキスを落として私を見つめた。

　その言葉に、改めて私の居場所はここなのだと思う。

「……私も好きです」

　そう口にした後、涙が一筋頬を伝った。




　ふと目が覚め、眠りの淵ふちからゆっくりと現実に引き戻される。

　まだ部屋は暗かったけれど、私の横で深く眠っている社長の顔はしっかりと見えた。

　少し……疲れているみたい。

　目の下にはクマがあり、疲労感がにじみ出ている。

　無理もないのかもしれない。ただでさえ多忙なのに、私が迷惑をかけたのだから。

　でも……信じていてくれた。だから私は、今こうやって社長の隣にいられる。

　この人のためになにができるだろう。この人のそばで、私はどう変わっていくんだろう。私の人生が彼――進藤岳人――に出会ったことで、大きく変わっていく。

　初めて出会った時、なんて失礼な人なんだろうと思った。

　無理やり秘書にされた時、なんて横暴な人なんだろうと思った。

　初めて笑顔を見た時、なんて温かく笑う人なんだろうと思った。

　彼のことを一つひとつ知っていくたびに、胸の中で大きくなる彼への想いを必死で押さえつけた。

　そして彼の腕の中に抱かれている今、これ以上の幸福なんてないと知った。

　不安がないわけじゃない。でももう彼のそばを離れることなんてできない。

　――だったら、自分にできることをするしかない。

　私が決意を新たにしたとき、ふと自分の胸元にキラリと光るダイヤのネックレスに気がついた。辞表と一緒に置いたはずだけど、社長の手によって戻されたのだろう。

　指先で触れて眺めていると、心も体も結ばれた今、これまでよりもダイヤがずっと輝きを増したように感じる。

　そんなことを思っていると、突然彼の腕が私の背中に回された。ぐいっと引き寄せられて、彼の足が私の足に絡みつく。

　起こしちゃった……？　そう思って彼の様子を窺ってみるけれど、規則正しい寝息は続いている。安心した私は、そんな彼の大きな胸に自分の頬を寄せて、もう一度甘い眠りに身を委ゆだねたのだった。













三倍返し







「いつまでそこにいるつもりだ！　三秒で来い」

「はいっ！」

　翌日。豊川さんと会議時間の変更について話す私に、社長の厳しい声が飛んできた。

　背筋を伸ばして返事をすると、社長室の扉がバタンと大きな音を立てて閉じられる。

「清家さん……今日の社長、機嫌が悪いですよね」

　不思議そうな顔で豊川さんに尋ねられた。

「あぁ、うん。そうだね」

　理由のわかっている私は、苦笑いするしかない。

「じゃあ行くね」

　私は豊川さんと別れると、社長室へと急いだ。

　――コンコン。ノックの後、扉を開き、ボスの顔色を窺いながらそっと部屋に入る。

「遅い」

　扉を開けた瞬間、不機嫌な声で出迎えられた。

「すみません、スケジュールの調整に手間取ってしまいました」

　適当な理由をつける私を、社長は鋭い目で睨んでいる。

　どうやらそう簡単に機嫌は直らないみたいだ。私は簡易キッチンへ向かうと、コーヒーの準備を始めた。

　これで少しでも機嫌がよくなるといいんだけど。

　準備をしたコーヒーを社長のデスクに置く。しかし彼はこちらを見ることもせず、なんの反応もしない。

「いつまで、拗すねてるつもりですか？　そろそろ機嫌を直してください」

「なにを言っている。いつもどおりだろう？」

　口ではそう言うものの、頬杖をついてパソコンの画面を眺めたまま、相変わらずこちらを見ようともしない。

　この人、こんなに子供っぽかったっけ？

「そもそも、俺を不機嫌にしたお前が悪い」

「やっぱり、まだ怒ってるんですか？　いいかげん諦めてください」

「お前が折れれば済む話だ！」

「どうしてそうなるんですか。私はあの部屋で一緒に住むつもりはありませんから」

　朝、幸せな気持ちで目覚めたまではよかったのだが、その後カフェで朝食を取っている時に事件は起きた。

『一緒に暮らそう』と言う社長と『できない』と言う私の話は、今この社長室でも平行線をたどっている。

「十分にお給料をもらっていますから、自分で生活できます。それにまだつきあい始めたばかりですし」

　朝から同じ説明を繰り返す。

「俺の記憶だと、つきあい始めたのはずいぶん前だがな。どうしてそんな無駄な抵抗をするんだ？　最終的には俺の言うとおりになるんだから、初めから言うとおりにしておけばいいだろ」

『どうして』と言われても……。昨日やっとお互いの気持ちが通じたばかりだというのに、一緒に暮らすなんて私にはまだハードルが高い。こういうことは、順を追って進めていくべきだと思う。

「社長こそ、どうしてそんなに物事を強引に運ぼうとするんですか？」

「俺は効率的な提案をしているだけだ。どうせお前は週の半分も部屋には帰れないんだからな」

「なっ！　そんなに残業させるつもりですか？」

　確かに今までも終電で帰る日が多かった。けれど、そんな何日も家に帰れないほど忙しくなるなんて。

「バカ言うな。お前が帰れないのは〝アパートの〟部屋だ」

「ん？」

「どうせ、俺の部屋に寝泊まりするようになるんだ。無駄な家賃は払わなくていい」

「それって今日みたいに、一緒に出勤するってことですか……？」

　昨日のあれこれを思い出してしまい、顔に火がついたように熱くなる。そんな私を見て、社長は口角を片方上げて意地悪く笑った。

「なにを期待してるんだ？」

「な、なにって、そんな不謹慎なこと、期待してませんっ！」

「ふーん、不謹慎なことね……」

　社長のニヤニヤ笑いが止まらない。

「な、なに言って……」

「お前の要望は、仕事が終わってから聞いてやるよ。とりあえず仕事だ」

　これ以上言い合っていても仕方がない。私は諦めて、自分のデスクに座った。

　昨日キレイに片付けて帰ったはずなのに、既に机の上にはうず高く資料が積み上げられている。

　思わず目を背けたくなるようなデスクの上で、見慣れないものを見つけた。

　それはオークション会場で私がキレイだと言った、あのペーパーウェイトだった。

「……社長、これ……」

「欲しかったんだろう？」

　自分でも忘れていたのに、覚えていてくれたんだ……。

　胸が震える。このところずっと、社長に感情を揺さぶられてばかりだ。

「ありがとうございます」

　ペーパーウェイトを手に取り、顔を上げて社長を見た。

「あぁ。わかったからさっさと仕事しろ」

　相変わらずそっけない返事だったけれど、私のことを気にかけてくれていることが十分伝わってきた。

　そして私は彼のこんな不器用な愛情表現も好きだと、改めてそう思う。

　幸せを噛み締めながら、心に引っかかっていたことを考えた。

　岩村さんのことだ。

　成り行きとはいえ、彼女と社長がうまくいくよう協力するという話になっていた。しかし社長と私が本当に結ばれた今、彼女に協力することはできない。結果的に彼女を裏切るようなことになり、胸が痛んだ。

　それでも、社長のそばを離れるなんて考えられない。たとえ誰かを傷つけたとしても、もう後には戻れなかった。

　視界に彼女が持ってきた絵が入る。私は小さなため息をつくと、作業を再開させた。




　それからしばらくは、慌ただしい日々が続いた。アパートに帰るころにはいつも日づけが変わっていたし、社長の宣言どおり、帰れない日も多々あった。




　そんなある日、今田会長から毎年この時期に行う自邸での花見の会へのお誘いがあり、社長と一緒に私も同席することになった。

　高級住宅街にある広大な日本家屋を前にして、私はただ口を開けて驚くことしかできない。

「今田会長……本当にここに住んでるんですか？」

「あぁ、母おも屋やは重要文化財に指定されているそうだ。だから爺さんが住んでるのは、離れだけどな」

「じゅ、重要文化財!?」

　美しい桜が咲き乱れる庭園を横切りながら、社長が教えてくれる。しかし驚いて周囲を見渡す私を置いて、社長はさっさと歩きだしてしまう。

　こんな広いところにひとり放っておかれたら、迷子になってしまう。私は焦って社長の背中を追いかけた。

「あの……私、一緒に来てもよかったんですか？」

「あ？　今田の爺さんがお前も連れてこいって。他の人たちも夫婦同伴で来るから気にしなくていい」

　夫婦って……。その言葉に思わずにやけてしまう。しかしそんな浮ついた気持ちは、一瞬にして砕け散った。

　目の前に峰岸夫妻が現れたのだ。玄関に立つ彼らを見て、私は動けなくなってしまう。社長は私の腰に手を置き「行くぞ」と、背中を押してくれたけれど、足がすくんで動けない。

「社長は……知っていたんですか？　峰岸夫妻が来るってこと」

「あぁ」

「じゃあ、なぜ私を連れてきたんですか!?」

　思わず声を荒げてしまう。私の峰岸専務に対する感情は知っているはずだ。できればそっとしておいてほしい。それなのに傷口に塩を塗るようなひどいこと、どうしてできるのだろうか？

　気持ちの整理ができないまま動けずにいる私に、社長が言った。

「いつまでそうやって、立ち止まっているんだ？　お前はなにも間違ったことはしていない。だから堂々としていろ」

　そうだ……私はなにも悪いことはしてない。けれど世間の目は違う。これ以上傷つきたくないのに。

「俺がついてる」

　いつまでもこの場で立ち止まっているわけにはいかない。私は社長の力強い言葉に励まされるように、一歩ずつ玄関へ歩きだした。

　お手伝いさんに案内された会場に入ると、私たちが最後の客だったらしく、参加者の視線が一斉にこちらに向けられた。

「遅くなりまして、申し訳ありません」

　社長の言葉に合わせて、私も頭を下げる。

　みんなの視線が怖くて顔を上げられない。俯いたまま、隣にいる社長を頼りに席に着いた。

「あら、どこかで見た顔だと思ったら。こんなところにまで顔を出すなんて図々しい」

　私の向かいの席に座っていた峰岸夫人は、汚いものでも見るかのように蔑みの目で私を見た。

「進藤くん、連れて歩く相手は選びなさいと、先日忠告したばかりだろう？」

　隣にいた峰岸専務がバカにした笑いを浮かべた。

　しかし意外なところから助け舟が出た。

「おや、私が招待したお嬢さんなんだが、なにか問題でもあるか？」

　今田会長の言葉に、峰岸夫妻は焦って「めっそうもございません」と姿勢を正した。今田会長は私にウィンクをすると、ニコッと笑って見せた。

　私のことをわかってくれる人がここにもいる。そう思うと、曲がっていた背筋がピンッと伸びた。

　悪意を向けてくる人ばかり気にして、私を正当に評価してくれる人たちの期待を裏切ってはいけない。

　弱い気持ちを抑えつけて、凛とした態度を見せる。隣に座る社長を見ると、満足気にうなずいた。

　今、自分にできることを精一杯しよう。




　ほどなくして食事会が始まる。マナーに問題はないはずだけれど、気を張っているせいで、食事が喉を通らない。食べるふりをして、粗そ相そうをしないように気を配る。

　会食では、世界経済から始まってスポーツや文化のことまで、さまざまな話題が行き交っていた。そんな中、ひと言も発さない私を再度峰岸専務が標ひょう的てきにした。

「清家さんは先ほどからまったくお話になりませんが、あなたのような方の趣味にはお話が合いませんでしたかね？」

　〝あなたのような方〟。人を蔑む発言に悔しさと怒りを覚える。けれど私は、それまでのように下を向いてやり過ごすのではなく、彼の顔をまっすぐに見つめてその悪意を跳ね返した。

「いえ、どの方のお話も大変興味深いので、聞き入ってしまいました」

　言い返した私に一瞬驚いた様子で、「ふんっ」と鼻を鳴らす。するとその隣で今度は峰岸夫人が口を開いた。

「あら、ずいぶんお口が立つこと。そうやって、お隣にいらっしゃる男性にもアプローチしたのかしら？」

「こら、やめなさい」

　夫人の暴走にさすがの峰岸専務も慌てて止めに入る。

　どう返答するべきか考えあぐねていると、ここぞとばかりに夫人が私を責めたてる。

「本来、このような場所にこのような方がいらっしゃること自体が間違いですわ。いくら招待されたといっても、常識のある方ならご辞退なさるはず。身の程をわきまえるということを知らないのかしら？」

　社長が眉をピクリと動かした。

「〝このような方〟とは？」

「あなただってご存じでしょう。この方はうちの会社のお金に手をつけた泥棒だってこと。うちの主人と息子がなんとかとりなして警察のお世話にはならなかったけれど、泥棒には変わりありませんわ」

　夫人の嘲あざけりの笑いが響く。他の人たちは固かた唾ずを呑んで成り行きを見守っていた。

　結局、オークションの時と同じことになってしまった……。いくら私ががんばっても、無理なのだろうか。

　そう諦めかけた時、隣の社長がいきなり声を上げて笑い始めた。

「あははは……。これはおかしなことをおっしゃる。私の知っている話とは、ずいぶん違うようですけどね」

「……どういうことですの？」

　夫人は不機嫌そうに、進藤社長を睨みつける。

「こら、お前、もうよしなさい」

　なにかを察知した峰岸専務が必死で止めるが、興奮した夫人は聞く耳を持たない。

「いいから、あなたは黙って」

　ピシャリと言われた峰岸専務は、だまって頭こうべを垂れた。

「私が耳にした話では、峰岸専務、あなた奥さまに内緒の借金がずいぶんとあるようですね？　懇意にしているホステスも、ひとりやふたりじゃないようだし」

「な、なにを根拠に？」

「私の情報網をバカにしてもらっちゃ困ります。なんなら出るところに出て、はっきりさせましょうか？　そちらの言っていることが正しいのなら、不都合はないはずだ」

「いや、それは」

　峰岸専務は途端に額に玉のような汗を浮かべて、目の前に置かれた水の入ったグラスを一気飲みする。

「まだありますよ。あなたの息子さんは権力を笠かさに着て、ずいぶんと清家に言い寄っていたそうじゃないですか。挙句の果てには、横領のもみ消しを条件に彼女に交際を迫ったみたいですね。結局十分な証拠がなかったので彼女は訴えられませんでしたけど、そんなことされたら誰だって退職しますよ。それに消えたお金はどこにいったんですかね？　まさか峰岸専務の借金返済に充てられた、なんてことはないですよね？」

　進藤社長の言葉に峰岸夫人が金切り声を上げる。

「あなた、どういうことなのっ!?」

　夫人の剣幕に、峰岸専務は縮こまる。

「いや、あ、それは誤解だ」

「奥さま。詳細が知りたければ、私が調査を依頼した調査会社を紹介しますよ。それからでも、どちらが正しいかご判断ください」

　夫人は、隣にいる夫を強く睨みつけている。しかし、峰岸専務はおどおどするばかりで、反論することもなかった。

「このような侮辱を受けて、不愉快ですわ。失礼します」

「おい、お前っ！」

　夫人が立ち上がると、追いすがるように峰岸専務も立ち上がった。しかし、そこに今田会長の低い声が響いた。

「侮辱を受けたのは君たち夫婦ではない。清家さんだ。まさか謝らずに立ち去るつもりか？」

　その場にいた全員が縮み上がる。峰岸夫妻の顔は真っ青だ。

「も、ももも申し訳ございません」

「私に謝ってどうする。相手が違う」

　ふたりは、こちらを向いて頭を下げた。

「このたびの無礼、申し訳ございませんでした」

「謝ってほしいのは、今回のことだけじゃないがな」

　頭を下げるふたりに、社長が畳みかけた。

「清家さん、無理に参加させてつらい思いをさせて悪かったな。私の顔に免じて許してはくれないか？」

　今田会長は申し訳なさそうに私を見ていた。

「あの……私は自分に恥じるような行為は一度もしたことがありません。それだけはどうか皆さん信じてください」

　今田会長にまで気を遣わせてしまったことに恐縮する。

「遠慮するな。今田の爺さんなら、このふたりをすぐにでも社会的に抹殺できるぞ」

「な、そんなこと！」

　進藤社長の脅し文句に、峰岸夫妻だけでなく、会場の他の人たちにも戦せん慄りつが走る。

「本当に、今までのことは色々誤解もあったみたいですし、私は大丈夫ですから」

　慌ててそう告げると、今田会長はゆっくりとうなずいた。

「本人がそう言っているなら、まぁいい。しかし、今後一切、私の前に顔を見せるんじゃない。わかったか」

「……はい、失礼します」

　先ほどまでの威張り切った態度は、どこかへ消え失せてしまったようだ。かわいそうになるほど叩きのめされた峰岸夫妻は、こそこそと会場を出ていった。

「あの、本当に抹殺なんてされませんよね……？」

「さぁ、どうだろうな。まぁ自分たちのしたことだ。自分たちで責任取るだろうよ」

　隣で何事もなかったように優雅に白ワインを飲み続ける社長を見て、この状況で動じずにいられるなんて、どんな心臓の持ち主なのかと感心してしまう。

「いや、清家さん、本当に嫌な思いをさせてしまったな。どうしても進藤くんが、峰岸を参加させろって言うもんだから」

「そうなんですか!?」

　社長は「さあな」と短く答えたあと、言葉を続けた。

「まぁ、よかったな。これでスッキリしただろう？」

「まさか、これだけのために？」

「これだけ？　自分の女がコケにされて黙ってられるか」

　まるで子供のような理由に驚きで言葉もない。そんな私たちを見て、今田会長はニコニコととてもうれしそうだ。

「皆、空気を悪くしてすまなかったな。さあさ、もう一度乾杯で仕切り直しだ」

　今田会長の発声に合わせて、もう一度乾杯をした。その隣で社長がつぶやく。

「俺は売られた喧嘩は三倍返しするからな。お前もよく覚えておけよ」

　なんて恐ろしいことを笑顔で言うんだろう……。

「肝に銘じておきます」

　私は改めて、すごい相手を好きになってしまったと痛感した。

　落ち着こうと冷たい水を一気飲みする。社長はそんな私をからかうような表情を浮かべてこちらを見ていた。




　それから数日後、私は珍しく定時に仕事を終えると、一枚の名刺を片手にとある場所へ向かっていた。

「えーっと、確かこの辺りなんだけど」

　周りを見回すと看板を見つけた。

【画廊・国富】

　ゆっくりと近づいて、ガラス張りの窓から中の様子を窺う。平日の夕方とあってか店内に客の姿は見当たらず、そこには岩村さんの姿だけがあった。

　社長のおかげで、悪い噂の真相を明らかにできた。今までこの問題にきちんと向き合おうとしなかった私が、まっすぐ峰岸夫妻と対たい峙じできたのは彼のおかげだ。

　人として一歩前に進めた気がした私は、もうひとつの気がかりを解消するためにここにやって来た。

「こんにちは」

　扉を開けて声をかけると、岩村さんが振り向いた。

「いらっしゃ――あら、清家さんじゃない？　どうされました？」

　うれしそうにこちらに歩いてくる姿を見て、罪悪感がじんわりと心に広がった。

「少しお話があって。もしご迷惑じゃなければ、少しお時間いただけますか？」

　約束もせずに突然来てしまったことを今さらながら後悔した。

「ちょうど、閉めるところだったの。あと少しそこで待っててもらえる？」

「はい」

　私は案内された応接椅子に座ると、岩村さんが仕事を終えるのを待った。

　しばらくしてギャラリーの照明が落とされ、薄暗い場所から岩村さんが歩いてくる。

「ごめんなさいね、お待たせてして。なにかお飲みになる？」

「いえ、お構いなく。約束もせずに突然押しかけて、申し訳ありませんでした」

　私が謝ると、岩村さんは「いいのよ」と言いながら微笑む。

　私の向かいに彼女が腰を下ろすと、早速話を切り出した。

「実は今日は謝らなくてはならないことがあって、参りました」

「どうしたんですか？　いきなり……」

　笑顔だった彼女の顔が怪訝そうな表情になる。

「ごめんなさい。私、社長と岩村さんのこと、協力できません」

　覚悟を決めてギュッと目をつむり、勢いよく頭を下げて謝った。

　どんな反応が返ってくるのか、想像もできない。顔を上げた私は窺うように岩村さんの顔を覗き見た。

「……協力できないって、どうして？」

「あの時きちんとお話すればよかったんですが、実は私、進藤社長とおつきあいしているんです」

　岩村さんは驚きの表情を見せたが、すぐにキュッと唇を引き結ぶと言葉を選んでいるように見えた。

　しばらくして彼女が口を開く。

「そうだったの……私ったら知らずに、無神経なお願いをしていたのね」

「岩村さん……」

　悲しげにうなだれる様子に、その原因が自分だと思うといたたまれない。

「立ち止まっていたのは、私だけなのね。彼はどんどん前を歩いていたのね……」

　無理やり作ろうとしている笑顔が痛々しい。

　彼女のことを傷つけたくはなかった。けれど結果的にそうなってしまう。

「本当にごめんなさい」

「どうして、あなたが謝るの？　悪いことなんてしていないんだから、謝らないで」

　目の前で苦しむ岩村さんを見ているのがつらい。

「ごめんなさい。今日はもう帰ってもらえるかしら？」

「あの、私……」

「お引き取りください」

　席を立った岩村さんが、私を出口へと促した。

　私を見送る彼女の瞳に涙がにじんでいる。私はそれを見ていられなくて、頭を下げると外に出た。

　人混みにまぎれて歩きながら、先ほどの岩村さんの表情を思い出す。

　大学時代からずっとくすぶっていた恋を、彼女はどうやって断ち切るんだろうか？　あの人のことを本当に忘れることができるんだろうか？

　好きな人を忘れるなんて、そう簡単にできるものではない。ましてや相手があの社長なら、なおさらだ。

　だけど、それでも……。誰かが傷ついているとわかっていても、私には進藤社長を諦めることなんてできない。もう彼への気持ちを止めることなど、なにがあってもできないのだから。

　私にできることは、この恋を大切にすること。

　顔を上げて歩きだすと、夜空に上弦の月が見えた。













不機嫌な社長







　五月――。新緑のまぶしい爽やかな季節のはずなのに……クレアシオンの会議室は驚くほど不機嫌な社長のせいで、議論が滞とどこおっていた。

　議題はメトロで制作したソフトを使った、今後の展開についてだ。

　会議には開発部の責任者たちはもちろんのこと、ソフトの開発担当者である小林さんと大木さんも参加していた。

　最初はつつがなく進行していたけれど、小林さんのひと言で場の雰囲気が変わった。

「このソフトは、企業向けに開発してきたものです。それをそのまま個人事業主向けに転用するとなると、このソフトのよさが生かし切れません。現時点では、個人向けのテストに参加しているユーザーの意見を取り入れながら、よりよいものへと進化させている段階です。今の状態では運用を開始するには時期尚早です」

「ならば、半年あればリリース可能だな」

　きっぱり言い切った社長の言葉に、会議室内が静まり返った。

　しかし小林さんは、自らの主張を曲げなかった。

「例えシステムとしてソフトが改良できたところで、ユーザーに使ってもらえなければ意味がありません。今のところ膨大な数の個人事業主を、十分サポートできるような環境にはない。そのためには、新しい人材を確保して教育しなくてはならないでしょう。ですから半年という短期間では、その両方を同時に進めることは難しいです」

「なぜできない理由ばかり並べる？」

　進藤社長と小林さんが睨み合う。

「このソフトは、私が一から開発に携たずさわったソフトです。ですからどのような形でも不完全なままではユーザーに提供したくありません。それくらい思い入れのあるものなんです。そのことはそちらにいる秘書の清家さんもご存じだと思いますよ」

　みんなの視線が一斉にこちらを向いた。普段会議中に話題を振られることはほとんどなかったので驚いたけれど、私は自分の気持ちをはっきりと話す。

「確かに半年という期間は短すぎる気がします。もう少し準備期間を……」

「わかった。この件に関しては三日後までに、できない〝正当〟な理由を明示しろ」

　私の言葉を遮って言う。

「そんな……」

　大木さんが声を上げたが、社長が視線を向けるとなにか言いかけたまま、その言葉を呑み込んだ。

「俺はできる理由を出す。そこでもう一度判断する。次の議題」

　さっさと話を打ち切って、議題を次に移した。

　いつもならもっと社員の話に耳を傾けるのに、今日はなんだか様子が変だ。

　違和感を覚えたまま、会議は進行していった。




　社長室に戻ってコーヒーを淹れ、早速先ほどの違和感を社長にぶつけることにする。

　様子を窺いつつ、テーブルの上にコーヒーを置くが、こちらをチラリとも見ない。

　――これは相当機嫌が悪そうだ。

「先ほどの会議の件ですが」

「なんだ」

　キーボードを叩く音が大きくなったのは、気のせいだろうか？　ひるみそうになった気持ちを取り直して聞く。

「どうして小林さんにあんな言い方をしたんですか？　いつもなら、もっと詳しく話を聞くじゃないですか」

「気のせいだろう。俺はいつもどおりだ」

　頑なな態度に取りつく島もない。

「でもあのソフトは砂田さんや小林さん――メトロのメンバーが、一生懸命開発したものです。それをもっと大切にしてほしいと思うのは間違いですか？」

　私は先ほどの会議で言えなかった言葉を伝えた。しかし社長の眉間の皺は深くなるばかりだ。

「収益を出さなければ、メトロを買収した意味がない」

　きっぱりと言い放った、その冷たい言葉に傷つく。

　確かに企業が利益を求めるのは当然のことだ。しかし、大切にしなくてはいけないものは利益の他にもたくさんあるはずだ。

「じゃあ私も、意味のないもののひとつということですね」

　メトロが吸収合併されるとなった時、この人なら、メトロの事業を大切にしてくれると信じていたのに……。

　残念な気持ちを抱えながら、私は社長室の扉を開く。

「どこへ行くんだ」

「小林さんのところです。もう少し話を詳しく聞いてきます」

「……勝手にしろ」

　無言でパタンと扉を閉めた私は、小林さんの元へ向かった。




　小林さんたちの席は開発部のフロアの奥にある。在籍は第一開発部となるが、実際には経理ソフトの専任プロジェクトチームとして仕事をしていた。

「あぁ、清家さん。社長の機嫌はどう？」

　私に気がついた小林さんが、苦笑いを浮かべて尋ねてきた。

「それがその……もう、最悪です」

「そうか」

　短く返事をした小林さんは、ますます苦り切った顔をした。少し離れた席から大木さんが文句を言う。

「しっかし、社長の本ほん領りょう発はっ揮きって感じだよな。横暴極まりないって言うか……」

　今日の社長は、そんなふうに言われても仕方がないのかもしれない。

「いつもはあそこまでひどくはないんです。態度は悪くても、ちゃんと話は聞いてくれるんですが……」

　ため息交じりの私の背中を、小林さんが〝ぽんっ〟と叩いて励ましてくれる。話を聞きにきたのに、これではいけない。

「私にできることがあれば、おっしゃってください」

　そう声をかけた私に小林さんが資料を手渡した。

「これ、前もって作っておいた資料。補足はまた明日以降するとして、とりあえずこれを先に社長に渡しておいて」

「わかりました。あの……きっといい打開策が見つかりますよ」

「そうだといいけどね」

「大丈夫です」

　私の知っている社長は、きちんと周りの人の意見に耳を傾けられる人物だ。きっと今回の件もうまく運ぶはず。そう思ったのだけれど……。




「こんな中途半端な資料、見るに値あたいしない」

　社長室に戻ると、早速資料を手渡した。しかしすぐに突き返されてしまう。

「見るだけでも見てください。小林さんのことですから、ちゃんとしているはずです」

「ずいぶんアイツのこと、信頼しているんだな」

　なにが気に入らないのか、突っかかってくる。

「短い間ですけど、仕事ぶりを見ていましたから。真面目で温厚で仕事は丁寧だし、困ったことがあれば親身になって助けてくれますし、周りの人間には気遣いを――」

「まるで俺とは正反対だな。もういい、今日はさっさと帰れ」

「でもそれ、私の仕事じゃないですか？」

　手元には、私に依頼するはずのデータ資料を持っていた。

「いい。このプロジェクトに関してはすべて俺がやる。お前はせいぜい小林の味方にでもなってやるんだな」

　そう言ったかと思うと、私の存在を無視するかのように、パソコンの画面から目を離さなかった。

　いくら横暴な彼に慣れているとはいっても、今日のは少し度が過ぎる。

「かしこまりました。それでは失礼しますっ！」

　ムッとした私は、さっさと片付けをすると社長室を出た。エレベーターに向かって数歩進んだところで、思わず後ろを振り向いてしまう。

　もちろん、社長が私を追いかけてくることなどない。

　お互いにプロジェクトをうまく運びたいだけなのに、どうしてこんなふうに喧嘩みたいになってしまうんだろう。

「わからず屋……」

　ぽそっとつぶやいて、私は家路についた。




　それから三日が経ち、小林さんが例のプロジェクトができない〝正当な理由〟を提出する日がやってきた。

　あれからも社長は不機嫌なまま、必要最低限の仕事の話以外はなにも話さなかった。

　まさかここまで長引くなんて。今までも仕事のやり方で衝突したことはあったけれど、今回のはどうもいつもと様子が違う。

　そもそも私は秘書であり、彼の恋人でもあるはずだ。先日やっと気持ちが通じ合ったと思ったばかりなのに、あれは私の勘違いだったのかもしれない――そう思ってしまうほど、彼の気持ちが掴めない。

　なにが原因かわからず、私もイライラする日が続いていた。

　そんな中、小林さんが〝正当な理由〟を手に社長室にやって来る。

　私も同席したかったけれど、秘書課での打ち合わせが長引いてしまい、社長室に戻れたのは、既に定刻から二十分も過ぎたころだった。

　ノックをして中に入ると、言い争う様子もなく、ふたりは穏やかに話をしていた。ほっとした私は、話し合いの結果を小林さんに尋ねた。

「お話、うまくまとまりましたか？」

　しかしその返事は、社長から返ってきた。

「お前には関係のない話だ。首を突っ込むな」

「関係ないって、私もメトロの社員だったんですから、関係なくはないです」

　いいかげん腹が立ち、小林さんの前にもかかわらず、つい言い返してしまう。睨み合う私たちのせいで、その場は険悪なムードになった。

「ふふっ」

　突然そこに小林さんの笑い声が響いた。

「な、なにがおかしいんですか？」

　場の雰囲気を読まないなんて、いつもの小林さんらしくない。

「いや、ごめんごめん。さてと、話も終わったことだし、戻ります。清家さんいい？」

「はい？　いいですけど」

　突然のことでよくわからないが、とりあえず小林さんについて部屋を出ようとする。

「俺の目の前で仕事をほっぽり出すなんて、いい度胸だな」

「そんな、ちょっと席を外すだけじゃないですか」

「まぁまぁ……すぐにお返ししますから」

　また言い合いを始めそうな私たちを、小林さんがなだめた。

「じゃあ、彼女少しお借りします」

「好きにすればいい。別にいなくったって困るわけじゃない」

　私は社長のほうを見ずに小林さんの後に続くと、今度こそ本当に部屋を出た。小林さんはエレベーターの前で足を止めると、肩を震わせて大きな声で笑い始めた。

「あははは……。いや～、いいもの見させてもらったよ」

「いいもの？　なんのことを言ってるんですか？」

　不思議そうな私の顔を見て、小林さんはもう一度大きな声で笑う。

「あぁ……ごめん。こういうのって、本人はわからないもんなんだね。というか清家さんが鈍いだけ？」

　話を聞いても、私の頭のクエスチョンマークは消えない。それを察した小林さんが、笑いながら説明してくれた。

「進藤社長の機嫌が悪かったのはね、嫉妬だと思うよ」

「嫉妬って、社長が？」

　予想だにしないことを言われて、驚いた。

「そう。これは俺の勘だけど、間違いないと思うな」

「そんなこと……」

「今日だって、清家さんがくるまではいつもの社長だったんだよ。だけど君が俺に話しかけた途端、顔色が変わった。あんなに感情を露にする人だったなんて、驚いたよ」

「でもなぜですか」

　まだ納得できない私は、小林さんの意見に賛同できない。

「きっと、君が頭ごなしに僕の味方をしたのが、気に入らなかったんだと思う」

　――まさか、そんなちっちゃなことで……？

「男はみんな子供だから。とにかく早く仲直りしてもらわないと、とばっちりはゴメンだよ。じゃあ」

　エレベーターの扉が開き、乗り込んだ小林さんが軽く手を上げた。扉が閉まっても、私はまだその場でしばらく考え込んでいた。

　小林さんの言ったことは本当なんだろうか。まさかあの社長が嫉妬だなんて。

　ここでこうして悩んでいても仕方ない。あの嫌な雰囲気を壊すには、私がきちんと社長と向き合うしかないのだ。私は社長室へと急いだ。

　ノックの後「はい」と言う短い返事があった。中を覗くと社長はこちらを振り向かずに窓の外を眺めている。きっと私だとわかっているのだろう。

　なにをどう話したらいいんだろう。迷いながらも近づいていく。社長の広い背中を見ていると、ここのところずっと距離が離れていたことを思い出してせつなくなった。

　思わずギュッと社長の背中に抱きつく。ちゃんと話をしなくてはと思っていたのに、体が勝手に動いてしまった。

「なんのつもりだ？」

「わからないですか？　私の気持ちが伝わるようにしたんですけど」

　回した腕に力を込める。

「社長はわかりにくいです。もっと素直に気持ちをぶつけてほしい。ダメですか？」

「どういう意味だ？」

「小林さんが言ってました。『社長は嫉妬してる』って」

「……嫉妬？」

　背中にくっついているので、彼の表情はわからない。けれど、声色から少し驚いているということはわかった。

「はい」

「そうか、これで納得できた……。どうしてイライラしていたのか」

　――まさか、自分でも気がついていなかったの!?

「生まれてからこのかた、感じたことのない感情だ。これが嫉妬か？」

「気がついてなかったんですか？」

「あぁ、今まで嫉妬なんてする必要なかったからな」

　言われてみればそうかもしれない。きっと彼はヤキモチを妬くほうではなく、妬かれるほうだろう。

　社長は私の手を緩めると、こちらを振り返った。

「お前が小林の肩を持つたびにイライラした。だからこのプロジェクトには、一切関わらせないようにした。それがまさか嫉妬だとはな」

　初めての感情に社長は戸惑ったのかもしれない。しかし、それは私も一緒だ。

「社長が嫉妬するなんて、私もびっくりしました」

　本来なら笑うところではない。けれど私は彼がヤキモチを妬いてくれたことが、うれしくて仕方がない。

「なにがおかしい？」

　せっかく消えていた眉間の皺が戻ってきてしまう。私は慌てて笑顔を引っ込めようとしたけれど、やっぱりうれしさが隠し切れなかった。

　そんな私の頬を社長が思いっきりつねる。

「いひゃいです」

「人を不快にさせておきながら笑うとは、いい度胸だな」

　勝手にヤキモチを妬いたのはそっちなのに、まるで私が悪いみたいな言い方だ。

「反省してないヤツには、お仕置きが必要だな」

　物騒なことを言い出す。

「私が悪いんですか？」

「あぁ、お前が悪い。俺をこんなふうにしたバツは受けてもらう」

　腕を引かれた瞬間、唇を奪われた。

　いきなりで驚いたけれど、久しぶりに触れられた喜びのほうが勝る。まるで喧嘩をしていた時間を埋めるかのような長いキスに、私は彼の首に腕を回して応えた。

　唇が離れると、彼がギュッと私を抱きしめる。

「もうこんな思い、二度とさせるな。お前は俺だけ見てればいい」

　耳元で囁かれたその言葉に、私は大きくうなずいた。

　私たちは、彼からの〝甘い罰〟で初めての喧嘩の仲直りをした。
















第七章













母の挨拶







「……はい。その件でしたら、電話よりも資料を見たほうが早いと思います。すぐにお送りしますので、ご確認ください」

　受話器を置いてひと息つこうとしたが、またすぐに電話が鳴り始める。

「社長室、清家です」

　ひっきりなしに舞い込んでくる仕事を、次々とこなしていく。

　一度は辞めると覚悟したこともあったが、やっぱり私はクレアシオンが好きだし、ここで働いている人たちが好きだ。大袈裟かもしれないが、日々自分の居場所だとの思いが深まる。

「随分人気だな」

　あちこちから声をかけられる私を見て、社長が嫌味っぽく言う。

「またヤキモチですか？」

　ジロリと睨まれて、ヒヤっとする。

「ちょっと、言ってみただけです」

　チラリと私のほうを見た社長が、また面倒なことを言い出した。

「明日、お前の母親に会いに行くぞ」




　――まさかこんなに急にこの日が来るなんて……。

　私は社長の運転する車で高速道路を走っていた。さすがドイツの高級ＳＵＶ車だ。高速での乗り心地も抜群だった。

「あの、本当にわざわざ挨拶しなきゃいけないような親じゃないですから……」

「行くと決めた。諦めろ」

　追おい々おいそういったこともきちんとしていこうという話だったけれど、まさかこんな急だとは、思ってもみなかった。

　会いに行くと言い出した社長にその場で母の予定の確認を取らされ、伯母の家を訪ねることになったのだ。

　お母さんたちは社長を見て、どう思うだろうか？　私の心配はその一点に尽きた。私はいつも一緒にいて慣れている上に、彼に好意を寄せているから、いいところばかり見てしまう。しかしもともと、仕事以外の場で彼が周りに与える印象は、決していいものではなかった。

　傲慢、不遜、強引、俺様、冷酷。

　それにこの外見のゴージャスさに、年老いた母たちは委縮してしまわないだろうか。

　サングラスをかけた社長は私の心配をよそに、いつもどおりまっすぐ前を向いて運転を続けている。

　日曜日にもかかわらず道路は比較的空いていて、一時間半ほどで伯母の家に到着することができた。予想していたより早かったけれど、車が伯母の家に到着すると、すぐに母と伯母が顔を覗かせた。きっと玄関先で今か今かと待ち構えていたのだろう。

「梓。よく来たわね」

　車を降りた私を母は変わらぬ笑顔で出迎えてくれる。そして私の後ろに立つ社長に目を向けた。

「はじめまして、進藤岳人です」

　美しい角度で頭を下げた社長は、今までにないほど自然な笑顔で、好感度の高い振る舞いを見せていた。

「梓の母です。こちらは私の姉で梓の伯母にあたります」

　お互いに挨拶をかわす。

「こちら、気に入っていただけるとよいのですが」

　社長が差し出した手土産を受け取った母の顔が、心持ち赤く見えるのは気のせいではないはずだ。顔を綻ばせた母と伯母が歓喜の声を上げる。

「まぁ……梓が彼氏を連れてくるって言うから、どんな人なのかと思っていたんだけど。こんな素敵な方だなんて、緊張しちゃうわ」

「ちょ、ちょっとお母さん」

　接客業をしていた母は、持ち前の明るさで私たちを受け入れてくれた。

「ほら、立ち話もなんだから、早く中に入って」

　伯母の声に促されて、玄関をくぐる。いつもならダイニングで女同士あれやこれやと話をするのだが、今回は客間に通された。広い座卓の上には、母と伯母による自慢料理が和洋折衷所狭しと並べられていた。

「梓の好きなものばっかり作ったら、こんなにたくさんになっちゃった」

　肩をすくめる母の姿に、どんなに今日という日を心待ちにしていたのかがわかる。

　背の高い社長は鴨居に頭をぶつけないように身をかがめて座敷に入ると、案内された奥の席に座った。いつもと同じ部屋なのに、大きな社長がいるとどこか狭く感じられる。私が隣に座ると、母と伯母が向かい側に座った。

「お母さん、伯母さん、こちら進藤岳人さん。あの……」

　彼氏だと紹介するだけなのに、照れくさくてまごついてしまう。そんな私に代わって社長が口を開いた。

「進藤岳人です。お嬢さん――梓さんとおつきあいさせていただいております。ご挨拶が遅くなりまして、申し訳ありません」

　座布団から降りて頭を下げた。

「やだ、やめてください。頭を上げてください」

　慌てた母親が声を上げる。私も社長がこんなに丁寧に母に挨拶をするとは思ってもみなかった。

　社長が顔を上げると、母がマシンガンのように話し始める。

「わざわざご丁寧にありがとうございます。この子はいつも仕事仕事ばっかりで、ようやく彼氏ができたと聞いて安心していたんですよ」

「ちょっと、お母さん！　そんな話しなくていいから」

　私の制止もまったく取り合わず、初めて娘の彼氏に会うのがうれしいのか、伯母とふたりで次々と質問攻めにしていた。

「あら、私ったら興奮してしまって、気を悪くされていたらごめんなさい。あの、お口に合うかわかりませんが、どうぞ召し上がってください」

　母の言葉に伯母が取り皿を差し出すと、社長が「いただきます」と言って受け取る。

　さあこれから食事が始まるというその時に、突然母が声を上げた。

「あら、やだ。お刺身のお醤油が少ししかなかったんだわ。悪いけど梓ちゃん、そこのコンビニまで買いに行ってくれない？」

「え？　……でもそれだけあれば、十分じゃない？」

　テーブルの上に置かれた醤油差しには、四人分としては十分な量が入っていた。

「ダメよ、せっかく奮発してお刺身買ったのに」

　社長のほうを見ると、目で「行って来い」と言っている。私は渋々立ち上がると、バッグを掴んで急いでコンビニに向かった。

　徒歩五分のコンビニで目当てのものを手に入れると、急いで家へと引き返す。初対面の三人だけで残しておくのが少し心配だった。

　走ったせいで息が上がり、伯母の家に到着した時に『ただいま』のひと声も出せなかった。まっすぐ客間に向かうと、中から聞こえてきた母の声に、思わず足が止まる。

「進藤さん。わざわざここまで来てくださったということは、梓との将来を真剣に考えてくださっているということなんですよね？」

「はい。そのつもりです」

　社長のよく通る声が響く。

「梓は……、あの子は小さいころに父親を亡くし、私ひとりで育ててきました。親としては落第の私を、我慢強いあの子が随分助けてくれました。甘えたい時も、遊びたい時もあったでしょう。しかしあの子は文句のひとつも言わず、いつも私の隣で支えてくれました」

　お母さん……そんなふうに思っていたなんて。私は我慢だなんてちっとも思ったことなかったのに。

　母の告白に胸が痛くなる。

「私は数年前に体調を崩しまして、長年営んでいた店を畳みました。実はその時一緒に商売をしていた人にお金を持ち逃げされまして……。私は銀行からの連絡で初めてそのことを知りました」

　お母さん、知っていたんだ……。必死で隠しとおしたつもりだったけど、気づかれていたなんて。

「あの子は私に心配をかけまいと、なにも言わずにひとりですべてを処理してくれました。年ごろの女の子が借金の整理だなんて、本当に大変だったと思います」

「そうですね」

「私のせいで、苦労ばかりしてきた子なんです。ですから……どうか、あの子がこれから先、自分を押さえつけて我慢ばかりして生きるようなことだけには、ならないようにしていただけませんか？」

　母の必死な言葉に、涙が出そうになる。

「お母さま……約束します。彼女が彼女らしくいられるように、私も力を尽くします」

「ありがとうございます。本来ならば、親の私がしなくてはいけないことだったんですが。……母親失格ですね」

　母のその言葉を、社長がすぐに否定する。

「そのようなことをおっしゃらないでください。梓さんが悲しみます。なぁ？」

　最後の「なぁ？」は、廊下に立っている私に向かっての言葉だろう。

　ゆっくりと襖ふすまを開けると、社長がこちらを見ていた。涙をこらえたまま、社長の隣に座る。

「……母親失格……なんて、言わないで」

　なんとか気持ちを伝えようと声を絞り出したけれど、嗚お咽えつにまみれてそれ以上は言葉にならない。

「ごめんね……もう言わないわ。進藤さん、どうか娘のことをよろしくお願いします」

「はい」

　短い返事だったけれど、力強かった。

　その言葉にすっかり安心した母は、まだ泣きじゃくっている私のお皿に好物を山ほど載せると、食べるよう言った。

　私も涙を止めて食べようとするけれど、母の手料理を見ると母とのこれまでが思い出され、次々と涙が溢れ出てくる。

　そんな私を社長が隣で笑いながら、見守ってくれていた。




「随分長居しまして……ご馳走さまでした」

　社長が母と伯母に頭を下げる。

「またいらしてください」

「はい。近いうちに必ず」

　大きな猫をかぶり、母たちを騙だます気満々の爽やかな笑顔で返事をする社長に少々呆れながら、伯母の家を後にした。

　何事もなかったように運転する社長を横目で見て、思わず感想がこぼれた。

「母たちの前ではまるで別人でしたね」

「処しょ世せい術じゅつと言え」

　ものは言いようとは、よく言ったものだ。

「でも、ありがとうございます。母、とっても喜んでいました」

　このところめっきり年をとったように感じる母が、近年で一番楽しそうにしていたことに、喜びと安堵を感じていた。

「なるべく早いうちに、また会いに行こう。親とは会えるうちに会っておいたほうがいい」

　既に両親を亡くしている社長の言葉は、重みが違う。私は「はい」とだけ返事をして、運転中の彼の横顔をじっと見つめた。

　相変わらず強引なやり方だけど、私を大切にしてくれている。そんな彼の隣にいられることがうれしかった。

　ところが社長は、すぐにそんな温かい気持ちをぶち壊す発言をしてくれる。

「さぁ、これで手順は踏んだ。今日からは俺の部屋で暮らせ」

「えぇ！　まだ、諦めてなかったんですか？　しかも今日からって……」

「今まで俺がやろうと思ってできなかったことはない。できないのならば、その理由を潰していくだけだ」

　私の好きになった男は、なんて強引な人なのだろう。けれど、そんな強引でわがままなところもたまらなく愛しく思えるのは、恋のせいだ。

「まだなにか一緒に住めない理由があるのか？」

「あー、えーっと」

　彼でもどうにもできない理由がないか、考える。

「無駄な抵抗だな。諦めろ」

　彼の笑う声が、勝利宣言のように響いた。













消せない不安







　梅雨の真っただ中のある日、その日も朝からジメジメとした雨が降っていた。

　総務課から郵便物が届けられると、すぐに宛名を確認して分類していく。

「あれ、これって今田会長ですか？」

　その封筒には【今田敏とし三ぞう先生の還暦を祝う会】と書かれていた。差出人を確認した社長が、中を見ながら教えてくれる。

「今田は今田だけど、弟のほうだ。俺の大学時代の恩師」

「え？　先日会った今田会長がお兄さんのほうで、社長が大学時代にお世話になった教授が弟さんってことですか？」

「あぁ、そうだ。もともと、俺が世話になっていたのは先生のほうだ。今田の爺さんは、仕事をし始めてからのつきあいだ」

　まだつきあい始めて数カ月。知らないことのほうが多いのは仕方がない。こうやってひとつずつ、時間をかけてお互いのことを知っていくのも楽しい。

「お前も来るか？」

「え!?　いいんですか？」

　本来ならば、部外者の私が顔を出すところではない。

「別に構わないだろう。俺の恩師に会っておくのも悪くない。それに砂田たちも参加するだろうし」

「本当ですか？」

　つい大声を上げてしまった。希望さんたちに会えるのもうれしいけれど、私の知らない学生時代の社長の姿を知ることができる機会にうれしくなる。

「ただし、参加の条件がひとつだけある」

「なんですか？」

　また、同棲問題を引っ張り出すつもりだろうか。

「当日までに、俺を下の名前で呼ぶこと」

「……そ、それは」

　自分でもずっと『社長』と呼んでいるのは、おかしいような気がしていた。けれど、なんだか改めて下の名前で呼ぶのも気恥ずかしく、今まで呼べずにいたのだ。

「鋭えい意い努力いたします」

「あぁ、がんばれよ。スケジュールの確認をして大丈夫なら、出席の返事を出してくれ。同伴者にお前の名前、書き忘れるなよ」

「はいっ」

　元気よく返事をすると、私はすぐにスケジュールの確認をした。こうやって彼の日常に私の居場所がどんどん増えていくことがうれしい。私はその日が楽しみだった。




　そして当日。八月の中旬は、日が落ちてもまだまだ蒸し暑かった。私はネイビーのフレンチスリーブのワンピースに、社長からもらったダイヤのネックレスをつけた。シンプルな装いのアクセントにパンプスは白にして、少しでも爽やかに感じられるコーディネートを心がけた。

　迎えに来てくれた社長の車に乗り込んだ時、ふとネクタイピンが目に入る。そこには私のネックレスと同じくダイヤが光っていて、なんとなくお揃いをつけているような気がしてひとり喜んだ。

　会場は日系老舗ホテルの大広間を貸し切っていたが、その中は大勢の人で溢れかえっていた。そのことからも社長の恩師の人望の厚さが窺える。

「すごい人ですね」

「あぁ、そうだな。はぐれるなよ」

　社長はそう言うと、私に腕を差し出してきた。普段仕事の時は、人前でこんなふうに寄り添うことはない。少し戸惑ったけれど、私はそっと彼の腕に手をかけた。

　それを待って社長が、ゆっくりと会場内を歩き出す。そして大勢の人に囲まれている初老の紳士を見つけると、その前で足を止めた。目元が今田会長にそっくりだけれど、スリムですらっとしている。還暦だとは思えないほど若々しい姿のこの紳士が、この会の主役だとすぐにわかった。

「おぉ、進藤くん。こっちに来なさい」

「はい。ご無沙汰しております、教授」

　社長が手を差し出すと、相手もうれしそうに手を出し、笑顔で固い握手を交わす。

　その時の社長の笑顔は、いつものビジネスの時とは違い、心から信頼をおける相手に見せるものだった。

「随分久しぶりだな。君の功績は色んなところで耳にするから、その都度私は鼻が高いよ。最近は、兄とも親しいそうだね」

「はい。よくしていただいています」

　笑顔で楽しそうに話す社長を見ていると、私も自然と顔が綻んだ。

　ふと、教授の視線が社長の後ろにいた私に向けられる。

「彼女は？」

　社長が振り返り、私の背中に手を添えた。

「清家梓さんです。俺の秘書で、とても大切な人です」

「はじめまして。本日はおめでとうございます」

　そうかけた私の言葉に「ありがとう」と笑顔で返してくれた。

「あ、失礼。電話です」

　スーツの内ポケットを探りながら、社長がその場を離れた。

　残された私は少し不安になったけれど、気を遣った教授が話しかけてくれる。

「進藤くんとつきあうのは大変だろう？」

　教授の言葉を否定できずに苦笑いを返すと、教授が声を上げて笑い始めた。

「ははは。いや、実に素直な娘さんだな」

「す、すみません」

　まさかそんなに大笑いをされるとは思わず、慌てて頭を下げた。

「謝らないでおくれ。うれしいんだよ。進藤くんには、君みたいな人が必要だから」

「そんな……」

　私は思わず顔を赤くしてしまう。面と向かってそんなふうに言われると恥ずかしい。

　正直言って、私の代わりなんていくらでもいるだろう。社長がなぜ私を選んだのか、いまだによくわからない。

「彼は周りが思っているよりもずっと、苦労も努力もしている。それを見せないだけだ。いや、私が言うまでもないか……。君はちゃんと理解してくれているんだろう？」

「はい」

　私も最初は社長を誤解していた。生まれ持ってなんでも手にした横暴な人だと……。今もほとんどの人が彼をそんなふうに思っているだろう。しかし、本当は違う。

「だからこそ、私は彼には苦労の分、幸せになってほしいとずっと思っているんだ。だから今日、君が彼の隣にいるのを見て安心した。彼のこと、よろしく頼むよ」

「はい。私にできることは、精一杯がんばります」

　私が教授にそう宣言すると、後ろから声が聞こえてきた。

「それは、楽しみだな」

「しゃ、社長。聞いてたんですかっ!?」

　振り返ると、ニヤリとからかうような笑みを見せた社長が立っていた。

「聞いていたんじゃない。聞こえていたんだ」

「どっちでも一緒です！」

　恥ずかしさで顔を赤くする私を面白がっている。

　そんな私たちを見て、教授がニコニコと笑っていた。

「清家さんに会えてよかった。進藤くんが幸せそうで、なによりの誕生日プレゼントになったよ。今度はゆっくり、兄も交えて食事に行こう」

「はい。是非」

　私と社長は教授に頭を下げると、その場を離れた。

　隣を歩く社長の姿をそっと窺う。一見、いつもと変わらないように見えたが、ビジネスパーティの時とは違い、リラックスして楽しんでいる雰囲気が伝わった。

　知った顔を見つけては浮かべる笑みから、彼の学生時代を想像することができる。

「……それで、お前はなにを〝精一杯がんばる〟んだ？　そう言えば、まだ俺の名前を呼んでないけど、約束を忘れたわけじゃないだろうな？」

　指摘されてドキリとする。確かにここに連れてきてもらうのと引き換えに〝社長を名前で呼ぶ〟という条件を出されていた。しかし、私はまだ一度も彼を〝岳人〟と呼べていない。

　ここまで何度かチャレンジして喉元までは出かかっていたものの、恥ずかしさが先だってしまい声に出せずにいた。

　痛いところを突かれて焦っている私に、救世主が現れる。

「梓ちゃん！」

　この会場で私の名前を呼ぶ女の人といえば、あの人しかいない。

「希望さん！」

　私は社長の腕から手を離すと、希望さんに駆け寄った。彼女の後ろには砂田さんの姿も見え、ふたりと挨拶を交わす。

「お久しぶりです」

　いつもと変わらないふたりの姿に安心して、自然と顔が綻んだ。

「もう、梓ちゃんったら、幸せそうね」

　いきなり希望さんが、私の耳元でからかうように言ってきた。社長と正式につきあうようになったと、電話で報告をしていたからだ。

「そ、そうですか？　仕事が忙しくて、相変わらず睡眠不足ですけど」

「もう、睡眠不足だなんて。田舎に住む主婦には刺激が強いわぁ」

「……希望さんっ！　なに言ってるんですか!?」

　焦った私は、今の話を聞かれていないかと、心配でキョロキョロと周りを見渡した。

「冗談なのに……相変わらずね。でも幸せそうっていうのは本当。お肌艶々で幸せオーラ満開よ」

「そうですか……うれしいです」

　確かに最近の私は、仕事もプライベートも順調だった。その瞬間が訪れるまで、それは順調すぎて怖いくらい幸せだったのだ。




「岳人」

　私の後ろから、彼を呼ぶ声が聞こえた。彼の名を呼ぶ、透き通った女性の声。

　振り向くとそこには、見覚えのある女性の姿があった。

「岩村、お前も来ていたのか」

　私に背を向けている社長の表情は窺い知ることができない。その代わりに彼の肩越しに岩村さんのうれしそうな笑顔が見えた。

「こうしていると、昔を思い出すわ。――清家さんも、こんばんは」

「こ、こんばんは」

　にっこりと笑顔の岩村さんに、挨拶をした。画廊に行ってふたりで話した日以来だけど、元気そうな岩村さんの姿に、少し安心する。

「岳人……ちょっと話をしたいのだけど、時間はあるかしら？」

　さっきまで私が腕を絡ませていた場所に、彼女の手が添えられる。キレイに塗られたマニキュアがライトでキラリと輝いて見えた。

　その光景にズキンと胸が痛む。もしかして岩村さん、まだ社長のこと……。

　まぬけな私はそこで初めて気がついた。岩村さんが、社長のことを〝岳人〟と呼んだことに。

　社長がこちらを振り向き、私の様子を窺う。でも私は目が合った瞬間、思わず逸らした。きっと嫉妬でひどい顔をしているに違いない。こんな顔、見られたくなかった。

　私は声を上げた。

「私、お手洗いに行ってきます」

　そう宣言すると、社長の返事を待たずに会場の外へ向かう。

　すれ違いざまに、岩村さんと目が合う。なにか意味の籠った視線を送られたけれど、それを受け止める勇気もなく、私は早足に会場を出た。

　急いで一番近くのトイレへ駆け込む。幸い中には誰もいない。鏡の前で自分の顔を見ると、ひどく情けない顔をしていた。

「はぁ」と小さなため息をつくと、鏡越しに希望さんの姿が見えた。

「私も、ちょっとトイレ」

　そう肩をすくめた希望さんだったが、私を心配して駆けつけてくれたことがわかる。

「すみません、なんだか空気悪くして」

「……梓ちゃん、彼女と……岩村麻ま里り奈なと会うのは初めてじゃないのね？」

　希望さんがいきなり核心を突いてくる。

「はい、今までに何度か会いました」

「その様子じゃもう知ってるみたいね。彼女が進藤くんの元カノだってこと」

　私は静かにうなずいて返事をした。

「岩村さん、今でも社長が好きだから協力してって言ってたんです。でもその後私が社長と正式におつきあいすることになったので、話し合いに行ったんですけど……」

「なんて顔してるの？　進藤くんなら心配要らないわ。昔馴染みと話をしてるだけよ」

　希望さんの言うとおりだろう。けれど私は自分の中に渦巻く不安に勝てないでいる。

「私、全然呼べないんです……」

「え？」

「私、社長のことまだ名前で呼べなくて。それなのに、岩村さんはさっき〝岳人〟って呼んでました。私、全然自信がなくて……。彼女は別れた後も社長に強い影響を及ぼした女性ですよね？　今だってすごく華やかで優しくて……。それにお父さまが代議士だと砂田さんが言ってました。それに比べて、私はなにも持ってないんです」

　彼女と自分を比べて、落ち込んでしまう。

「そんなこと……気にするようなことじゃないわ。今の彼女は、梓ちゃんなんだから」

　なにもかも希望さんの言うとおりだ。なにも心配することなんてない。それなのに私は、この不安に満ちた気持ちをうまく昇華できずにいた。




　パーティも終わり、車で社長の部屋へと戻る。

　こんな気持ちのまま一緒にいると、私の岩村さんへの嫉妬心に彼が気づいてしまうかもしれない。けれど今日は、最初から社長の部屋に泊まる予定になっていた。今さら帰るなんて言い出せば、社長は理由を問いただしてくるだろう。どのみち面倒なことに変わりないのだ。それに私自身、ひとりでいるよりも、社長のそばにいたかった。

　考えごとをしながらリビングに入った途端、彼が私の頬に手を伸ばす。

「どうした？　具合でも悪いのか？」

　勘の鋭い彼が、私の変化に気がつかないはずはない。私の不安がしっかりと伝わってしまっている。しかしその不安をそのまま社長に伝えるわけにはいかない。

「岩村さんがまだ社長のことを好きなので心配です」とは言えるはずもなかった。私は不安をごまかすように自分から彼の胸に顔をうずめ、背中に手を回して抱きついた。

　彼は私の行動に一瞬驚いた様子だったけれど、なにも言わずに抱きしめ返してくれる。彼の体温を感じていると、不安だらけだった胸の中が少し落ち着いてきた。

　しかし突然、彼の腕に添えられた、キレイにマニキュアの塗られた白魚のような手がフラッシュバックする。

　とっさに彼の胸を押しやって、距離を取った。

「どうした？」

　いつもの冷静な彼とは違い、私を心配していることが手に取るようにわかる。彼にそんな思いをさせているかと思うと、自分が嫌になってくる。まさか自分がこんなに醜いヤキモチを妬くなんて、思ってもみなかった。

　なんとか今できる精一杯の笑顔を見せる。これ以上心配をかけたくない。

「たくさんの人でちょっと疲れちゃったみたいです。今日は先にシャワーを浴びて休んでもいいですか？」

　私の申し出に「そうしろ」と彼が短く答えた。私はそれ以上ボロが出ないうちに、バスルームへ向かう。そして身支度を整えると逃げるようにベッドに向かい、目をつむって横になった。

　しばらくして寝室の扉がゆっくり開く。外から差し込む光に気づいてはいたけれど、壁に向かって目を閉じたまま、寝たふりをする。

　本当は聞きたいことがたくさんあるのに、うまく聞ける自信がない。かといって、私が聞かなければ彼が自分からその話をすることはないだろう。

　でも話を聞いたからといって、私のこの不安が拭い去れるわけでもない。これは彼の気持ちがどうこうというよりも、私の心の問題なのだ。いまだに自分に自信が持てない私が、この負の感情をもたらしている元凶なのだから。

　堂々巡りを繰り返し、頭の中はどんどん冴えていく。

　ギシリとベッドがきしむ。ベッドに入ってきた彼が背後からそっと私を抱きしめた。

　――温かい。特になにか言葉をかけるわけじゃない。だけどその腕のぬくもりが、不安に押し潰されそうな私を救ってくれた。

　もし今日、意地を張ってひとりアパートの部屋に帰っていたら、きっと自分の暗い感情に押し潰されて涙を流していただろう。

　こうやって、彼はそばにいてくれる。それが今の事実なのだ。どんなにがんばっても、過去を変えることはできないのだから、前を向いて歩いていけばいい。

　彼のぬくもりに勇気づけられ、私はやっと気持ちを落ち着かせることができた。













返してほしい







　しばらくしたある日、いつもよりも早く仕事を終えた私は、一階のセキュリティゲートを通り抜けようとして、内線電話に手をかけている女性と目が合った。

「岩村さん？」

「よかった。私、あなたに会いに来たんです。少しお話できないかしら？　ここだと人の目もあるから、移動しましょう」

　彼女の提案を受け、会社近くのカフェに場所を移す。正直、話なんてしたくなかった。けれど私も彼女の画廊に押しかけて聞きたくないであろう話を無理やりしたのだ。自分の都合の悪い時は話を聞かないというのは間違っていると思い、覚悟を決めた。

　二十時を回ったカフェは、楽しくおしゃべりをするＯＬたちやカップルで混雑していた。私たちは入口近くの席に案内され、向かい合って座る。

　コーヒーを注文すると、彼女が口を開いた。

「ごめんなさい。急にこんなところに連れ出して」

「いえ、もう帰るだけでしたから、気になさらないでください」

　覚悟してついてきたはずなのに、話の内容を想像すると胃がキリキリと痛む。私が彼女に呼び出される理由などひとつしかない。社長のことだ。

　注文したコーヒーが届かないうちに、岩村さんが話を切り出した。

「私、あなたが進藤くんとつきあっていると聞いてから、ずっと考えていたの。だけど、どうしても彼を諦められないわ。進藤くんを……岳人を私に返してほしいの」

「……っ」

　驚きでうまく声が出ない。彼女の態度から薄々感じていたとはいえ、実際に口にされるとその衝撃で体がこわばった。なんとか拳をギュッと握りしめ、自分を立て直す。

「返すって……。私の聞いたところでは、あなたから別れを切り出したんですよね？」

「そう、あのころの話も知っているのね。私の家は代々政治家を輩はい出しゅつしている家系で、父の名は岩村幸こう三ぞうというの。聞いたことあるかしら？」

　聞いたこともなにも、岩村幸三といえば与党の大物議員だ。そして岩村家は代々大臣クラスの政治家を輩出している、由緒あるお家柄だ。お父さまが代議士だとは聞いていたけれど、まさか彼女があの岩村幸三の娘だなんて、思いも寄らなかった。

「あのころの岳人の会社は小さい上に、業績がすごく悪かった。そんな会社の社長とのつきあいを父は……岩村家は許してくれなかった」

「そんな……」

　いくら彼女の実家が立派だからといって、社長がお父さまから引き継いで大切に育てているものを、うわべだけで判断するなんて。がんばっている社長の姿を見ていたはずなのに、親が反対したからというだけの理由で応援もせずに別れるなんて……。

「私と岳人は、お互い嫌いになって別れたわけじゃないの。あの時は周囲が許さなかった。でも今は違う。彼はきちんと成功を収めて、私たちの間にあった障害はなにもなくなった。そろそろ結婚しろと両親からうるさく言われて困っていた時に、偶然岳人と再会できたの。神さまは私に味方してくれてるんじゃないかと思ったわ」

「そんな虫のいい話、到底社長が承服するとは思えません」

　先ほどから握りしめたままの拳は、爪が掌に食い込んで痛いくらいだ。私は負けないように気持ちをしっかり持った。

「そうかしら。この間話をした時、私は脈を感じたの。私たち、きっとやり直せると思うわ。それに私は彼の仕事を色々な形で援助することもできる」

「……それはお金ってことですか？」

「それだけじゃないわ。権力もよ。岩村家の力があれば、彼のなにより大切なクレアシオンを今まで以上に大きくすることができるはずよ」

　その言葉に間違いはないだろう。しかし、私にも譲れないものがある。

「確かにおっしゃるとおりでしょう。でも、社長の気持ちはどうでしょうか？」

「どういう意味かしら？」

　岩村さんには私の言っていることが本当にわからないみたいだ。こうやって大学の時も、社長の気持ちを考えずに傷つけたのだろうか？

「あなたもご存じのとおり、彼が一度決めたことを覆くつがえすのは相当難しいんです。ここで私がもし〝お返しします〟と言っても、彼があなたの元に戻るとは思えません」

　彼女は私の言葉など、まったく気にも留めていないようだった。

「彼、私と別れてから、まともに女性とつきあおうとしなかったと聞いたわ」

　その話は砂田さんからも聞いている。

「それだけ想ってくれていたのよね？　男性は過去の恋愛を忘れられないと聞くわ」

「社長もそうだって言うんですか？」

　私が声を荒げても、岩村さんは一向にひるまず、余裕の表情だった。

　自分の夢に向かって努力をする、素敵な人だと思っていた。でもそのことと本人のの気持ちを無視してまで、欲しい欲しいとわがままを言うのは別の話だ。

　でもきっと、彼女の人生はそうやって成り立ってきたのだろう。もしそうだとしたら、私がなにを言っても彼女の心には届かないのかもしれない。

「私、どうしても岳人がいいの。だから手段を選ばないことに決めたわ」

　なんて傲慢な態度だろう。私はだんだん腹立たしくなってきた。人の気持ちは……私の社長への気持ちは、簡単に他人が変えられるものじゃない。

「あなたがなにをおっしゃろうが、私は彼のためにできることをするだけです」

　まさか自分でもこんなに強い感情が湧き上がってくるなんて思ってもみなかった。けれど、これが今の私の心からの気持ちだ。

「そう……残念だわ。もしかしたらわかってもらえるかもしれないと思ったのだけど」

　彼女は千円札をテーブルに置くと、出口に向かった。去りゆく彼女が扉の前で振り返り、意味深な笑いを浮かべていたのを私は見逃さなかった。

　なんとか気を落ち着けようと手を伸ばしたコーヒーは、とっくに冷めきっていた。




「清家、会議の資料がないぞ。……いや悪い、ここにあった」

　社長が疲れた表情で手元の資料を眺めている。会議が始まる十五分前だ。

　いつもの社長ならば、業務開始前に一日の仕事に関する資料の下読みは終わっている。しかしその時間も取れないほど、ここ最近は忙しく過ごしていた。

「お茶、お持ちしましょうか？」

　少しの時間でもゆっくりしてもらいたいと思い申し出たが、すぐにデスクの電話が鳴り響き、お茶を飲むことすら叶わずに会議の時間を迎えてしまった。

　以前説明会に行った大阪府のプロジェクトで大規模システムの入札に参加することが本決まりとなり、その対策に社長自ら乗り出していた。これが成約すれば、よりいっそうクレアシオンは大きくなる。社員一丸となって、自分たちのシステムがどれほど有益なのかを知らしめるため、連日連夜の対策を練っていた。

「仕様の確認はこれで完璧なんだな？」

「はい、恐らくですね……」

「恐らく？　誰がそんな中途半端な仕事をしろと言った！」

　社長の冷たい声が会議室に響き渡る。

「次の報告」

「はい……」

　殺伐とした雰囲気で会議は続いていく。

　無理もない。この入札はどこをどう取ってもうちが取れるとの事前予測にもかかわらず、ギリギリになってライバル社が有力だという説が流れてきた。それにより、これまで以上に他社の情報を集め、より優位に立てるように対策を練る必要が出たのだ。

「わかった、そのまま続けてくれ」

　私も会議での話を聞き漏らさないように必死で内容を頭に叩き込み、後々問題になりそうな箇所をピックアップしながら、会議を見守った。




　静かな社長室にカタカタとお互いのキーボードを打つ音だけが響く。ひと段落したところで、私は凝り固まった肩に手を置いた。

　連日社長につきあって、いつも以上の量の仕事をこなしていた。今日も休日を返上して、社長室に籠って仕事を続けている。忙しさも二週間後の入札までがピークだ。そう思い、少しでもできることをやってから帰るつもりだった。

「梓、今日はもう帰れ」

「え、あの。まだ仕事が……」

「ここのところ俺につきあって無理しているだろう。今日ぐらいは早く帰るんだ」

　彼がそう言うのだ。今日は大人しく帰ろう。私は自分のデスクを片付けると、給湯室でコーヒーを淹れる。

「少しだけでも、手を休めてください」

　朝からまともに食事も取らずに働いている社長。私なんかよりずっと、休息が必要なはずだ。けれど、大きな仕事を抱えている今、彼は絶対に休むことはしないだろう。だからこそ、わずかな休息を大切にしてほしいとの思いを込めてコーヒーを淹れた。

「ありがとう」

　そう言った彼は、目頭をギュッと押さえてから私のほうを見る。

　仕事をしている時は感じないが、こうやってひと息ついた瞬間に見せる表情が気がかりだ。日増しに疲労の色が濃くなっていく……。

　こんな表情が見られるようになったのは、彼が私に気を許してくれるからだと思うと少しうれしい反面、この先のスケジュールの過密さを知っている身としては、心配でたまらない。こんなサポートしかできない自分がもどかしい。

「状況はいかがですか？」

　私は彼の隣に立ち、コーヒーを飲む彼に尋ねた。

「あぁ。あまり進展はみられないな。あっちの会社には支援者がいるはずだ。まさかこんな形で横やりが入るとは、俺の読みが甘かったな」

　やはり、あまり状況は芳かんばしくないようだ。

「誰がバックについているかさえ突き止められれば、あとは話が早いんだがな。そいつを落とせばいい。簡単なことだ」

　苦い顔を浮かべる彼を見て、今回の契約が厳しいものだと改めて認識する。そして、この契約が今後のクレアシオンにとって、もっとも大切な仕事になるということも。

　もしかしたら、『やってできなかったことはない』と豪語する彼にも、できないことがあるのかもしれない。そう思わせるほど、今回の案件は難航しているようだった。

　努めて明るく振る舞おうと思っていたけれど、私もつい難しい顔をしてしまう。そんな時、ふいに社長に手を引かれた。

「こっちに来い」

「きゃあ……」

　私は勢いあまって、社長の膝の上に座ってしまう。

「ちょっと、どうしたんですか？」

「いいから、梓は少しジッとしてろ」

　最近プライベートでの時間がほとんど取れない私たち。こうしたほんの少しの触れ合いがお互いにとっての貴重な時間になっていた。背後から腕が回されて、強く抱きしめられた。背中に感じる彼の熱気と首筋にあたる吐息に体の力が抜けたようになる。

「梓……少しだけでいい。このままでいろ」

　いつになく疲れた声に、身を切られるような思いがする。

　彼の求めていることには応えてあげたい。それが私が彼の隣にいる意味なのだから。

「社長ばかりずるいです」

　私は体の向きを変えると、彼に向き合ってその体に手を回した。彼もそれに合わせてもう一度、私を抱きしめ直してくれる。お互いの体温と気持ちを交換するだけ……しかしそれが今の私たちには一番必要なことなのかもしれない。

「あと少し。がんばりましょう、岳人さん」

　初めて……彼を名前で呼べた。至近距離にある彼の顔が、わずかながら笑顔になる。

「お前は、いつからそんなに俺の扱いがうまくなったんだ？」

　どうやら、私の作戦は成功だったらしい。

「いつも、そばにいますから。あなたの秘書は優秀でしょう？」

　おどけて言う私を見て、楽しげな表情を見せる。

「でもそれくらいじゃ、足りないな。報酬の前払いをしてもらおうか」

「会社から十分な役員報酬が支払われているはずですけど」

「金なんか必要ない」

「高くつきますよ……この報酬は」

　私はそう言うと、ゆっくりと彼に唇を寄せた。




　ほんのひとときの甘い時間を過ごしてから、私は社長室を後にした。体は疲れていたけれど、社長との結びつきを感じられて気持ちは穏やかで前向きだった。

　早く帰ってきちんと休もう。……あ、そうだ。久しぶりに社長にお弁当を作って持っていこうかな。

　まだ気持ちが通じ合っていないころ、私の作ったおにぎりを食べておいしいと言ってくれたことを思い出す。そんなことを考えながら駅に向かっていると、バッグの中でスマートフォンが震えた。ディスプレイを確認すると、知らない番号からだ。

「もしもし……」

《もしもし、清家さんですか？》

　その聞き覚えのある声に、胸が早鐘を打つ。

　岩村さんだ。どうして私の電話番号を知っているんだろう。

「はい」

《私、岩村です。突然お電話してごめんなさい。清家さんはもう外かしら？》

「はい。仕事が終わったので帰宅中です」

　動揺しているのを悟られたくなくて、毅然と答えた。

《大阪府の入札、大変なんでしょう？　岳人のそばにいなくてもいいの？》

「どうして……そのことを？」

　クレアシオンが入札に参加することは、関連企業や競合先なら知っていても不思議ではない。けれど、なにも関係ないはずの岩村さんがなぜ知っているのだろう？

《実は今回の件には、うちの父も色々と関わっているみたいなの。それでクレアシオンの名前を聞いたんです。今すごく大変だって》

「岩村議員が？」

《父も……昔のことをずっと気にしていたみたい。今回は彼の力になれるかもしれないと言ってくれてるわ》

　嫌な予感がどんどん強まって、喉がカラカラに渇く。なにか言おうと思うけれど、うまく言葉にならない。電話の向こうでもしばし沈黙が続いた。彼女もなにか言いあぐねているように感じる。

《もう一度言います。清家さん、岳人と別れてください。そうすれば私、クレアシオンの味方についてもらえるように父を説得しますから》

「そんな勝手なっ！」

　ある程度予想していたとはいえ、現実に言われると衝撃が大きかった。

《自分でも本当にひどいことを言っていると思うわ。でも岳人に戻ってきてもらうには、こうするしかなかったの。ひどい女だと言われても、私は彼ともう一度やり直したい。私なら、岩村家なら、今回みたいに岳人が困っている時に力になることができるわ。あなたも彼の困っている顔は見たくないでしょう？》

　疲れ切った社長の顔を思い出して、胸が痛む。それと同時に私がいかに無力かを思い知った。お弁当を作ろうだなんて、そんな小さなことでは今の社長を助けることはできない。今、彼に必要なのは、彼女の言うとおり、岩村家の権力なのかもしれない。

　色々なことが頭の中を駆け巡る。そのどれもが私にはつらく、頭痛がすることだ。彼女の言葉に、私はなにも返すことができずにいる。しかしその沈黙をどう解釈したのか、岩村さんは話を進めた。

《清家さんは賢い方だから、どうするのが一番いいのかおわかりですよね？　実は私、自分の画廊を持つことになりました。オープニングの招待状を郵送するから、必ず岳人に渡してください。それ以降のことは、また話し合いましょう》

　私の返事を待たずに、電話はそのまま切れた。私は受話器を耳に当てたまま、足元から崩れ落ちそうになるのを必死でこらえた。




　――なにも言い返せなかったな。

　気がつけば、駅のホームに立っていた。次第に目の前の光景が滲んでくる。涙がこぼれ落ちそうになって、慌てて手で拭った。

　もし招待状を社長に渡さなかったら、どうなるのだろう？　今、彼が必死になってやっていることが、すべて水の泡になってしまうかもしれない。そんなこと、私には耐えられそうにない。でも、招待状を渡すなんて……。どうして恋人と恋敵がたきの橋渡しをしなくてはならないのだろう。こんな惨めなことはない。

　しかし、彼のことを思えば、渡さないという選択肢は私にはなかった。

　私が彼のためにできること。それがなにかわかっているはずなのに、胸が苦しい。彼のためだというのに、どうしてこんなに涙が流れるんだろう。

　今までの人生でやってきたように、少し我慢すればいいだけだ。自分にそう言い聞かせようとしたけれど、なかなか心が納得してくれない。感情を抑えることができず、人目も憚はばからず嗚咽を漏らし続けた。

　目の前では電車が何本も通り過ぎていく。忙しなく行き交う人混みの中、私だけが世界から取り残されたようにひとり立ち止まり、泣き続けていた。
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新たな退職届







「こちら、岩村さまからの郵便です」

　招待状が届いたのは、それから二日後だった。すぐに渡さなくてはいけないと思っていたけれど、なかなか踏み切れず、デスクの引き出しに一日保管した。しかしその存在はどんどん私の中で大きくなり、ついに意を決して差し出したのだ。

「ん？　なんだいきなり。この忙しい時期だ。断って、花だけ送っておいてくれ」

　中身を確認した社長が、それを私に突き返した。

「いいえ、スケジュールの調整はいたしました。出席してください」

　私の言葉に社長が鋭い視線を向ける。

「今がどういう時期か、わかっているだろう？」

「わかっています。それでも出席してくださいと、申し上げています」

　いつもと違う私の態度に、社長が気づかないはずがない。

「ここ二、三日、態度がおかしかったのはこのせいか？　岩村となにがあった？」

　社長が彼女の名前を呼んだだけで、胸がズキンと痛む。

　こんなことで、ここから先どうするの？　私は自分を奮い立たせた。

「そちらの招待状を郵送で受け取っただけです」

「それだけで、お前がこんなに動揺するのか？　なにがあった？」

　なにも答えない私に痺れを切らした社長が立ち上がり、私の腕を掴む。ただそれだけのことなのに、彼に触れられると決心が鈍りそうになる。腕を振りほどこうとしても、強く握られた手は離れそうにない。きっと、私が話をするまで離さないつもりだろう。もうこれ以上隠してはおけない。

「岩村さん……別れた後もずっと社長のことを忘れられなかったそうです。もう一度おつきあいしたいとお望みでした」

　自分でも驚くほど小さな声だった。社長も少なからず動揺した様子で一瞬目を見開いたが、すぐにいつもの表情に戻る。

「そんなくだらない話か。俺のいないところでそんな話をしていたとはな」

「くだらない話？　彼女は本気ですよ」

「アイツが本気だろうがなんだろうが、俺たちには関係のない話だろう？」

　そう、普通のカップルならそうなのかもしれない。けれど私たちは違う。彼は大勢の社員を抱える企業の社長だ。プライベートが仕事に及ぼす影響も大きい。

「それで、お前の出した答えがこれか？」

　社長が手に持っていたものは、一通の白い封筒だった。

　それは岩村さんから受け取った招待状ではなく、私がそれと一緒に三日間机の中に隠していた二通目の退職願だった。

「どうして、それを社長が持っているんですか？　机を勝手に開けたんですか!?」

　岩村さんに言われたとおり社長から離れるとなると、仕事も辞めなくてはならない。

　退職願を書いたまではよかったけれど、招待状と一緒に差し出す勇気がなく、そのまま机に隠しておいた。それなのに、既に社長の手に渡っていたとは、予想外だった。

「お前のものは、俺のものだ」

　どこかの駄々っ子みたいな発言をした社長の顔は、今までにない怒りを湛えていた。

「これが、お前の出した答えなのか？」

　もう一度詰め寄られた。

「……うっ」

　岩村さんの言うとおり、私が社長と距離を取る。そうすることで、社長やクレアシオンの社員みんなが幸せになれるのだから。それが私の答えだ。

「……そう取ってもらって、構いません」

　私は震える声でそう答えた。

　自分で出したはずの答えなのに、どうしてこんなにもつらいのだろうか。正しいことをしているはずなのに、どうして自分を誇ることができないんだろうか……。

「お前の気持ちは、わかった」

　そんな私の態度を見た社長は、ジャケットを手に取ると、私の辞表を手にしたまま出ていってしまう。

　目の前でバタンと音を立てて扉が閉じられた。

「……受理されちゃった」

　自分で提出したわけではない。けれど会社の最高責任者の手に渡った。いつか出すつもりだったものだ。それが少しだけ早まった、ただそれだけのことなのに、苦しくて苦しくて胸が張り裂けそうだった。




　それから数日間、私は針の筵のような社長室での日々を過ごした。仕事以外の会話がなく、お互いの目も合わせない日々――。自分で決めたこととはいえ、つらいものはつらい。

　私はそっとため息をつきながら、仕事をこなす。仕事に集中しようとしても、気がつけばぼーっと考えごとをしていることが多かった。




　岩村さんの画廊がオープンする前日、社長は接待の予定があり夕方には既に社長室にいなかった。ひとりになると、色々と余計なことを考えてしまう。

　社長、私を〝清家〟って呼んだなぁ。いつもふたりの時は〝梓〟だったのに……。

　ここ最近の彼の行動の一つひとつが、自分との距離をだんだんと広げているように思えて、寂しくなる。

　しかし、それを望んだのは自分なのだ。彼を責めるなんてお門かど違いだ。そう頭では理解していても、泣きごとが次から次へと胸に湧いてくる。

　私は社長室でひとり、涙を滲ませた。

　荒んだ気持ちを和らげようと、そっとデスクの引き出しを開ける。そこには今田会長のオークションで社長が手に入れてくれた、水色のペーパーウェイトを保管していた。疲れた時にそっと手に取り、ひとり悦えつに入いるのが習慣だった。これを手にすると、社長の不器用な想いが感じられたからだ。

　いつものようにペーパーウェイトで気持ちを落ち着かせようと思ったけれど、ふと見るとその下になにかが置かれていた。

「これっ……」

　それは私の退職願の封書で、表に黄色の付箋が貼ってあった。

　そこにはもう見慣れてしまった、解読不可能な文字で【却下】と書かれていた。

「却下って……なによ」

　とっくに受理されたと思っていた退職願は、まだ私の手元にある。

　社長の書いた文字の上を指でなぞると、なんとか我慢していた涙が溢れだしてきた。

「……ぅう」

　こんな私でも、社長はまだ必要としてくれている。それなのに私は彼のため、会社のためだと言い聞かせて、また目の前の問題から逃げようとしている。

　――本当にそれでいいの？

　私は自問自答を繰り返し、自分にとって一番大切なものはなにか、もう一度自分の気持ちに向き合った。













譲れないもの







　そして翌日。ついに画廊オープンの日がやってきた。土曜日の今日は、社長は自宅から画廊に向かうはずだ。その前になんとか岩村さんと話したい。

　うろ覚えだったので、電話で希望さんに場所を教えてもらうと、パーティの始まるだいぶ前に岩村さんの画廊を訪れた。これからやろうとしていることが、社長のためになるのかはわからない。けれど、私は自分の気持ちに素直に従うことにした。

　大通りに面した画廊はそう大きくはなかったけれど、モダンな雰囲気があり、正面には今日のメインであろう、立派な絵画が飾られていた。

「失礼します」

　入口から声をかけると、スタッフ数名と岩村さんが同時にこちらを振り向いた。それまで生き生きと他の人に指示を出していたのに、私の顔を見るなりぎょっとした表情を浮かべて、すぐに元の顔に戻った。

　こういう時に動じないのは、彼女の強さだ。一見、柔らかくか弱く見える岩村さんだけど、本当は自分の望みを叶えるためならば、なんでもする強い人だ。

「私、パーティの始まる時間を間違えてお教えしたかしら？」

「すみません、お忙しい時に。でもどうしてもお伝えしたいことがあって」

　私は拳に力を入れ、自分を奮い立たせた。

「ひょっとして、岳人の代わりですか？」

「いえ、社長のスケジュールの調整はしました。ですから本日こちらにお見えになると思います。でも社長がこちらに来てあなたとお話する前に、私の気持ちをお伝えしたいと思いました」

　私は背筋を伸ばし、岩村さんをまっすぐに見つめた。

「私は岩村さんのように、彼になにか大きなメリットをもたらすことはできません。むしろいつも守ってもらって、支えてもらって……」

　自信をなくしていた秘書としての私を、もう一度認めてくれた。

　峰岸専務の嫌がらせにただ逃げるだけの私に、一緒に立ち向かう勇気をくれた。

　私の表情に敏感で、なにかあればいつも気づいてくれた。

　そしてなにより――私をたくさん愛してくれた。

「それでも、彼から要らないと言われるまで、私は彼のそばを離れません」

　はっきりと岩村さんの目を見て言う。

　なにかあった時はいつも自分が我慢すればいいと思っていた。今までの私はずっとそうやってきた。だけどそんな私にだって、譲れないものがある。

「そう、あれだけ言っても岳人とは別れてくれないのね？」

「はい。社長が……社長がどんな答えを出すかわかりませんが、私からは離れません」

　毅然と言い切ったけれど、岩村さんも自分の切り札を出してくる。

「別れないと言うなら、今回の契約は取れないかもしれないのよ。それでもいいの？」

「それは……」

　勢いよく話をしていたけれど、その話を持ち出されると、なにも言えなくなってしまう。強い決心で来たはずなのに、やっぱりクレアシオンに不利益になると言われると、すぐに「はい」とは言えなかった。

　その時、私の背後から聞き馴れた声が聞こえた。

「今回の契約が、なんだって？」

　驚いて振り向くと、そこには社長が立っていた。一瞬、私と目を合わせた後、こちらに歩いてくる。

「岳人、まだ時間には早いのに、どうしたの？」

　社長はその言葉に不機嫌さを隠そうともしないまま、鋭い視線で見つめ返している。

「うちのがここに迷い込んだって話を聞いたから、捕獲しにきた」

　どうして私の居場所がわかったんだろう。不思議に思ったが、きっと希望さんが、私のただならぬ様子を心配して、社長に連絡をしてくれたのだろう。

「で、どうして今回の契約の話をお前たちがしているんだ？　契約が取れないって、どういうことだ、岩村？」

　岩村さんの顔色がさっと変わった。

「あら、そんな話したかしら？　彼女からあなたが契約のことで困っていると聞いたの。私の父に相談してみましょう。きっと力になってもらえるはずよ」

「そうか、その手があったな」

「え……」

　社長の返答に驚いて、隣にいる彼の顔を穴があくほど見つめてしまう。彼がこんな提案を自ら勧んで受け入れるなんて、思ってもみなかったからだ。

　――嘘。じゃあやっぱり私がそばにいないほうが、丸く収まるんじゃないの？

　私の表情とは裏腹に、岩村さんは輝くような笑顔を見せた。

「岳人が望むなら、それくらいなんでもないことよ。私、あなたと別れたことを今でも後悔しているの。あの時、あなたを傷つけてごめんなさい。でも、きっと私たち今ならやり直せると思うの。今のあなたなら父も反対しないはずよ」

「そうだろうな。俺はあのころの俺とは違うからな」

　指先がどんどん冷たくなる。今日私がここに来たのは、間違いだったかもしれない。隣に立つ社長の顔をいくら見ても、淡々とした表情からは考えが読めず、どうしていいのかわからなくなる。

「よかった……。私、あなたとやり直せるのね。悪いけど清家さんには辞めてもらってもいいかしら？　次の秘書は男性がいいわ。こんなふうに私の岳人のことを好きになったりしたら困っちゃうから」

　岩村さんが社長の腕に手をかけて、上目遣いでおねだりをする。私はそんなふたりを見ていることができずに、目を背けた。

「コイツを辞めさせる？　なにバカなこと言ってるんだ？」

　急に肩を抱かれてよろけた私を、社長がしっかり受け止めた。

「な、なにって……」

　岩村さんの瞳に困惑の色が混ざる。

「俺の人生に必要ないのは、お前だろ？」

　よく通る低い怒りをはらんだ声が、岩村さんにぶつけられた。

「私が……必要ない？　冷静になってよく考えて。その子と私のどちらとのつきあいにメリットがあるかなんて、簡単にわかることでしょう？　岩村家との繋がりは、今後のあなたに大きなメリットを……」

「メリット、メリットって、そんなモンお前が思っているだけだろう。俺は自分に必要なものは、自分で判断して手に入れる。社会に出てからはずっとそうやってきた。『あのころの俺とは違う』って言葉、聞いてなかったのか？」

　辛辣な言葉をぶつけられた彼女は、目に涙を浮かばせて両手で顔を覆った。

「ひどいわ、私はあなたのことを思って……」

「俺のこと？　お前が考えているのは今も昔も自分のことだけだろう？」

「そんな……私は岳人が好きだから、もう一度やり直したいと思ったの。私にはあなたが必要だわ」

　岩村さんの悲痛な声が、画廊に響き渡った。

「いや、お前は俺じゃなくてもやっていける。いつもその時々、メリットを考えて、選び取っていくじゃないか。あの時もそうだっただろう？　でもコイツは違う」

　私を抱く手に力を込めて、話を続けた。

「コイツはいつも自分の大切な人のために、自らを犠牲にしてきた。自分にとってメリットがあるとか、ないとか、そういう問題じゃない。そんなコイツを俺は放っておけないし、放っておくつもりもない」

　彼の私への想いが、胸に熱く染みわたる。

「そんな……。まさか本当に清家さんを選ぶの？」

「選ぶ選ばないじゃない。コイツ以外、選択肢はないんだ。梓以外、誰も要らない」

「社長……」

　ストレートな社長の言葉に胸が震えた。改めて知った彼の気持ちが、私の傷ついた心を癒していく。

「話は終わりだ……あ、画廊オープンおめでとう」

　私の手を引いて歩き始めた社長の背中に、岩村さんが「本当に後で後悔しないのね？」と問うてきた。

　その言葉に反応した社長が足を止めて、顔だけ岩村さんに向ける。

「俺は〝今〟後悔したくない。それと、いつまでも親に頼って自分の人生を決めるな。俺が好きになったお前は、そんなヤツじゃなかったはずだ」

　そう言い放つと、今度こそ扉を開けて外に出た。













彼からのお仕置き







　社長は私の手を強く握り、どんどん歩いていく。

　私はもつれそうになる足を必死で動かし、ついていくのが精一杯だ。

　聞きたいことや言いたいことがたくさんあるのに、彼の苛立ちが伝わってきてなかなか口に出せない。

「乗れ」

　しばらく歩いたところに停めてあった、彼の車の助手席に押し込められた。私は黙ってそれに従う。

　車が走りだしても、社長はなにも言わず黙ったまま運転していた。

　週末の都心の夕暮れ時は、混雑で車もなかなか前に進まない。チラリと隣で運転する彼の様子を窺うと、さっきよりも彼が放つピリピリとしたオーラが軽減したように感じた。

　私は機嫌を測るように話かけてみた。

「ご迷惑をおかけしました」

「あぁ、本当に迷惑だった」

　不機嫌に満ち溢れた言葉に、ただ体を小さくすくめるしかなかった。

「どうせ、来週の入札の件について、なにか吹き込まれたんだろう？」

「ご存じだったんですか？」

　驚いた私に、社長がスーツのポケットから一枚の紙を取り出して見せる。

「来週発売になる週刊誌の記事だ」

「これは、岩村議員のことですか？」

「あぁ、Ｉ社との癒着に関するスキャンダルが書かれている。入札に横槍を入れてきたのはここだ。肩入れしているのが誰か、俺のほうでも既に調べはついていた。それについての対策もな」

「もしかしてこの記事、社長が書かせたんですか？」

「あぁ。女優の売名行為につきあってやった見返りだ」

　まさかあの記事がこんなふうに使われるなんて。社長の抜け目のなさに、今さらながら驚く。

「来週には岩村議員もその記事の対応に追われるだろうな。Ｉ社も同時に叩かれる。そうなれば、入札はうちが落としたも同然だ」

　私が岩村さんの言葉に惑わされてアタフタしているうちに、社長はちゃんと調べて手を打っていたのだ。

「すみません、ひとりで突っ走って。私、岩村さんの話を聞いて、自分にできることを必死で考えたんですけど、空回りだったんですね」

「金こん輪りん際ざい、こんな無駄なことはするな。わかったな」

　釘を刺された私は、小さく「はい」と返事をした。

「ところで、どこに向かってるんですか？」

　私は気まずい雰囲気を変えようと、話題を振ってみた。

「仕置き部屋」

　ジロリと横から睨まれて「ヒッ」と思わず声を上げてしまう。私は自分の保身に走った。もう一度謝ろう。

「あの、今回暴走したことについては、本当に申し訳なく思って……」

「本当にそう思っているのか？　希望が気を利かせて連絡を寄越してこなかったら、もっと面倒な話になっていたんじゃないのか？」

　確かに、その可能性もある。

「はい。面目ございません」

「お前は、余計なことはベラベラと話をするのに、肝心なことを俺に話さないのはどうしてだ？」

「すみません。自分でなんとかしようと思ったんです。心配をかけたくなかったし、私さえ我慢すれば丸く収まると思って……」

　社長が怒るのももっともだ。おっしゃるとおり、最初から話しておけば、ここまで面倒なことにはならなかった。

「それもそうだが、俺が言ってるのはそのことじゃない。あんなに啖たん呵か切っていたのに、忘れたのか？　『彼から要らないと言われるまで、私は彼のそばを離れません』だったっけ？」

「そ、それ、聞いていたんですか？」

　恥ずかしくて、一気に顔に熱がこもる。まさか本人が聞いていたなんて。

「宣言どおり、俺のそばにいてもらおうか」




　なにかを企むようにニヤリと笑った彼に連れてこられたのは、彼の部屋でも、もちろん私のアパートでもなく、高級ホテルだった。

「あの、どうしてこんなところに？　私、こんな恰好ですし」

　ホテルに足を踏み入れてから、ずっと居心地の悪い思いをしていた。今日の私の服装は、このホテルにはそぐわない。岩村さんと話をするだけのつもりだったから、カットソーにデニムのカジュアルすぎるいで立ちだ。

「心配するな。俺しかお前を見てない」

　――いや、それはそれとして、やっぱりもっときちんとした恰好を見てもらいたい。

　私が混乱しているうちに、社長は手続きをさっさと済ませると、私をホテルの一室に導いた。

「ほら、早く入れ」

　相変わらず強引だ。私は言われるがまま、部屋に入る。ホテルの室内は落ち着いたアンティーク調のインテリアで統一されていた。部屋の奥にあるテーブルには小さなキャンドルが揺れていて、私はその灯りに吸い寄せられるように近づいていく。

「シャンパンと……花束？」

　テーブルの上にはシャンパンとバラの花束が置かれていた。花束を手に取り、そこに添えられているメッセージカードを見て驚く。

【誕生日おめでとう】

「しゃ、社長！　私の誕生日を覚えていてくれたんですか？」

　振り返って社長を見ると、とびきりの笑顔を向けられた。明日は私の誕生日だった。

「あぁ。俺は一度見たものは忘れないって言っただろう。お前は俺の誕生日を覚えていないかもしれないが、俺は部下の誕生日はきちんと把握している」

「……ダメな秘書ですみません」

「お前のダメなところは、秘書としてだけじゃない。恋人としても落第点だ」

　思い当たる節がありすぎて、反論できない。

「私、てっきり社長は岩村さんとよりを戻すのだと思っていました」

「はぁ……どうしてそんな考えになるんだ？」

「だって、辞表は受理されるし」

「ちゃんと【却下】しただろう」

「ずっと冷たい態度だったし」

「少しはお灸をすえないと、俺のありがたみがわからないだろう？」

　話をしながら社長が一歩、また一歩と近づいてくる。

「まだ、なにかあるのか？」

「『二度と逃げ出すな』って言われていたのに、また逃げ出してごめんなさい」

　峰岸夫妻に追いつめられた時、社長ともう逃げないと約束をした。それなのに、今回も私は退職願を出して、ひとりクレアシオンを去ろうとしたのだ。

「あぁ、それについてはお前の覚えの悪さに驚くばかりだな。なにかあると俺に相談もせずに、すぐに自分で解決しようとして失敗する。そんなに俺が頼りないのか？」

「まさか、そんなことあるはずないじゃないですか」

　社長の彼も、恋人としての彼も、いつも私を満たしてくれている。だからこそ、私も彼の役に立ちたいと、そう思っているのに。

「違うと言うならば、これからはお前の気持ちは全部俺にぶつけろ。俺の隣にいる限り、自分を犠牲にすることは今後一切許さないから、覚えておくんだな」

「はい」

　社長は私のすぐ目の前に立ち、ポケットに手を入れたままで見下ろした。

「さて、秘書としても恋人としても失格のお前を、どうしてくれようか」

　なにかを企んでいるようなその視線に、嫌な汗がにじみ出る。

　誕生日をお祝いしてくれるつもりはあるみたいだから、そんなにひどいことはされないと思うんだけど……。

「手を出せ。左手」

「手、ですか？　はい」

　仕置きというから覚悟していたのに、あまりにも簡単な要求に肩をすかされ、私は言われたとおりに左手を差し出す。

　すると社長は、深紅のベルベットの小箱を取り出した。その中には、光輝くダイヤの指輪がある。ハッとして息を呑み、彼の顔を見上げた。

　彼はそんな私の手を取るとわずかに笑みを浮かべ、私の左手の薬指に指輪をはめる。

「あの、これ、あの……」

「秘書としても恋人としてもダメならば、新しい肩書きを与えてやらないとな」

　見たこともないほどの大きさとまぶしいほどの輝きを放つダイヤの指輪がもたらしたのは、高鳴る胸の鼓動だ。

「こうでもしないと、お前はすぐに辞表を置いてどこかに行ってしまうからな」

　社長は私の手を取ると、先ほどはめた指輪にそっと口づけをした。

「結婚しよう」

　その言葉を聞いた瞬間、喜びで頭が真っ白になる。体中から溢れ出る喜びをちゃんと伝えたいのに……言葉にならない想いが、代わりに涙となって溢れ出した。ただただ何度もうなずくことしかできない私を、社長は大きな腕で包み込んでくれる。

　さっきまでは失ってしまったと思っていた彼の温もりが、余計に私を甘くせつない気持ちにさせ、涙が止まらなくなる。

　ひとしきり彼の腕の中で泣いた私が顔を上げて「よろしくお願いします」とつぶやくと、「あぁ、よろしく。奥さん」と返事があった。そしてお互いの唇が重なる。

　冷たい社長のくれたキスは、これまでのどんなキスよりも熱く――その情熱で私を溶かした。

　キスをしながら、私たちはゆっくりと移動する。そのままベッドに横たわった私の上に彼が覆いかぶさった。

「じゃあ、ここに来たもうひとつの目的を果たそうか？」

　ニヤリと笑うその顔に、嫌な予感がする。

「目的って……お誕生日のお祝いですか？」

「あぁ、それもそうだが……ここに連れてくる前になんて言った？」

「……お仕置き、ですか？」

　恐る恐る聞いた私に、笑みが返ってきた。

「さすがに、覚えの悪いお前でも忘れていないか」

　彼の手がカットソーの下に忍び込んでくる。

「ちょっと……社長」

　私の呼びかけに彼は不満を露にした。

「結婚するんだ。いいかげん、名前で呼べ。これから社長って呼ぶたびに、人前だろうがどこだろうが、キスするぞ」

　恐ろしいような、うれしいような宣言をされる。

「人前では困ります――社長」

　まっすぐ見つめる私を見て、社長の顔がフッと緩んだ。

「お前ってヤツは……。望みどおりにしてやるよ」

　そうして再開されたキスは、やがて全身に降り注ぎ……その夜、一晩中続いた。




　今までの人生で一番甘い朝を迎えた日。ルームサービスで食事を済ませた私たちは、ゆっくりとした時間を過ごしていた。

　窓辺に立ち外の景色を眺めていると、背後から岳人さんが私の体に腕を回してくる。

「指輪、ありがとうございます。本当に素敵……」

　ため息交じりに喜びを伝えた。

「俺の給料の三カ月分だ」

「へっ!?」

　社長の給料の三カ月分!?　私の左手が急に重たくなった気がする。

「そ、そんな高価なもの――」

「今さら返すなんて言うなよ。それに心配するな。ちゃんと回収するつもりだ。俺が先のないものに投資しないのは、お前もよくわかっているだろう？」

「回収って……いったい、何年かかると思ってるんですか？」

「さぁな。まぁ、一生かけて回収するつもりだけど」

　耳元でそう囁いた社長の手が優しく頬に添えられる。そして私を振り向かせるなり唇を奪った。

「んっ……」

　最初は挨拶程度だったのに、どんどんキスは激しさを増す。立っていられなくなった私に岳人さんが告げた。

「すぐに荷物をまとめて、引っ越して来い。断る理由はもうないはずだ」

　――まだ、そこにこだわってたの？

　少し呆れた私は、彼の腕の中でクスクス笑った。




　あの直後に岩村議員のスキャンダルが流れて、テレビのニュースやワイドショーでは今でもその話題で持ち切りだった。

　クレアシオンの入札も終わり、無事に落札することができた。

　社員は一いち様ように喜び合い、士気も一気に上がった。この勢いで会社は今後も躍進していくに違いない。

　――このふくれっ面の社長の元で。

「で、あんな大口契約が取れて結婚まで決まったというのに、どうしてそんなに不機嫌な顔しているの？」

　いきなり会社に呼びつけられた砂田夫妻……とりわけ希望さんのほうは、その理由に興味津々のようだ。

「あの……それが」

　あの日、プロポーズを受けた私は結婚に向けた話し合いをしたのだけれど、すぐに引っ越しをさせようとする岳人さんと、ここまできたら籍を入れるまでは別々に暮らしたいと言う私との間にまたも紛争が勃発したのだ。

「もう、梓ちゃんも頑固なんだから」

「ただ、私はけじめとしてですね……っていうか、今日は砂田夫妻をどうして呼び出したんですか？」

　私が疑問に思って尋ねる。

「僕の口からは言えないなぁ。そういう話は本人の口からじゃないとね」

　砂田さんは、珍しくなにかを含んだような笑いを見せている。そんな砂田さんの前に岳人さんが書類を一枚差し出した。

「この証人の欄にサインしてくれ」

　差し出されたのは、婚姻届だった。

「えー！　私、そんなの聞いてないですよ！」

「言ってないからな」

　相変わらずの横暴ぶりだ。

「お前の気持ちに寄り添っていたら、世紀末が来る」

「そんな大袈裟な……」

　私たちふたりの様子に、砂田夫妻が笑顔を見せる。

「まさかふたりが結婚するなんてね……」

「あら、私はそんな予感がしてたけどね」

　砂田夫妻は、私の淹れたコーヒーをおいしそうに飲みながらふたりで談笑している。その傍かたわらで……。

「こんな急にサインしろなんて……色々段取りとかありますよね!?」

「お前の母親なら、手放しで喜んでくれたぞ。一日も早く孫の顔が見たいって」

「ま、孫って……。気が早いにも程があります！」

　私たちが言い合いをしている間、砂田夫妻は証人欄に署名と捺印を済ませた。

「お前が籍を入れることにこだわっているんだろう？　ほら、さっさと書け」

「そんなに、私と暮らしたいんですか？」

「そうだ。朝から晩まで見張ってないと、お前はすぐに逃げ出すからな」

「もう、いつまでも昔の話をしないでください」

　なおも続く私たちの言い合いを、砂田さんが止めた。

「今のふたり、とっても幸せそうだね。結婚おめでとう。邪魔しても悪いし、僕たちは帰るから」

　砂田さんの言葉に希望さんも席を立つ。

「あぁ、式には出席してくれ」

「進藤くん、梓ちゃんには白しろ無む垢くが似合うと思うわ」

「あの、私まだ署名してないんですけど……」

　戸惑う私をよそに、三人は既に結婚式の話まで持ち出している。

　砂田夫妻が帰った後、婚姻届を前にして座る私の横に岳人さんがゆっくりと腰を下ろし、お父さまの万年筆を持たせた。

「これで、サインをしてほしい」

　それまでの砕けた雰囲気とは違い、真剣に私を見つめている。

「これからは、俺と一緒にこのクレアシオンを支えてほしい。そしてお前の一生を俺に背負わせてくれ」

　彼の心からの言葉は……二度目のプロポーズに聞こえた。

　決意を固めた私は、万年筆を取るとそこに自分の名前を書いた。

「前にも言いましたけど、もうとっくに私はすべてを岳人さんに捧げてますから……」

　まっすぐに社長を見つめ返すと、彼の顔がどんどん近づいてくる。私も目を閉じて彼を受け入れた。

　――それが私〝清家梓〟がした、最後のキスだった。

　それからすぐに社長と区役所に向かい、届を出した。そしてその足で、とある墓地まで来た。

　今、墓石の前でふたり手を合わている。お互いなにも言葉には出さなかったけれど、隣の岳人さんは、ジッと目をつむってご両親と会話をしているように見えた。

　しばらくそうした後、私の手を取るとゆっくりと歩きだす。

「お前のお母さんには、会って報告できなくて悪かったな」

「いえ。電話でも十分喜んでいましたから」

　区役所を出た時点で、母には電話で入籍の報告をしていた。

「岳人さんのご両親も、喜んでくれるでしょうか？」

「ん、恐らくな」

　それ以上言葉を交わさずに、ゆっくりと歩いた。これからふたり長い道のりを、こうして手を取り合って歩いていくのだ。ずっとずっと……。
















エピローグ
















　ご両親の眠る墓地で夫婦としての実感がわずかに芽生えた――そしてその直後、私はなぜか荷造りをしている。

「ほら、俺はちゃんと手順を踏んだんだ。文句はないだろう」

　確かに手順を踏んで……とは言ったけれど、いくらなんでも早すぎないだろうか？

「別に今日じゃなくても、いいんじゃないですか？」

　文句を言いながらの荷物をスーツケースに詰める私に、岳人さんは不満顔だ。

「俺がどれだけ待ったと思う。気の長い旦那でよかったな」

　彼を形容するのに一番ふさわしくない『気の長い』という言葉が使われたことに、激しく違和感を持ったけれど、そこはもうあえて突っ込まない。ブツブツと文句を言いながらも、即断即決男の妻になったことを嫌でも実感する。

　そんな私の耳元で彼が囁く。

「これ以上、俺を待たせるな」

　そう言い終えた唇が、私の唇に重なる。

　私の顔に続けざまに落とされるキスに、手が完全に止まってしまう。




　結局なかなか荷造りできず、アパートを出たのは夜も更けてからだった。

　その日念願かなって捕獲した私をマンションに連れ帰った彼は、一仕事終えた後の満足そうな顔を見せた。

　うすうす気がついていたけれど、この独占欲の強さ……誰が想像するだろうか。

　シャワーを浴びようと着替えを取り出していると、岳人さんの手がそれを制止した。

「それ、別に必要ないだろう？」

「え、着替えが別にあるんですか？」

「なに、間抜けなこと言ってるんだ？　そんなモン着る暇があると思うな」

「意味が……えっ!?」

　いきなり唇に軽くキスを落とされた。

「わからないなら、教えてやる」

　彼は私のシャツのボタンに手をかけながら、キスを続けた。

「あの、でも……私、汗もかいたし、シャワーを浴びたいんですけど……」

「ダメだ。お前がいつまでもぐずぐずしているのが悪い。俺は十分待っただろう。この世で俺をこんなに待たせるのはお前だけだ」

　私〝だけ〟が特別だなんて、本当にズルイ……。

　すっかり気分がよくなってしまった私は、薄く唇を開いて彼を受け入れてしまう。まるでそうなることが当然かのように、彼の舌が私の唇を割って侵入してきた。すぐに捕まってしまった私の舌は、絡め取られて味わいつくされる。すると全身溶かされたようになってしまい、彼にすべてを預けてしまう。これがいつものパターンだった。

「シャワーは後で……一緒に、な？」

　私を抱き上げながら、艶めいた視線で籠ろう絡らくする。そんな目で見られると、「はい」としか返事ができなかった。

　私を抱いた彼が寝室へと向かう。

　開いた扉の先では、〝進藤梓〟として、初めて彼に愛される夜が始まるのだ。

　いつも冷たすぎる彼の狂おしいほどの独占欲と熱い愛に、私は今日も翻弄されて溶かされる……。

　それは私だけが知る、彼の素顔。他の誰も知らない、私だけの彼。





ＥＮＤ















あとがき







　はじめましての方も、お久しぶりの方も、このたびは拙著『クールな社長の溺愛宣言!?』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　本作はベリーズ文庫では六冊目、そして書き下ろしの二作品目になります。こういったチャンスをいただけたのも、たくさんの方の応援のおかげだと思っています。ありがとうございます！

　今回から以前の担当編集さんに戻ったのですが、最初にこの原稿を読んだ担当さんの感想が散々なもので「相変わらずドＳ！」と歓喜したものです！

　おかげで、私のドＭ魂に火がつきまして、改稿に改稿を重ねてトキメキ満載の作品に仕上げられたと思います。

　冷たいと見せかけて、嫉妬心丸出しにしたり、うまく気持ちを伝えられない岳人と、恋愛偏差値が底辺の梓。どう考えてもうまくいきそうにもないふたりの恋愛模様を楽しんでいただければと思います。

　お話の中に出てくる水族館。お気づきの方もいらっしゃると思いますが、海遊館をイメージして執筆しました。数年間大阪に住んでいたときには、足しげく通いましたが、ここ最近では二年前……。近々時間が取れたらまた行きたい思います！

　大阪も大好きな街です。ほんの少しでも書けて楽しかった～！　大阪弁の男子も大好きなので、いつか書いてみたいです（需要はあるのかな……）。

　ここからは恒例のお礼です。

　担当の増子さま！　お帰りなさい。また一緒にお仕事できて本当に嬉しいです。そして、相変わらずお手を煩わせてしまい申し訳ありませんでした。編集協力をしていていただいた藤原さま、お力添え感謝いたします。

　カバーイラストを描いていただいたゴゴちゃんさま。梓の戸惑う表情、後ろ姿でも色気を感じる岳人。ふたりを素敵に描いてくださってありがとうございます。

　そして冒頭にも書きましたが応援してくださっている読者の方々には、本当に感謝しかありません。今後もゆっくりではありますが活動してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　この本に関わって頂いたすべての方に、感謝を込めて――。





高たか田だちさき


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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